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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　カスカベアキラ
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　あとがき






　あの日、


　世界の終わりの場所で──





　たしかに僕ぼくは、穢歌の庭エデンに流れる歌声を聴きいていた。






　プロローグ　『浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレア』







　──冷たい雨だった。


　ひとたび濡ぬれれば骨ほねの髄ずいまで痛いたみを感じる凍いてついた雨。まるで、氷の結けつ晶しようがしずくの形そのままに降ふってきた……そんな雨だ。


　建物の屋上を抉えぐるような勢いきおいで打ちつける天の涙なみだ。周囲にこだまする水の爆ばく音おんは、雨音の範はん疇ちゆうを超こえ、もはや滝たきと呼よんだ方がふさわしいかもしれない。


　どれだけ、降り続いていただろう。


　はるか天上からの雨量はかつてない記録を弾はじきだし、その勢いは今もなお、衰おとろえる気配を見せていなかった。





　ぴちゃ……





　夜の帳とばりが降おりた薄うす暗ぐらい路面に、小さな小さな波は紋もんが生まれた。


　轟とどろきとうなりを上げる雨飛沫しぶき、公道に設もうけられた街がい灯とうになにかが照らされる。おぼろげな光の下で、水みず浸びたしの道を這はいずりながら進む黒い影かげ。


　──それは一人の少年だった。


　十代なかば。十四か十五か。夜光灯の輝かがやきに、紫むらさきに近い鳶とび色いろの髪かみが光を反はん射しやする。


「……っ……っぅ………………っッ」


　悶もだえ苦しむような、声にならない嗚お咽えつを洩もらし、少年が凍てつく雨の中を這いながら進んでいく。何らかの儀ぎ礼れい衣いと思われるコートは大部分がぼろぼろに崩くずれ、その大おお穴あなからは血まみれの肌はだが痛々しくのぞいていた。


　……じゅっ。


　なにかが焼け焦こげる音が雨に混まじる。少年が這い進んでいく路面で、その進んだ跡あとが、まるで強力な酸さんを浴びたかのように溶とけていたのだ。


　それを示しめすかのように、彼の身体からだをうっすらと覆おおう濃こ紫むらさき色いろの霧きり。それはまるで、その身体がなにか不ふ可か解かいなものに取り憑つかれ、呪のろわれているかのようだった。


「……っ……ぁ……」


　常じよう人じんならまず生死を疑うたがう状じよう況きようで、それでも少年はどこかを目指して進んでいた。


　半死人のような状じよう態たいで、身体を数センチずつ前へと進めていく。


　その先に設せつ置ちされた公共の無人休息所。


　身を切り裂さくように冷たい氷ひ雨さめも、そこまでたどり着けばしのぐことができるだろう。止まる様子のない出血も、とにかくそこで手当てしなければならない。


　五メートル…………四メートル………………三メートル。


　二メートル。手を伸のばせば休息所の扉とびらに手が触ふれる距きよ離りで、けれど少年は、とうとう頭から路面の水みず溜たまりへと倒たおれこんだ。


　おびただしい出血が雨に流れ、顔もうつぶせに泥どろ水みずの中へ。


　それを拭ぬぐうこともせず、少年は倒たおれたまま動かない。否いな、動けなかった。全身からの大量の出血と凍てつく雨が、もはやそれ以上前へ進むことを許ゆるさなかったから。





　……ちゃぷん





　薄暗い路面に、再ふたたび小さな波紋が生まれた。


　公道を照らす街灯の下、ぼんやりと人影が浮うかび上がる。


「…………」


　その足音に、倒れていた少年がかすかに顔を持ち上げた。


　凍こごえる夜の下、身体のラインがわかるほど密みつ着ちやくした法ほう衣いをまとう人影。


　街灯の微び弱じやくな明かりゆえ顔までは確かく認にんできない。しかし法衣を内側から押おし上げるように浮かびあがる豊ほう艶えんで蠱こ惑わく的な身体の曲線から、それが女じよ性せいであるのは幼おさない子こ供どもでも容よう易いに識しき別べつができただろう。





「──ようこそ、浮遊大陸オービエ・クレアへ」





　艶あでやかな朱しゆ唇しんでしっとりと微笑ほほえみ、その女性が天を仰あおいだ。


　若わかい女性。その声こわ音ねから受ける印象は二十代前半、あるいは中なか頃ごろだろう。


「お前を待っていた。お前がここに戻もどってくるのを……そうだな、まるで行方ゆくえ知らずの恋こい人びとが帰ってくるのを待つような心しん境きようだった」


　──神しん秘ぴ的な光景。


　凍てつく雨が、女性の身体に触れる寸前できらきらと輝きながら弾かれていた。


　まるで透とう明めいな光の壁かべが、彼女と雨とをへだてて存そん在ざいしているように。


「…………」


　目の前の彼女を、焦しよう点てんの合わない瞳ひとみで少年が見上げる。


「ふ、もはや答えるだけの体力すら残っていないか」


　女性が少年に向かって手を差しのべる。その瞬しゆん間かん。


　──ヂヂ……ヂッ！……──


　突とつ如じよ、雷らい光こうを思わせる青白い火花が両者の間に迸ほとばしった。


「っ！」


　彼女が反射的に手を遠ざける。だがその指先には既すでに、うっすらと火傷やけどのような痕あとができていた。


　それを見て──


「……上出来だ」


　闇やみ夜よの中、その女性が小さく笑った。


「『穢歌の庭エデン』に満ちる魔ま笛てき──それも、わたしの力に抗あらがうほどの魔笛を宿したか。よほど深い層そうまで堕おちていたと見える」


　少年の身体からぶすぶすと立ち上る奇き妙みような黒こく煙えん。それを愛いとおしげに眺ながめ、女性は再び彼に向けて手を差しのべた。


　少年がびくっと身をすくませる。その様子に、彼女は苦く笑しようを隠かくそうともしなかった。
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「本ほん能のう的に拒きよ絶ぜつを怖おそれる──正しい反はん応のうだ。もっとも、今に限かぎってその心配はないぞ。わたしの側で小細工をした。わたしとお前が接せつ触しよくしても今だけは反発の危き険けんもない。それはつまり、もしもお前がわたしに敵意を抱いだけば、わたしは一いつ切さい抵てい抗こうができないという意味でもあるがな」


「…………」


　倒れたまま少年が女性を見上げる。


　鈍にぶく輝かがやく蒼あお色いろの双そう眸ぼうで、なにかを訴うつたえるように。


「なるほど、今のはわたしも少々無ぶ粋すいが過すぎたらしい。そうだったな。お前はただ、彼女に会うためだけに戻ってきたのだったな」


　少年のまなざしを受け、彼女が初めて表ひよう情じようをやわらげた。


　自宅に戻ってきた子こ供どもを迎むかえる母親のような、微び笑しようにも近い優やさしげな表情へ。


「わたしが聞きたいのはただ一つだけ。お前は穢歌の庭エデンの何層まで堕ちた？　第五鏡面か、第六鏡面か。それとも、最深部に流れる『あの歌』を聴くことができたのか？」


　その問いかけに──


　今まで沈ちん黙もくしていた少年が弱々しく口を開けた。しかし声にするだけの力はなく、半開きの口からは擦かすれた息が洩もれただけ。


「答えたくてもその体力もないか。まあそれはそれで構かまわない、遠からぬうち自ずとわかることだ」


　夜の暗がりの中でも目につく艶やかな黒くろ髪かみを手で梳すく彼女。


「わたしの名はツァリ。だがここで覚える必要はない。いずれまた、嫌いやでもわたしの名を聞く時が訪おとずれる。だからこそ今は──あらためてお前を歓かん迎げいしよう」


　そして。


　深い琥珀色の瞳に輝きを灯ともし、ツァリと名乗る女性は少年の手を握にぎりしめた。


「ようこそ。穢歌の庭エデンに堕ち、そして浮遊大陸オービエ・クレアへと昇のぼり帰った者よ。千年、凍いてついた楽園がお前を待っていた」





　その夜、浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレアは、観かん測そく史上まれに見る豪ごう雨うを記録した。




　第一章　『風の生まれる街で』
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『夜や勤きんにつき仮か眠みん中、ご用の方はまた後ほど──シェルティス』





　その部屋の扉とびらには、殴なぐり書きでそう書かれた貼はり紙がしてあった。


　室内の調度品はベッドに机つくえ、椅い子す。あとはクローゼットがあるぐらい。よく言えば小こ綺ぎ麗れい、悪く言えば特とく徴ちようのない部屋。そんな部屋の片かた隅すみに──


　少年が、小さな寝ね息いきを立てて微睡まどろんでいた。


　すっと伸のびた肢し体たいは男だん性せいにしてはやや細く、その顔だちもどこか中性的。紫むらさきがかった鳶とび色いろの髪も綺麗に整えるわけでなく、ただ乱らん雑ざつに切っただけという印象。身長から推測される年は十六か十七だが、こうして寝ている彼の姿すがたは、それより一、二歳さいは幼おさなく見える。


「……すぅ」


　寝言なのか寝息なのかもわからない呼こ吸きゆう。


　そんな彼が眠ねむるベッド脇わきの椅子の背せには、折り畳たたまれた白のエプロン。そしてその床ゆかには、『勤務時間表、シェルティス分』と書かれた紙が落ちている。


　消し忘わすれた照明が天てん井じようから照らすその下で、枕まくら元もとの時計だけがカチ……カチと秒びよう針しんを進ませていく。と、そんな時──


「シェル兄にい、シェル兄！」


　部屋の扉が突とつ然ぜん開き、幼い少女が通路側から顔をのぞかせた。


　瞳を楽しげに輝かせた天てん真しん爛らん漫まんな雰ふん囲い気きの少女。年は五歳か六歳だろう。艶つやのある黒髪を後ろで二つに結び、空色のマフラーを首まわりにふわりと流している姿が印象的だ。


　きょろきょろと部屋を見回し、少女の視し線せんがぴたりと止まる。その先には、相変わらず気持ちよさそうに眠る少年の姿。その光景をしばし見つめ──


「……あ！」


　悪戯いたずらっぽい笑え顔がおで手を打ったと思いきや、少女はタタタタと、狭せまい部屋を小走りに駆かけだした。


「シェル兄、シェル兄────」


　ベッド前の椅子に向かって飛び、それを踏ふみ台にしてさらに跳ちよう躍やく。


　そして。


「シェル兄、お、き、ろ──────────っ！」


「──[image: ]っ？」


　みしっという鈍にぶい音。


　少女の見事な跳とび蹴げりが、眠っていた少年の頭部に直ちよく撃げきした。





「……女の子が跳び蹴りなんかしちゃいけません」


　ズキズキと痛いたむ頭に手をあて、シェルティスはベッドから身を起こした。


「わー、このベッドすごい、身体が沈しずむよ？」


「そりゃあ低反発素そ材ざいがマットの中に……って、ユト？　僕の話聞いてた!?」


「えー、だって」


　ベッドの上で跳ね回るのをやめ、ユトと呼ばれた少女がじっと見上げてくる。


「エリ姉ねえが、こうすれば絶ぜつ対たい起きるよって」


「……目覚めは最低だったけどね。夢ゆめの中で、お花畑が突とつ然ぜん真っ赤に染そまったもん」


「でもシェル兄起きて良かったー。ねえねえ広場行こ広場！　エリ姉がね、シェル兄のこと大急ぎで呼よんできてって」


　腕うでの袖そでをぐいぐいと引っ張られ、しぶしぶとベッドから立ちあがる。


「広場？　またいつもの実験？」


「うん、いつものアレだよ！　ほら早く早く！」


　両手を振ふりまわして急せかすユト。


「エリエってば、相変わらず人ひと騒さわがせなことを……」


　クローゼットから黒のショートジャケットを取りだし、肩かたにひっかけるようにして上から羽は織おる。白のインナーシャツと黒のパンツは仮か眠みん時からそのままだ。


　……もう、せっかくの休きゆう憩けい時間だったのに。


　床に落ちっぱなしの勤務時間表を机に戻もどし、シェルティスは休憩室を後にした。





　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』──第二居きよ住じゆう区くの大通りに面した喫きつ茶さ店てんだ。


　喫茶店とは名ばかりで紅こう茶ちやの質しつは並なみ程てい度ど、かわりに手作りケーキや日ひ替がわりの軽食が人気という変わった特とく徴ちようを持った店である。


「料理長、ちょっといい？」


　ユトを外に待たせ、シェルティスは裏うら口ぐちから厨ちゆう房ぼうの扉を開けた。自動化された食器洗あらい機が忙せわしなく稼か働どうする音に混まじって、紅茶の香かおりがふわりと漂ただよってくる。


「あらシェルティス、もしかして自主的なお手伝い？」


　昼食時という繁ピ忙ー期クを過ぎた厨房で、金色の長ちよう髪はつを頭の高い位置でまとめた女じよ性せいが振り返った。ただし、包丁片かた手てに野菜を千切りにする手は休めぬままで。


「まさか。あのね、ちょっと外出てきていい？　エリエがさ、広場でまた機械の稼働実験してるんだって」


「それは大変。早く行かないと犠ぎ牲せい者しやが出るわよ。どうせ暴ぼう走そうしちゃうんだから」


　包丁をまな板の上に置き、料理長がやれやれといった表ひよう情じようで腕を組む。実じつ際さいには店長のはずなのだが、当人の趣しゆ味みで店長より料理長と呼ばれた方がうれしいらしい。


「休憩時間が終わるまでには戻もどってきてね、ただでさえ人手不足なんだから」


「……忙いそがしい時に、わざわざ料理の新ネタに挑ちよう戦せんするのもどうかな」


　料理長のすぐ後ろを見つめてこっそり溜ため息いき。


　厨房に山と積んである食材たち。ここの店でウエイター兼けん雑ざつ用ようの仕事アルバイトをして二年になるシェルティスですら、一日として同じ組み合わせの食材を見たことがない。


「新ネタじゃなくて新作と言って頂ちよう戴だい。ふふ、期待しててね」


　目線はこちらのまま、今度は果くだ物ものの飾かざり切りを始める彼女。しかし実じつ際さい、店にやってくる客の大半が彼女の料理を楽しみにしているのだから仕方あるまい。


「して料理長、夕食のメニューは？」


「ムームー貝の灼しやく熱ねつステーキに、ジルスス草の絶ぜつ叫きようスープ」


「……メニュー名に突つっこむ前にさ、やたら気味の悪い野菜と貝だね？」


　まな板に載のってる巨きよ大だいなピンク色の渦うず巻まき貝がムームー貝で、茎くきのいたるところに棘とげが生えてる真っ赤な植物がジルスス草なのだろう。


「あら、見た目で判はん断だんするのは良くないわよ。どっちも美お味いしいんだから」


　口元に手をあてて、くすっと笑う料理長。


「ま、ムームー貝もジルスス草も猛もう毒どくなんだけどね。…………安かったから、つい」


「料理長っ────!?　今、さらりとやばいこと言ったよね!?」


「平気よ、ちゃーんと毒抜ぬきしっかりするから。ちゃーんとね」


「……そんな危き険けんな笑え顔がおで言われても」


「それに、毒味はどうせシェルティスだし」


「僕ぼくっ!?」


　悲鳴を上げて後ずさるも、料理長はとっくに目の前の鍋なべへと向いていて。


「ま、冗じよう談だんはともかく、さっさと行ってエリエを連れて帰ってきなさい。二人とも手伝ってくれなきゃ困こまるんだから」


「毒味をさせられる前に行ってきます……」


　手を振ふる彼女に小さく会え釈しやくし、シェルティスは厨房を後にした。





　　　　２





　──風が心ここ地ちよい。


　吹ふき抜ける風が鳶とび色いろの髪かみをゆらし、背せを押おすように吹き抜けていく。


「……天結宮ソフイアから居住区ここに来て、もう二年か」


　大通りの脇わきにぼんやりと立ち、シェルティスは顔を上げた。


　綿わたのように浮うかぶ雲。風になびいては千々にちぎれ、そしてどこかへ飛んでいく。雨の日も風の日も、雪の日も、この街で風の吹かない時はない。


　それがこの街の──否いな、全すべての人が暮くらす大陸の特とく徴ちようだ。





　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレア。





　この足あし下もとの大陸であり、世界の名前。


　遥はるかに、そして無む限げんに続く凍いてついた氷海。その高度一万メートル上空に浮遊する大陸。それがここオービエ・クレアであり、人が唯ゆい一いつ生活できる地だ。


　どうして、そしてどうやってこの大陸が浮ういているのかは誰だれも知らない。けれど言い伝えでは、千年前からこの大陸は、真下にある氷の世界の上を浮遊しているらしい。


　──有史以来、人はこの浮遊大陸で生活してきた。


　オービエ・クレアの周りに浮かぶ無数の浮ラ遊グ諸ー島ンに巨きよ大だいな風車を設せつ置ちし、この世界にとめどなく吹きこむ風を使って風力発電。それを、浮ラ遊グ諸ー島ンから鋼こう線せんケーブルを延のばしてオービエ・クレアへと送電する。


　そのため文明も、自然と高度機械化へと行きついた。大通りを走るバイクや車の多くが、路面の数センチ上を浮いて走る電力式の浮遊車だ。ふと頭上を見れば、流線形の飛ひ空くう艇ていが優ゆう雅がに空を泳いでいる光景も目に映うつる。


「……と、そういえばユトどこ行ったっけ？」


　背はい後ごの足音に振り返ってみれば、とてとてと走りよってくる少女の姿すがた。


「シェル兄用意できたー？」


「はいはい、大だい丈じよう夫ぶだよ」


　うなずくや、足下にぴったりとユトが密みつ着ちやくしてくる。


「シェル兄、あのねあのねっ！」


　ぴょこんと飛びはねて少女が手を伸ばす。なんだろう。手を繫つないで歩きたいの？──シェルティスがそう口にするより先に、本人はにっこりと笑顔でこちらを見上げ、


「ユト、肩かた車ぐるまがいい」


「あーそっちかぁ」


　一度しゃがみ、少女を肩に乗せて立ちあがる。


「わー、高いよ！　シェル兄より高い！」


「ちょ、ちょっとユト！　お願いだからはしゃがないで、暴あばれるとバランスが！」


　頭の上ではしゃぐ彼女をなだめつつ、シェルティスは大通りを南に向かって歩きだした。


　浮遊大陸の舗ほ装そう路ろは、そのほとんどが薄うすい鼠ねずみ色いろをしたタイルで統とう一いつされている。陽ひを浴びてきらきらと銀色に輝かがやく路面は、表面部分を恒こう温おん素そ子しでコーティングしてあり、夏は熱を逃にがして冬は熱を蓄たくわえる性せい質しつがあるという。


「シェル兄、後ろ見てみて。天気良いよー、塔とうがすっごく綺き麗れいに映ってる！」


「うん……？」


　ユトの言葉に誘さそわれて振ふり返った。


　自分たちの第二居きよ住じゆう区くから遠く離はなれた、大陸の中心部の方向に──





　純じゆん白ぱくに輝く巨大な塔が、遥はるか天へとそびえ立っていた。





　天結宮ソフイア。


　オービエ・クレアのまさに中心に建設された、大陸で最も巨大な建けん築ちく物ぶつだ。


　２９１階建て、高さ二千メートル。鳥の飛行域いきを超こえ、雲の浮遊高度を超え、そのさらなる天空へと伸びた塔。


「ユトね、シェル兄から教わったことちゃんと覚えてるよ。あの塔の一番上に皇おう姫ひさまがいて、そのすぐ下の階に五人の巫み女こさまがいるんだよね！」


　皇姫と五人の巫女。オービエ・クレアに暮らす者ならば知らぬ者はいないだろう。あの天を仰あおぐようにそびえる天結宮ソフイアは、彼女たち六人のための塔なのだ。


　そう、この浮遊大陸オービエ・クレアを守しゆ護ごする『結界』を司つかさどる彼女たち──


「うん……」


「およ、シェル兄あの塔のこと嫌きらい？　ユト好きだなー、キラキラ光ってて綺麗だよ？」


　あいまいに言葉を濁にごした矢先、ユトに顔を覗のぞきこまれた。普ふ段だんからのほほんとした感じの少女だが、時々人の心を見み透すかしたように鋭するどい時がある。


「嫌いじゃないよ。……ただちょっと、思い出が強すぎるだけだから」


　──ユミィ、そっちは元気にしてるかな。


　まばゆい陽の下もと、シェルティスは目を細めて塔を見上げた。


　──居住区ここにきて、なおさら強く感じるよ。浮遊大陸の人間ぼくらがこうして生活できるのも、ユミィが天そ結つ宮ちで頑がん張ばってるからだって。


「思い出？　シェル兄あの塔に上ったことあるの？」


　ぽかんと口を開けるユトを肩に担かついだまま、小さく苦く笑しようして首をふる。


「もう何年も前のことだよ。それよりほら、エリエが広場で待ってるんでしょ。早く行かないと怒ど鳴なられちゃう」


「あ、そうだよ！　シェル兄、早く早く！　走って走って！」


「はいはい……ユト、最初の目的忘わすれてたでしょ」


　つま先を再ふたたび広場の方向へ。


　天空へとそびえ立つ塔に背せを向け、シェルティスは歩きだした。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





「すごいでしょシェル兄、綺麗な旗がたくさんあるよ！」


　広場に着くや、肩に乗せたユトが嬉うれしそうに声を張はり上げた。


「……そっか、もう星せい礼れい祭さいなんだ」


　ユトを下ろして、シェルティスも広場を見み渡わたした。


　人工的な舗装路面から一転、目の前には視し界かいいっぱいの緑の平原。


『レンの広場』。


　軽い徒と競きよう走そうができるほどの広さの空間に、深緑色の芝しば生ふが瑞みず々みずしく、そして丁てい寧ねいに手入れがなされ、子こ供どもたちが素す足あしで駆かけ回っている。その周りでは、ユトの言う色とりどりの旗が風にたなびく光景。旗の下、出店らしい簡かん易いな露ろ店てんがいくつも軒のきを連ねている。


　無数の旗も出店も、この広場で行われる祭りの準じゆん備びのためだろう。


「すごいねーシェル兄、お祭り楽しみだね！　ご飯はんのお店もたくさん出るんだって！」


「……その前に、取り急ぎやらなくちゃいけないことがありそうだけどね」


　腕うで組ぐみしてシェルティスが見つめる先で。


　全身鈍にび色いろに輝く巨きよ大だいな機械人形が、ツナギ姿すがたの少女を追いかけ回していた。


「しぇ、シェルティス─────、早いとこ助けてぇぇぇっっ！」


　細長い金きん属ぞく針ばりを無数に合わせて人型を作ったような、全身棘とげだらけの機械人形。


　身長はちょうどシェルティスと同じほどだろう。機械とは思えぬほど滑なめらかな動作で、地面を滑すべるように疾しつ走そう。逃にげ回る少女を俊しゆん敏びんに追いかけている。


「あ、今回のは良い動きしてる。エリエ頑張ったんじゃない？」


「ちょ、ちょっとシェルティス。感心するのは後でいいから…………うわ、ちょっ、い、痛いたっ！　痛い痛い！　って、黙だまって見てないで早くきて～～～～～～っ！」


　機械人形の尖とがった指先に背中を突つかれ、悲鳴を上げながらエリエが振ふり向いた。


　濃褐色ブラウンの双そう眸ぼうに、乱らん雑ざつに切りそろえたオレンジの髪かみをした小こ柄がらな体たい格かく。シェルティスより一つ下の十六歳さいで、趣しゆ味みは機械いじりという変わった少女だ。


「いや、でも今回のは結けつ構こうすごいってば。ねえユト？」


　隣となりに立つ少女に目をやると、ユトも同じく目を輝かがやかせ。


「うんうん。エリ姉すごーい！」


「い、い、か、ら、どうにかして～～～～」


　機械化が進んだオービエ・クレアでは、人の動きを限かぎりなく再さい現げんする高度な機械人形も存そん在ざいする。とはいえ製せい造ぞうには相当な技ぎ術じゆつが必要で、それを個こ人じんの趣味でネジ一本から作ってしまうのは、浮遊大陸広しといえどエリエくらいのものだろう。


「……問題なのは、エリエの作る機械ってよく暴ぼう走そうすることなんだけど」


　しばし様子を眺ながめてみるものの、機械の暴走はしばらく止まりそうにない。


　彼女が広場で機械を組み立てるのはいつものことで、その機械がなぜかよく暴走するというのも決まった光景。広場の人間も慣なれたもので、エリエと機械人形の追いかけっこに歓かん声せいを上げることはあっても、誰一人怖がる者はいないというありさまだ。


「とにかくどうすればいいの？　いつもの感じ？」


「う、うんうん！　コイツの背中の停止ボタンを押しちゃって！」


「いつも思うんだけどさ、遠えん隔かく操そう作さできる停止リモコン作ればいいじゃん」


「それを作ってる最中に暴あばれだしたのよ────？」


　……だからさ、リモコンからまず作っておきなって。


　言いたい言葉をぐっとこらえ、シェルティスは呼こ吸きゆうを溜ため息いきに変えて吐はきだした。


「ま、いっか。とりあえずユト下がってて、危あぶないよ」


　ユトを下がらせ、自分は機械人形へ向かって歩きだす。


　……今回のはちょっと面めん倒どうそう。


　エリエを追いかけ回す姿こそ愛あい嬌きようがあるが、機械人形に積んだ動エ力ン機ジ関ンは相当なパワーがある。なにしろ重量百キロ超ちようはあろう金きん属ぞく塊かいを動かす出力だ。踏ふみつけられるだけで大ケガは確かく定てい。あの腕に振ふり払はらわれでもすれば大人でも吹ふき飛ぶだろう。


「えっと、とりあえずっと」


　──とん。軽く地面を蹴けって助走。そこから徐じよ々じよに加速、風鳴り音が耳をつんざき、周囲の光景が一いつ瞬しゆんで流れるように移うつり変わっていく。


「屈かがんで！」


　エリエが身を屈めるのも待たず、シェルティスはつま先で芝生を蹴った。


　無重力にも似にた感覚。大人の背せ丈たけより、機械人形の背丈よりもなお高く跳ちよう躍やく。エリエに迫せまる機械人形の肩を、シェルティスは頭上から右足で蹴りつけた。


　ミシッ。金属加工された機き械かい片へんが音を立てて歪ゆがみ、機械人形の姿し勢せいが崩くずれる。が、それだけでは止まらない。シェルティスが着地すると同時、相手の目センサーがぎょろりと向いた。


「硬かたっ！……やっぱり、蹴っただけじゃ止まらないか」


　振り下ろされた左ひだり腕うで。すれ違ちがいざまに躱かわし、挟はさみこむように迫せまる相手の両腕へと視し点てんを切り替かえる。頭上の死角にあたる方向から、丸太のように巨大な鋼こう鉄てつの腕が絡からみつくように伸のびてきて……


　タンッ！


　小さな着地音。同時、一部始終を眺ながめていた者たちが息を呑のんだ。少年の姿が残ざん像ぞうのように一瞬ブレて──次の瞬間、襲おそってきた機械人形の腕に飛び乗っていたからだ。


　刹せつ那なの所作。わずかでもタイミングが狂くるえば腕に薙なぎ払はらわれていた。常じよう人じんの動体視力と反はん射しや神しん経けいでは真ま似ねする気も起きない芸げい当とうだ。


「っと！」


　腕から肩へ跳躍、さらに肩を蹴って機械人形の頭部に手をかける。そのまま空中で一回転し、機械人形の背はい後ごへと着地。……ボタンってこれ？


　背部に突きでた赤いボタンを押おしこむ。直後、機械人形の動きが止まった。


「よし、成功…………って、あれ？」


　頭をよぎる微かすかな違い和わ感に、シェルティスはその場で目をしばたたかせた。


　その場で静止したはいいものの、例の機械人形がなぜか小こ刻きざみに震ふるえだしたのだ。何かおかしい。停止スイッチなら動エ力ン機ジ関ンまで停止するはずなのに。


「あ、シェルティス待って！」


　周りの静せい寂じやくを破やぶったのはエリエの一言だ。


「あのね、押すのは緑のスイッチでお願い、赤い方は緊急用の自爆スイッチだから」


「………………今なんて？」


「だから、停止用は緑ね。間ま違ちがっても赤い方押しちゃだめだから」


　……僕ぼく、どっち押したっけ？


　無言で、シェルティスは再ふたたび機械人形の背中を見つめてみた。


　赤く大きなスイッチのその下に、小さな小さな緑のスイッチ。よくよく見れば、赤のスイッチには『押すの厳げん禁きん！』とペンキで殴なぐり書きしてあるのも見える気がする。


「もしかして、押しちゃった？」


「そんなスイッチつけるなぁぁぁぁぁっ！」


　直後、機械人形からあふれた黒こく煙えんに、シェルティスは逃にげる間もなく呑みこまれた。





「だいたいさー、そんないかにも押してくださいなんてボタン、普ふ通つう押さないと思うの。赤は警けい告こく色しよくよ。ねえユト？」


「ねー、エリ姉」


　和気あいあいと腕うでをつないで歩くユトとエリエ。


「……確かく認にんしなかった僕も悪いけどさ」


　二人から少し遅おくれ、シェルティスはとぼとぼとその後ろを追いかけた。


「うん？　ああ、大だい丈じよう夫ふよ。自じ爆ばくスイッチって言ってもただの煙けむり発生装そう置ちだし」


「絶ぜっ対たい、そういう問題じゃないと思う！」


　両手を振ふりまわして精せい一いつ杯ぱいの抗こう議ぎ。もっともあの時は、すぐ自分も跳とび退のいたからススだらけになることはなかったけれど。


「でもありがとね。おかげで助かったよ！」


　機械油まみれの姿すがたでエリエがにこりと笑う。


「……そういう笑え顔がおで言われると、こっちとしても怒おこりにくいわけで」


「ん？　シェルティス、どうかした？」


「いや、まあ……これくらいなら」


　当人に見つめられ、なんだか恥はずかしくなって顔をそらした。……そう、こんなことに付きあってるのも結局は自分で選んだことなのだ。騒さわがしい毎日だけど充じゆう実じつしてはいると思う。第二居住区ここに来て二年しか経けい過かしていないけれど、今の生活も悪くはない。


「でもシェル兄すごいねー。周りの人たちもね、シェル兄すごいすごいって言ってたよ」


　ユトのそれは、さっきの広場でのことなのだろう。


「そう？　これくらいなら」


「いやいや無理だから」


　エリエが首を横に振る。


「暴あばれる機械人形相手に突つっこむなんて怖こわすぎて。だって出力すごいよ？　シェルティスは避よけてたけど、あれに蹴けられたりしたらどうなることやら……おお怖っ！」


「……だったらもうちょっと小さい機械人形作ろうよ。暴れても怖くないやつ」


　つんつんと背せ中なかを突いてくるユトを肩かた車ぐるましてやり、再ふたたび歩きだす。


「しょうがないじゃん。あれくらい大きいのを実じつ際さい動かしてみないと、動エ力ン機ジ関ンの具合ってわからないんだから。でもおかげで、週末までにバイクの改かい造ぞうも間に合いそう」


「週末？」


　ふとシェルティスは首をかしげた。エリエの言うバイクの改造とやらが何を意味しているのかわからない。週末までにって……週末なにかあったっけ？


「あれ忘わすれたの？　今度の週末、みんなでバーベキューに行こうって約束したじゃない」


「みんな？」


「ユトと、エリ姉と、シェル兄だよー」


　肩先でユトが足をばたつかせて自じ己こ主しゆ張ちよう。


「僕、聞いてないと思う」


「あれ、ユトってばシェルティスに言ってなかったの？」


「エリ姉こそ、シェル兄に言ってなかったの？」


　あれれ？──そう言って、仲よくきょとんと首をかしげる少女二人。どうもお互たがい、相手が予定を告げるものだと思っていたらしい。


「……まあいいけどさ。ってか週末って明後日あさつてだよね？　そんなに急だと店の方は？」


『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の厨ちゆう房ぼうで待っているであろう料理長の顔を思いうかべた。自分とエリエが二人とも休んでしまうと、店に残るのは彼女だけになってしまう。


「ううん、ちゃんと話してあるから平気だよ。『あとで覚かく悟ごなさい？』って言われたけど」


「怒ってる!?　料理長それ絶対怒ってるって!?」


「良いじゃない。昔から言うでしょ、後は野となれ山となれって」


「……僕、ユトに蹴られた頭がまた痛いたくなってきた」


　あっけらかんと断だん言げんするエリエから顔をそらし、シェルティスは大きく頭を抱かかえた。
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　夜色の天球に、宝ほう石せきがちりばめられたように星が瞬またたく。


　陽ひが落ちて大通りの人ひと影かげもまばらになった頃ころ、『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』も閉へい店てん時間となる。毎日定時に閉店というわけではなく、客がいなくなったら閉店という気まぐれ営えい業ぎようなのだ。


「どれだけ機械化が進んでも、結局こういう仕事は人間なんだよね」


　通りに出していたテーブルを片かたっ端ぱしから拭ふいていく。折りたたみ式の椅い子すを片づけ、テーブルを店側に移い動どう。数が多いのでこれだけでも一苦労だ。


「よし、おしまいっと！」


　手を休めて辺りを見回し、シェルティスは天上を仰あおいだ。


　──星が近い。


　朝は雲一つない晴天。夜は雲一つない星空。


　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレアに、風の吹ふかない時はない。大陸の上に雲が停てい滞たいするということも滅めつ多たになく、一年を通して通り雨こそ多いが雨量は多くない。いざ降ふられても、居きよ住じゆう区くのそこかしこに設せつ置ちされた休きゆう憩けい所じよで暇ひまを潰つぶしているうちに止やむことが大半だ。


「料理長、終わったよー」


「お疲つかれさま、そっちは終わっていいわ。代わりにエリエ呼よんできてもらえるかしら」


　店の内側から料理長の声。


「うん。エリエは自分の部屋だよね？」


　テーブル上の布ふ巾きんを片づけ、その足で店内へ。そのまま従じゆう業ぎよう員いん用の通路を伝い、別館構こう造ぞうになっている従業員室へとつま先を向けた。


『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』で働く人員は三人。オーナーの料理長を除のぞく二人は臨りん時じ雇こ用よう。シェルティスはそのうちの一人で、主に皿洗あらいやらウエイターの仕事を任まかされている。


　そしてもう一人の臨時雇用が、自分同様、住みこみで働いている彼女というわけだ。


「エリエいる？」


「はいはい開いてるよー」


　扉とびらを開けた途と端たん、鼻をつく機械油と奇き怪かいな排はい気き音おんが鼓こ膜まくに触ふれた。


　ヴヴヴッ……という羽音にも似にた排気音。それは部屋のいたる箇か所しよに設置されたモニターと、それに接せつ続ぞくされた巨きよ大だいな演算機コンピユータが排はい出しゆつする音だった。


「うわっ、また部屋がパワーアップしてない？」


　足あし下もとを見れば、そこには何十本というケーブルが網あみ目めのように床ゆかを伝う光景。


「えへへ、この前のお給料で新しい演算機コンピユータ組み立てたの。演えん算ざん速度二割わり増ましよ」


「……何のために？」


「機械は速度が命なの、それだけで恰かつ好こういいじゃない！」


　座すわっていた椅子から立ちあがり、ツナギ姿すがたの少女が満足そうに胸むねを張はる。


「そんなエリエさんに素す敵てきなお知らせです。店の食器洗い機の調子がおかしくなりました」


「うそん!?」


「ついでに言うとレジのキーも壊こわれかけてるし、トイレの照明も点てん滅めつしてますよっと」


「あ───、もう、せっかくいいとこだったのにぃ！」


　悲鳴を上げてエリエが髪かみを搔かきむしる。彼女の仕事は店内環かん境きようのメンテナンスだ。機械器具から内ない装そうの修しゆう復ふくまで。普ふ段だんの仕事量は少ないが、こうして突とつ発ぱつ的にお呼びがかかる。


「……仕方ないなぁ。さっと行ってスパパンと直してくるね」


「いいとこだった、って？」


「うん、これよこれ！」


　正面のモニターを指さす彼女。


　緑色の画面に、白色のポインタで複ふく雑ざつに描えがかれた四角い筐きよう体たい。


「昼間の実験よ。広場で機械人形に載のせてた動エ力ン機ジ関ン、だいぶ良い感じだったから最後の微び調ちよう整せいも今夜中に終わるかなって」


「バーベキュー用の乗り物に使うの？」


「そうそう、やっぱり有ゆう効こう活用してこそだもん。見てて、すっごい快かい適てきだから！」


「とりあえず暴ぼう走そうしなければうれしいな……あ、ところでさ」


　部屋の隅すみにあった椅子に腰こしかけ、空色のマフラーをした少女の顔を思いうかべた。


「ユトは週末って平気だったの？」


「うん、ばっちり行けるよだって」


　自分でもよく懐なつかれているとは思うが、ユトは兄妹きようだいでも古くからの知りあいでもない。『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』で泊とまりこみで働く自分たちと違ちがい、ユトは別に家があるらしい。


「そっか……」


「どしたの？　急に黄昏たそがれれちゃって」


　腕うで組ぐみして顔を近づける彼女。


　妙みようにあどけないその仕草に、シェルティスは顔を横にふって苦く笑しようした。


「ううん、ユトやエリエと知り合ってもう二年なんだなって」


　この第二居きよ住じゆう区くにあてもなく連行されたのが二年前。ほとんど放ほう浪ろう状じよう態たいで街をさまよい、『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の求人広告が目に留とまった。そこでエリエと出会ったのが始まりだ。


「エリエは、会った時から機械いじりが好きだったなって」


「そりゃ当然。でもシェルティスは、正直かなり印象変わったね。初めて会った時は、なんか今にも死にそうな暗い顔してて、こっちから話しかけないと声も出さなかったもん」


「……二年前は、天結宮ソフイアから追放されたショックが大きかったから」


「追放？」


「あ、いや……こっちの話」


　──二年前のことを話しても、まず驚おどろかれるだけだしね。


　自分と天結宮ソフイアのことは、不必要に話す必要はないだろう。つい口走ってしまった言葉も、小声だったおかけでエリエに聞かれずに済すんだらしい。


「ねね、そういえば話は変わるんだけどさ」


　と、カップをエリエから手て渡わたされた。まだ温かい湯気から香かおる甘あまい匂におい。紅こう茶ちやに砂さ糖とうではなく蜂はち蜜みつを少々、それが彼女の好みの飲み方だ。


「うん？」


「シェルティスって気になる子いる？　主に恋れん愛あいの面で」


　その瞬しゆん間かん、シェルティスは手渡されたばかりの紅茶を盛せい大だいに噴ふきだした。


「ちょ、ちょっと！　モニターが壊こわれるじゃない！」


「いきなり変なこと聞くからだよ！」


「まったく。で、どうなの？　あたし気になるなー」


「……黙もく秘ひ権けんを使用します」


「ふふ、その反はん応のうは──いるわね」


　目を爛らん々らんと輝かがやかせるエリエからそれとなく視し線せんをそらす。答えるのが恥はずかしいというわけではない。ただ、本当に自分でもよくわからないのだ。


「でもね、もう会えないと思う」


「あら。そりゃまたなんで？」


「理由は複ふく雑ざつなんだけど、一言で言えば……僕ぼくが会いに行けば迷めい惑わくになるだろうから。居住区に来たのもそれが理由みたいなもんだし」


　そう、自分はもしかしたら、この居住区にいることも許ゆるされない異い端たんの人間。


　──ユミィはその逆ぎやくで、浮遊大陸の全すべての人から敬うやまわれる巫み女こだから。


「へー、その子も第二居住区に住んでるの？」


「ううん、天結宮ソフイア」


「お。その子、あのでっかい塔とうで働いてるんだ。職しよく員いん？」


　ポン、と目の前のモニターにエリエが指で触ふれる。


　画面が切り替かわり、現あらわれるのは天を衝つくような白はく亜あの塔。


「職員と言えば職員かな、微び妙みように違うけど。でもどうしたの、そんな突とつ然ぜん」


「んーあんまり意味ないかも。しいて言えば好こう奇き心しんかな。……って、あれ、シェルティスってば顔赤くない？　あ、もしかしてあたしがシェルティスに気があって、だからこんなこと聞いてるんじゃないかって思った？　ねえねえ、そう思ったんでしょ？」


「そ、そんなこと……っ！」


　慌あわてて両手をふってごまかすが、彼女はますます楽しそうに笑えみを深める一方だ。


「あはは、紛まぎらわしいことしちゃった？　残念だけどあたし恋れん愛あい対象としてはシェルティス見てないから。機械いじってた方が楽しいし」


「……それはそれでひどいと思う」


「ま、冗じよう談だんはさておき。でもね」


　両手を合わせて天てん井じように伸のばし、エリエは身体からだをほぐすような姿し勢せいで。


「あたし、ユトとシェルティスと三人一いつ緒しよに遊ぶの好きだよ？」


　あまりに素そ朴ぼくな彼女の笑顔に思わず言葉が詰つまった。そんな飾かざりっ気のない笑顔で迎むかえてくれる友人が、天結宮ソフイアでなく居住区でもできた──それをあらためて実感できたから。


「シェルティスは？」


　しばらく考えて──本当は、しばらく考えたフリをして。


「悪くはないかも」


「そう、それならいいじゃん。週末のバーベキュー待ち遠しいな。あ、シェルティスは肉の用意する役だよ。野菜は少なめでいいんで、特上肉をたっくさんお願いね！」


「……僕、前言撤てつ回かいしていい？」





　　　　４





　朝特有の白んだ陽光が、足あし下もとの芝しば生ふを淡あわく映うつす。


　広場にうっすらと漂ただよう靄もやは、昨夜降ふった通り雨が蒸じよう気きとなったものだろう。水分を含ふくんでしっとりとした冷たい空気には、草の匂においが混まじっていた。


　レンの広場。一昨日おととい来たばかりの広場だが、あの時と違ちがって人ひと影かげは数えるほどしかない。


「なんてったって朝早いもんなぁ」


　腕を伸ばして深しん呼こ吸きゆうしつつ、シェルティスは広場の端はしにある時と計けい塔とうを見上げた。


　朝七時に広場に集合、それが約束の時間だ。ユトもエリエも時間にはそれなりに正せい確かくだから、二人ともそろそろ来るだろう。──そう思った矢先。


　とてとてと、小こ刻きざみな足音が広場に小さくこだました。


「シェル兄お待たせー」


　五、六歳さいくらいの見み慣なれた少女。首もとにはいつもの空色のマフラーだが、その服ふく装そうは薄うす紅べに色いろのワンピースに白の靴くつ。いつもより明るい色合いの、外出用っぽい服装だ。


「ねね、エリ姉は？」


　両手を振ふり上げてユトが跳はね回る。


「まだだけど、そろそろ来るんじゃないかな……って噂うわさをすれば」


　大通りの方角から、甲かん高だかい風鳴り音を響ひびかせて何かが近づいてきた。遠目には鉄くろがね色いろの塊かたまりにしか見えなかったものが、接せつ近きんするにつれ徐じよ々じよに形けい状じようも鮮せん明めいになっていく。


　一台の、巨きよ大だいな電動ヴィークル。


　それを正面から見つめ、ユトが惚ほうけたように感かん嘆たんの声をあげた。


「すごー……おっきなバイク!?」


　前輪が一つ、後輪が二つの三輪ヴィークル。重じゆう厚こうなメタリックカラーに塗と装そうされた車体は、幅はばだけで大人三人が並ならんで座すわれるほど。全高もシェルティスの肩かたに届とどくほどだ。


「お待たせー。おはよ二人とも！」


　車輪の回転が止まるのも待たずにエリエが運転席から飛び降おりる。相変わらず機械油まみれのツナギ姿すがただが、この少女の場合はそれが一番似に合あって見えるからふしぎだ。


「ねえエリエ、これ全部手作り？」


「そそ、ちっちゃなパーツをジャンク屋で買い占しめて組み立てたの。安かったよ！」


　座ざ席せきのシートをバシバシと叩たたいてみせる彼女。シェルティスは彼女の作る機械人形で慣れているが、そうでなければ目を疑うたがうほどの完成度だ。


「して、このすごい乗り物で今日どこ行くの？」


「あれ？　そういや言ってなかったっけ。自然区の端はしっこにある自然公園よ。あそこなら万一にでも危き険けんな生き物もいないし」


　浮遊大陸は中心部から順に三つの層そうに区切られている。


　まず大陸の中央部、天へと伸のびた巨大な塔とう──天結宮ソフイア。


　その周りが第一層、これが人の住む『居きよ住じゆう区く』だ。居住区も中心から近い順に第一区、第二区、第三区にわかれてはいるが、あくまで住居表ひよう示じ上の利り便べん性せいのためである。


　その外側が第二層、『自然区』と呼よばれる環かん境きよう調整エリア。言うなれば人が手を施ほどこした自然公園である。普ふ段だんから人が観光や旅行にも使う場所だ。


　そのさらに外側、浮遊大陸の端はしをぐるりと囲むかたちのエリアが『生ビ態オ生ト育ー区プ』と呼ばれる第三層。ここは人が滅めつ多たに立ち入らないため、自然がそのままのかたちで残っている。野生の危険生物なども存そん在ざいするため、入るには天結宮ソフイアの許きよ可かが必要になる。


　──よかった、自然区なら問題ないよね。


　エリエの示しめした行き先に、シェルティスはそっと胸むねをなでおろした。


「あー、安心した。てっきり生ビ態オ生ト育ー区プにでも行くんじゃないかって不安だったから」


「それも計画中だよ？」


「……やめなさいって、生態生育区あつちは普通に地ち竜りゆうの巣とかあるから」


「むー、ドラゴン狩がりとか楽しそうなのに」


　……僕十四歳の時に、レオンと任にん務むで行かされて死にかけたことあるんだけどね。


　喉のど元もとまで出かけたその言葉を、シェルティスはこっそり胸の奥おくに押おしこんだ。


「ま、とにかく出発するよ！　荷物は後ろのトランクね。載のせた？　よし、じゃあユトは助手席、シェルティスは後部座席に乗った乗った！」


　急せかされるまま赤いシートに腰こしかける。


「うん、そしたら安全ベルト装そう着ちやくしてね。ユトはできた？」


「できたー！」


　胸の位置でベルトをたすきがけに装着するユトとエリエ。そんな彼女たちの姿を見て、ふと背せ中なかを冷たいものが撫なでていった。


　……安全ベルト？　三輪ヴィークルに安全ベルトなんてあったっけ？


「ほらシェルティスも早く着けなさいってば。着けないと吹っ飛ぶよ？」


「吹ふっ飛ぶ？」


「こいつ、発進してから六秒で時速百キロオーバーまで加速するから」


「ちょ、ちょっと待って！　そんなことしたら──」


　思わず後部座席から飛び跳はねた。


　大陸法によって、民間車両の速度は時速八十キロまでに規き制せいされている。こうした居住区の通りであれば四十キロが制せい限げん速度だ。十キロ以上超ちよう過かすれば、上空を飛び回っている無人警けい備び機きがサイレンを鳴らして地の果てまで追いかけてくる。


「警備機が……」


「知ってるわよ。あいつら、獲え物ものを見つけたら百五十キロで追いかけてくるんでしょ？」


「知ってるなら──」


　言い終えるより先に、エリエがぐっと両の拳こぶしを握にぎりしめた。


「あたしのヴィークルちゃんは三人乗った状じよう態たいで最速百八十まで加い速けるから、見つかっても見事振ふりきってみせるんだから！」


「なおさら重じゆう罪ざいじゃん!?」


「というわけで、素す敵てきなバーベキューの旅へ出発！」


「わーい、しゅっぱつぅー」


「え、ええ、ユトまで？　ね、ねえ……ていうか僕まだ安全ベルト着けてな────っ！」


「加速の途と中ちゆうで喋しやべると舌した嚙かむよ」


　駆く動どうの嘶いななきを上げるやいなや、違い法ほう改かい造ぞうを施ほどこしたヴィークルが猛もう烈れつな勢いきおいで走りだす。鋼こう鉄てつの車体の風切り音に混まじって──


　少女二人の歓かん声せい、そしてシェルティスの悲鳴が、早朝の広場にこだました。
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　緑の世界。


　広場の芝しば生ふとは違ちがう。丈たけも太さも種類も、何もかもが多種多様な草花が見わたす限かぎり地を覆おおう。そのすぐ右手には、視し界かいを覆う樹じゆ海かいがどこまでも続く光景。


　上空には思わず聞き惚ほれてしまうほど美しい鳥の鳴き声、すぐ目の前の草原では、兎うさぎに似にた愛らしい動物が群むれをなして走り去っていく。


　──自然区南側、第四公園。


「ここに来たのは僕も初めてかも」


　ヴィークルに積んでいた荷物を片かた手てに、シェルティスは辺りの景観を見回した。


　自然公園という名前だが、この場の雰ふん囲い気きは第三層そうの生ビ態オ生ト育ー区プに酷こく似じしている。違いはと聞かれれば、人を襲おそう獰どう猛もうな獣けものがいないことくらいだろう。


「だいぶ奥に進んでみたからね。ここなら騒さわいだって他の人に迷めい惑わくかけないでしょ」


「エリ姉、は～な～し～て～？」


　嬉うれしくて走りだそうとするユトと、それを押さえつけるエリエ。


「ほら、ユトも準じゆん備びだよ。あたし運転しっぱなしだからお腹なか空すいちゃった。四時間休きゆう憩けいなしで運転って大変だね」


「……そのうち三時間は警備機に追いかけられてたけどね」


　げっそりと呟つぶやき、シェルティスは提さげていた荷物の口を開けた。


　黒くろ塗ぬりのコンロを組み立てて倒たおれないように固定。燃ねん石せきと呼よばれる燃料を中に二、三個こ放り投げ、あとは点火スイッチを押すだけだ。
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「バーベキューの材料は？」


「はいはーい、ちゃんと冷れい凍とうボックスに積んできたよ。ユト、開けて」


　青いボックスをユトが開く。箱の内部は二段だんに分かれていて、上が野菜用の冷れい蔵ぞう、下が肉や魚用の冷凍庫だ。


「というわけで、シェルティス君が用意してくれた特上肉をさっそく焼くよー」


「……今月のお給料が一日で消えたとか言う前にさ、普ふ通つうは火の通りにくい野菜から焼くもんじゃないのかな」


　自分が食べることは半分諦あきらめ、シェルティスは野菜を熱プレートの上に載せる作業を引き受けることにした。こうでもしないと絶ぜつ対たい、野菜だけが大量に残るに決まってる。


「お肉焼けたー？」


「あ、ユト。それまだ生焼けだからダメだって。ほら、こっちの野菜あげるから」


　生焼けの肉をつまもうとするユトを止め、かわりに野菜をわたしてやる。


　……あれ、なんか懐なつかしいや。


　既き視し感にも似にた光景に、言いようもない感かん情じようで胸むねがいっぱいになった。


　そう、ずっと昔にこんな光景もたしかにあった。


　──ユミィ、それにレオンの三人でバーベキューしたこともあったっけ。


　──今は二人とも天結宮ソフイアの最上位階級だもんね。……僕も居きよ住じゆう区くで頑がん張ばらないと。


「あー、シェル兄の手が止まってる！」


　気づけば──


　左手に皿、右手にフォークを持って待ちかまえるユトが頰ほおを膨ふくらませていた。


「あ、ごめん。ちょっとぼうっとしてた」


　あわてて熱プレートに肉と野菜を載っけてやる。


「シェルティス疲つかれてるの？　時々、急にぼうっとするよね」


「ううん、そんなことな──」


　心配そうな表情のエリエに首を振ふろうとした刹せつ那な。





　────ぞくりっ。





「っ！」


　持っていた調理用具に具材のプレート。全すべてを放ほうりだし、シェルティスは背はい後ごの森へと振り返った。


「ちょっ、ちょっと！　野菜とお肉なんで投げちゃうの！」


「静かに」


　樹海に視線を向けたままエリエを制せいす。


　──首から背せ中なかにかけて、氷柱で刺さされたような寒気。


　まさか。


「エリエ、ヴィークルに護ご身しん用の電気鎗やりあったよね、組み立て式の奴やつ」


「あ……あるけど？」


「それ貸かして」


　白銀色に輝かがやく棒ぼう状じようの物体を受け取り、それを自分の身長ほどにまで延のばす。


　鎗と名付けられてはいるが、その先せん端たんは円柱状だ。手元のボタンを押すと強力な電流が発生する仕し掛かけになっている。合ごう金きん製せいのため軽くて硬かたい、一いつ般ぱんには女じよ性せい用の護身具だ。


　……役に立たないとは思うけど、ないよりマシか。


「ちょっ、ちょっとシェルティスどこ行くのよ、そっち森の中だってば！」


「待ってて、すぐ戻もどるから」


　一歩、また一歩、目の前の樹じゆ海かいへと歩を進める。


　木々の影かげが伸のびる領りよう域いきを進み、正面からやや左にそれた道を進んでいく。そこからさらに数メートル先を折れ、目の前にある巨きよ大だいな大木で足を止めた。


　……これは。


　ふとそこで、枯かれ枝えだを踏ふむ足音が二つ。


「こーらーシェルティス、勝手に行かないでってば！」


　がさがさと周りの枝をかき分け、エリエがユトの手をつないで歩いてくる。


「エリエ待って、あんまりこっちに近づかない方がいい」


　そんな彼女らに、シェルティスは手を垂すい直ちよくに上げて制止をうながした。


「…………」


「こ、こらシェルティスってば！　さっきから黙だまっ──────っっっ！」


　すぐ真後ろまで来たエリエが顔を上げ、声にならない悲鳴を上げた。


「……な、なによ……これ……」





　樹齢百年を超えるであろう大木が、立ったまま幹を紫色に腐らせて枯れていた。





　細い枝の先せん端たん。葉の一枚まい。


　その全すべてにいたるまで、毒々しい紫むらさき色いろに染そまって腐くさっている。


　それだけではない、その木の周囲にある落ち葉、枯れ木、土ど壌じようまでもがブスブスと濃こ紫むらさき色いろの煙けむりを上げて腐っていた。さらに今なお腐ふ敗はいが侵しん食しよくし、樹海に拡ひろがりつつある。


「紫の煙…………まさか……これ、『アレ』の仕し業わざ……？」


　蒼そう白はくになった表ひよう情じようでエリエが立ちつくす。


「……」


　しゃがみこみ、紫色に腐りつつある土に触ふれようとして──


「──────シェルティスっ！」


　突とつ如じよ、エリエにぎゅっと肩かたを摑つかまれた。


「何考えてるの！　知ってるでしょ、それに触ったらシェルティスまで感染する！」


「…………そうだね、ごめん」


　指先を地面から離はなし、かわりにじっとその腐敗を凝ぎよう視しする。まだ地面の傷きずが新しい。アレがここに現あらわれて一時間……いや、もっと直近。下手をすればつい数分前だ。


「ユト、エリエ。ここを離れた方がいいかもしれない。こういうことへの対たい応おうは僕ぼくたちじゃなくて専せん門もん家かに任まかせた方がいいから」


　立ち上がり、背はい後ごの少女二人へ振ふり返った。


「専門家って、天結宮ソフイアの連中？」


「うん。アレの痕こん跡せきを一いつ般ぱん人じんが見つけたら天結宮ソフイアに通つう報ほう、自分たちはその場を離れる──エリエも知ってるでしょ？」


　浮遊大陸に暮くらす者なら誰だれもが知る規き則そくだ。守らなかった場合の罰ばつ則そく規き定ていは存そん在ざいしない。ただし守らなかった場合、誰も命の保ほ障しようはしてくれない。


「というわけで、はい、二人とも急いだ急いだ！」


　おびえる少女たちの背せ中なかを押おし、シェルティスもまたその後ろを追って走った。


　……これでいいんだよね？


　今の自分はただの一般人、天結宮ソフイアの人間じゃない。アレについては関かかわる必要はない。一般人らしく、この場から立ち去るだけでいい。


「ここまでくればとりあえず平気かな」


　森を抜ぬけた先の緑の平原に、種火の残ったコンロがぽつんと置いてあるだけだ。


「コンロの片かたづけ……は」


「放ほうっておいていいよ。それも天結宮ソフイアの護ご士したちが回かい収しゆうするから。アレに汚お染せんされた可か能のう性せいのある物は浄じよう化かが必要だしね────って、どしたのエリエ？」


　前を歩くエリエが足を止め、何やら羨せん望ぼうのまなざしで。


「いや、なんかシェルティスもたまには男の子っぽいなって」


「……どうせ普ふ段だんは頼たよりにならな────」


　直後。





　周囲に響いていた鳥の声が、不自然なほど一瞬にして静まり返った。





　────来るっ！


「ユト、エリエ、下がって！」


　シェルティスが叫さけぶと同時。樹海の、自分たちに近い茂しげみから何かが飛びだした。


　黒くろ紫むらさき色いろの不ふ可か解かいな『何か』。


「幽ゆう幻げん種しゆ!?　うそ…………なんで、こんな街に近い場所で！」


　樹海から現れた存在に、エリエが擦かすれた悲鳴を上げる。


　見るだけで生気を奪うばわれる、そんな禍まが々まがしい濃こ紫むらさき色いろの霧を全身にまとった『何か』。


　獅し子しのように太い脚あしと爪つめが霧の中にも見え隠かくれしているが、その霧の中にいるモノが人か獣けものか、あるいは竜りゆうの類たぐいかもわからない。ただ頭部の目にあたる箇か所しよだけが、薄うす気き味み悪わるい鮮せん血けつ色いろに輝かがやいている。


　……ずっ……ずずずっずっっっ……ずずずずずずずずず…………！


　不気味なほどの速さで接せつ近きんしてくる霧きり状じようの襲しゆう撃げき者しや。その這はいずった後の地面が、草も花も、土ど壌じようも何もかもが腐敗し紫色に朽くちていく。全すべてが謎なぞに包まれた存在。そもそも本当に生物なのかどうかすら不明。


　だからこそ、この存在にはただ一つ、『幽幻種』という俗ぞく称しようだけが命名されている。


「ユト、エリエ、早くヴィークルに！」


　幽幻種がにわかに動きを止め、そして──
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　草原に、呪じゆ詛そを思わせる奇き妙みような音色が響ひびきわたった。


　幽幻種のまとう紫色の煙けむりが紫水すい晶しようにも似にた輝きを放つ。輝きが光を生み、その光が髪かみの毛よりも細い光の繊せん糸しに移うつり変わっていく。


　──魔ま笛てき？


「エリエ逃にげて！」


「え？」


　光の糸が螺ら旋せん状じようの複ふく雑ざつな模も様ようを描えがき、同心円状に広がっていく。その光が広がる方向に、何が起きているかもわからず立ちつくすエリエの姿すがた。


　淡あわい光が急速に濃こく実体化していき──


「させる……かっ！」


　一いつ瞬しゆん速く、シェルティスは手に持っていた合ごう金きん製せいの鎗やりを投げつけた。


　ざくっ……鎗が地じ肌はだを抉えぐる音。投とう擲てきした鎗が幽幻種を地面に縫ぬい留めた。鎗の衝しよう撃げきに獣の身体からだが一瞬宙ちゆうに浮うく。その反動でエリエの一歩手前、バーベキュー用の金きん属ぞくコンロまでを包んだところで光の拡かく張ちようも止まる。


　と同時、淡い光だったものが浮き上がるように実体化した。


　……じゅっ……ぅ、ぅぅ……っ……


「コンロがっ!?」


　千度近くまで耐たえるはずの耐たい熱ねつ性せいコンロ。それが一瞬で融ゆう解かいし、砂すなのように崩くずれていく。その光景にエリエが顔を蒼そう白はくにした。


　──魔笛。


　幽幻種だけが持つ特とく異いの力を意味する言葉だ。腐ふ敗はい、猛もう毒どく、昏こん睡すい、精せい神しん破は壊かい。浮遊大陸のあらゆる物ぶつ質しつと生物を侵しん食しよくし、汚染する呪詛の波動。その発動時、呪詛の類を思わせる奇き怪かいな音色を発生させることから『魔笛』の名がついたとされる。


「エリエ、今のうちにエンジンを！」


「……倒たおした、んじゃないの？」


　エリエの視し線せんの先に、鎗に身体を射い貫ぬかれて地に縫ぬいつけられた幽幻種。


「あれくらいじゃアイツは倒せないんだ。──早く！」


　霧状の獣から視線は決して離はなさず、ヴィークルの方向を指し示しめす。幽幻種は滅めつ多たなことじゃ倒せない。ずっと戦ってきた相手だ。誰より身に染しみてわかってる。


　……ずっ……ずず、ずっずっっっ……ずずずず……！


　幽幻種の身体を貫つらぬいていたはずの鎗が先せん端たんから融解し、地面に金属の液えき体たいが池を作る。


　残ったのは、無む傷きずのまま地面に立つ霧状の獣。


　その真っ赤な眼めが一ひと際きわ強く、血ち塗ぬられたルビーのように輝いて。
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　毒々しい濃紫色の霧が光となり、何千何万という透うすく細い光の線へと姿を変える。線状の光が群むれをなすように結び、地面に巨きよ大だいな環わを描く。


　その光の領りよう域いきに──足あし下もとに輝く光を眺ながめ、ユトがぽかんとその場に立ちつくす。


　……間に合わない。ユトが自分の足で逃げるには魔笛の領域が広すぎる。頭でそう考えるより先、シェルティスは濃紫色の光の渦うずへと自分から飛びこんだ。


「シェル兄」


「ユト、ごめん。ちょっと痛いたいかも！」


　笑え顔がおのままのユトの肩かたと腰こしに手をそえて抱だき上げる。そして、


「エリエ、ユトお願い！」


　抱かかえた少女をエリエに向かって全力で放ほうり投げた。


　弧こを描いて空を渡わたるユト。その身体が魔笛の領域を飛び越こえる。


　────これでいい。


　その瞬間、幽幻まぼろしのままだった光が具ぐ現げん化かした。


「シェルティス、あんたも早く──！」


　エリエの悲鳴に、応こたえたのは地面が煮にえたつ耳みみ障ざわりな音だった。


　ぼこんっ。溶よう岩がんが泡あわだつような音と共に、草が一瞬にして白化し、地面が踊おどるように破は裂れつして粘ねん液えき状じように溶とけていく。生物・非ひ生物を問わず、幽幻種の魔笛はオービエ・クレアのあらゆる物質を壊え死しさせる。どんな頑がん強きような人間とてそれを浴びれば──


　そして、ユトを逃のがすために自分から飛びこんだ少年に逃にげ場はなかった。


　濃こ紫むらさき色いろの光が直視できぬほどまぶしく輝かがやく。人体を細さい胞ぼうレベルで汚お染せん、壊死させる毒の光に少年は全身を包まれた。


「……シェルティスっっっっっ！」


　エリエの顔から血の気がさっと引く。


　彼は助からない。あの毒の光に包まれて人が助かるわけがないのだ。


「…………そん……な……」


　あまりの出来事にその場にくずおれる少女に向け、霧状の獣けものが照しよう準じゆんを合わせる。


　己おのれの魔笛ちからを使う必要もない。地面を腐くさらせながら猛もう烈れつな勢いきおいで襲おそいかかり、その場に立ちつくす少女へと飛びかかる。


　霧状の身体から、血管らしきものが蠢うごめく黒色の爪つめが伸のびて────





「二人に手を出すな、この怪かい物ぶつ」





　少女に触ふれる寸すん前ぜんに、その爪が止まった。


　鳶とび色いろの髪かみの少年が、素す手でで幽幻種の爪を摑つかんで止めていた。


「……シェルティス？」


　信じられないものを見た。エリエの震ふるえる声がそう伝えている。まるで死者が動きだしたような、エリエにとってはそれほどの衝しよう撃げきだ。


　大木、地面、そこにある生物の全すべてを死し滅めつさせる幽幻種の魔ま笛てきを浴び、それでもシェルティスが、自分たちをかばう位置でその場に立っていたのだから。


「エリエ平気？」


「え……だ、だって……シェルティス？」


「僕は、幽こ幻い種つの魔笛を浴びても平気だから」


「────え？」


　呆ぼう然ぜんと聞きかえす彼女の前で、シェルティスは右手を振ふり上げ、そして──


　全身猛毒の、霧状の獣を殴りつけた。


『────────ッッッッッ！』


　幽幻種が悲鳴を上げて跳とび下がる。


　それは奇き妙みような光景だった。合ごう金きん製せいの鎗やりに貫つらぬかれても無む傷きずだった怪物が、少年の素手に打たれた途と端たん、その身にまとう霧の半分ほどが霧む散さんし消しよう滅めつしたのだ。


「……うそ、効きいてる？」


「油ゆ断だんしてる隙すきに核かく晶しよう叩たたいたからね。さすがに素手だと一発じゃ壊こわせなかったけど」


　幽幻種の本体は、その霧状の身体からだの中心にある紫水晶によく似にた核晶だ。大きさは個こ体たいによって異ことなるが、おおよそ人の拳こぶし程てい度ど。これを砕くだくことで幽幻種は消滅する。
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　三度目の魔笛。それは先の結界の形でなく、光を集めて凝ぎよう縮しゆくさせた光子線レーザーだった。先より明らかに強力なその紫し光こうを寸前で躱かわし、少年が獣めがけて疾しつ走そうする。


　ォォォォォッッッ、ォォッ……


　耳にするだけで耳が爛ただれそうな奇き怪かいな雄お叫たけびを上げ、幽幻種が爪のついた腕うでを振ふり上げる。と同時、シェルティスもまた拳を幽幻種目がけて振り下ろす。


　二つの影かげが交こう叉さし、そして──


　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………


　硬かたい鉱こう石せきが砕くだけ散った音。


　冷たく鋭するどく、そしてどこか悲しく草原を伝っていく。


　核晶を破は壊かいされた幽幻種が動きを止めて、蒸じよう発はつするように煙けむりとなって霧散していく。


「シェルティス、平気なのっ！」


「ん？　ああ、うん。ちょっと爪かすっちゃったけど、ただの擦すり傷──」


「そうじゃなくて！」


　エリエが指さすのは幽幻種が霧散した場所の大地だ。幽幻種がいた地面、そこに生えている草も花も枯かれ、地面が紫色に腐ふ敗はいしていた。


「幽幻種に触さわっちゃって……おまけにユトかばって魔笛まで浴びたのよ！　早く、天結宮ソフイアの浄じよう化かセンターに行かないとだめ！　急がないと汚染が進んで助からない！」


「浄化はしなくて平気、それよりエリエとユトが無事でよかった」


「ばか、何言っ──」


「ううん。さっきも言ったけど、僕ぼくは幽幻種の魔笛は効かない体たい質しつだから」


　幽幻種の爪が触れた肩先。わずかに皮ひ膚ふが赤くなっているものの、足あし下もとの地面のように腐敗し汚染された様子はない。


「体質って……噓うそでしょ、そんなの聞いたことない。天結宮ソフイアにいる皇おう姫ひとか巫み女こクラスの力があれば、魔笛にだって抵てい抗こうできるって聞いたことあるけど」


「そういうケースでもないんだけどさ。でもとにかく平気だから、安心してよ」


　うっすらと血のにじむ肩かた先さきを手で押おさえ、シェルティスはエリエに向かって笑えんだ。


　彼女に心配かけまいとする笑顔じゃない。エリエが本気で自分のことを心配してくれている、そのことが純じゆん粋すいにうれしかった。
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「……でも」


「二人が無事で本当よかった。みんな無事なら、これより良いことってないよ」


　そう、その気持ちは噓じゃない。


　居きよ住じゆう区くでできた数少ない友人を、こうして助けることができたんだから。


　──ねえユミィ。もう、君のそばに戻もどることは叶かなわない夢ゆめかもしれないけれど。


　──天結宮ソフイアにいる君にせめて心配かけないよう、僕は僕なりに居住区でやってるよ。


「あのさ……」


　おずおずと、エリエにしては珍めずらしいほど控ひかえめな口ぶりで。


「自分から喋しやべらないから聞かなかったけど、もしかして……シェルティスって、これより前にも幽幻種と戦ったことあるの？」


「それは……あんまり楽しい話じゃないよ」


　何かを言いたげな彼女の視線に気づかないふりをし、シェルティスは歩きだした。


「さ、まずはとにかく帰ろ。ここに長なが居いしてると危き険けんだから」




　幕間　『祈いのり』







　……ぽちゃん。


　小さな小さな飛沫しぶきが、跳はねた。





　真っ青な水面。


　遠とお浅あさの海のエメラルドグリーンよりも青く、深海の群ぐん青じようよりも鮮あざやかで透とう明めい。


　天てん井じようからは太陽光に似にせた照明──その人工的な輝かがやきさえなければ、誰だれもここを室内だとは思わないだろう。


　見み渡わたせば端はしの壁かべが霞かすんでしまうほど広い円えん形けい状じようの室内。


　そこに満ちた神しん秘ぴ的な水だけが静かに揺ゆれ、ゆっくりと時間だけが過すぎていく。


　……こぽっ。


　再ふたたび、かすかな波は紋もんが水面を伝っていった。見渡すかぎり広がる青色の水面へ、何かが浮うかび上がる。人のかたちをした影かげが波間に揺ゆれて──


　それは、一人の少女だった。


　歳としの頃ころは十代後半。おそらく十六か十七だろう。


　天井からの照明を反はん射しやするのは淡い黄金色オフゴールドの長ちよう髪はつ。眠ねむったように目はつむったままながら、愛らしく優やさしげな顔だちというのが見てとれる。可愛かわいいと綺き麗れいのちょうど中間、そんな印象だ。


　何一つ身につけない裸ら身しんをさらし、ゆらゆらと水面に漂ただよう少女。


　女じよ性せいらしいやわらかな曲線を持つ胸むねだけが、呼こ吸きゆうを示しめすようにわずかに隆りゆう起きを繰くり返す。ただそれだけが、彼女が生きていることを表していた。


　静せい寂じやくの均きん衡こう。


　そんな室内に変化があったのは、少女が水面に浮うかんでまもなくだった。





『──規き定ていの調整時間スケジユールが経けい過かしました。溶よう液えき温度、浸しん透とう圧あつ、共に安定しています』





　天井からの照明に混まじり、機械的な女性の声。


『体温、心しん拍ぱく数すう、および呼吸深度。全すべて正せい常じよう範はん囲いでの推すい移いを確かく認にん。このまま『穢歌の庭エデン』への結界訓練を推すい奨しようします。ユミィ、気分はどうですか？』


「……うん」


　ユミィ、そう呼よばれた少女がまぶたを開けた。


　色いろ鮮あざやかな翡ひ翠すい色いろの双そう眸ぼうで、天井からの照明をまぶしそうに見つめながら。


「だいじょうぶ、いけるよ」


　ユミィはゆっくりとうなずいた。


『本人からの受じゆ諾だくを肉声により確認。従したがい、沁しん力りよく解かい析せき中ちゆう…………沁力の波形、安定。……波高、極きわめて高い水すい準じゆんで安定。────塔とう法ほう二百七十三条じよう、『結界系けい』への審しん問もんを通過。現げん時じ点てんにおいて対・穢歌の庭エデン術じゆつ式しきへの移い行こうが了りよう承しようされました』


　その声と同時、真っ青な水面の水位がまたたく間に下がっていく。部屋に満ちる溶液が、鮮やかな青の蒸じよう気きとなって室内全体へと広がっていくのだ。


　そして、その大量の水が全すべて蒸発したその後に。


「…………」


　しずくのしたたる前まえ髪がみをそっと払はらい、ユミィはその場に立っていた。


　足あし下もとにはわずかに残った青い水たまり。しかしそれもまた、目に見えぬ水蒸気となって室内を満たしていく。


『ただ今より、穢歌の庭エデンへの特とく殊しゆ訓練を開始します』


　そう告げる声には、機械音声でありながら、どこか少女に敬けい意いを表すような感かん情じようが含ふくまれていた。







【ele So Phi-a-sわたしにできる Arma-Riris全ての願いを……】







　力ある言葉。


　少女の唇くちびるから、力の発動を意味する開放序じよ詞しが唱うたわれる。直後、あふれる蒼そう光こうの粒りゆう子しが、その一糸まとわぬ身体からだを祝福するように包みこんだ。


『沁しん力りよくの発動を確認──『氷ひよう結けつ鏡きよう界かい』を疑ぎ似じ展てん開かい。


　巫み女こユミィ・エル・スフレニクトール、第七天音律ソフイア・コードを結んでください』







　Yu/ Uhw =C r-sanc uc Eden眠れる楽園に彩られ





　term-l-pile xel流れ落ちる星、, xin時、, ole fusen elchel夢はまぶたを閉じる







　唱う少女。


　ピシッ…………ィ……ッ……


　部屋のあらゆる箇か所しよで何かが凝ぎよう固こする音がこだました。


「────」


　少女が見つめるのは自分の足下。


　足首から下が、透すきとおるような蒼氷に覆おおわれていた。そう、たったいま蒸発した青の液体が氷結していくのだ。それも、この巨きよ大だいな部屋全体そのものを凍とう結けつさせる規き模ぼで。







　xearcs let laphin yahe透明な指先で綴られた, bie omia hec lihit clar言葉の扉に鍵はなく





　noi-roo-xin, いつしか連なる世界のなかでnoi melras 玉なる幽幻のI noe l-habes pianic cia eyen嘆きも慎む







　氷が身体を上っていく。足首から膝ひざへ、膝から腹ふく部ぶへ、腹部から胸むな元もとまで。


　身体の半身以上を氷結させながら、それでも少女は唱い続ける。なぜなら──この輝く氷の世界こそが彼女の術式であり、彼女の唱う祈いのりこそが術式の発動条じよう件けんだから。







　=C hypn phenoria,眠れよ子らよEec qhaon nes ei getie,あなたたちの翼はまだ若く nepies paf lef この地の安らぎのbis cley kis ei roos枝はまだ遠い





　=C hypn phenoria, 眠れよ子らよEec wat nes ei getie あなたたちの足はまだ弱くbis kills cley kis ei mihasこの地の凍れる大地はまだ痛い







　想そう像ぞうを絶ぜつする寒気に唇くちびるが紫むらさきになり、身体が小こ刻きざみにふるえながら、それでも巫女たる少女は、凍いてつく氷ひよう塊かいに自分の身体が覆われることに苦く悶もんの声一つ上げずに耐たえていた。


　そして胸むねを越こえて肩かた先さきまで氷が差しかかった時。


　今まで微び動どうだにしなかった少女が、にわかに天てん井じようを見上げ──いいえ、天井という壁かべを越えたその先、少女は遠い遠いどこかを見つめていた。


「シェルティス……わたしたち、もう会えないの？………」


　ぽちゃん。


　透とう明めいなしずくが一滴てき、その頰ほおを伝って落ちていく。


「キミが、わたしの千せん年ねん獅しに……なってくれることは……もう、本当に無理なのかな」


　そしてその涙なみだすら、凍てついた蒼氷に覆われて──


　少女は、蒼あおく輝かがやく氷の世界に沈しずんでいった。




[image: ]


　第二章　『少女は誰だれを待ち望み』







　　　　１





　天結宮ソフイア、２８７階──


　カツッ。硬かたく、力強い足音が通路に響ひびいた。


「自然区南側、第四公園か。第三居きよ住じゆう区くから十キロと離はなれてないな」


「…………うん」


「幽幻種、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを抜ぬける報ほう告こくが最近多いな」


「…………ごめんなさい、レオン」


　規き則そく正しい足音がふと止まる。


「春蕾シユンレイが謝あやまることじゃない。そもそも、その時のために俺おれがいる」


　純じゆん白ぱくのロングコートをひるがえし、レオンと呼よばれた青年が振ふり返った。


　優やさしく、そして鋭するどい。ともすれば相反する雰ふん囲い気きを持ち合わせた、異い性せいならずとも思わず振り返るほど端たん整せいな顔だちをした青年だ。


　逞たくましい骨こつ格かくに百八十センチを超こえる長身。一いつ切さいの弛ゆるみなく鍛きたえ抜かれた肉体は脂し肪ぼうはおろか、過か重じゆうな筋きん肉にくすら削そぎ落としてある。その姿すがたは自然と、鍛えた鋼はがねの刃やいばを連想させた。


「巫み女こや皇おう姫ひがいなかったら浮遊大陸はなりたたない。だから春蕾も自信を持て」


「…………うん」


　自分の背はい後ごにぴったり身を寄よせてついてくる黒くろ髪かみの少女に苦く笑しようし、銀ぎん髪ぱつの青年は彼女の歩行速度に合わせて通路を曲がった。


「とりあえず他の巫女にも報告しておくか。今いるのは」


「…………ユミィと、メイメル」


「メイメルには爛ランから報告が行ってるだろうな。さしあたってはユミィか──ん？」


　レオンが立ち止まる。自分の背後に隠かくれるようにして歩く少女が、コートの端はしをぎゅっと握にぎっていた。彼女の癖くせだ、何かを伝えたい時の。


「…………ユミィ、訓練の時間。２７６階の修しゆう道どうフロア……もうすぐ終わるはずだけど」


「そうか。なら仕方ない、とりあえずそれまで待つか」


　──あれ？


　レオンの背せにぴったりと密みつ着ちやくしつつ、春蕾と呼ばれる少女は首をかしげた。


　自分の護衛であるこの青年は浮遊大陸随ずい一いちの剣けん士しであり、同時に浮遊大陸きってのトレーニング狂きようだ。ユミィの訓練が終わるまで、彼専せん用ようの鍛たん錬れん室しつで汗あせをかいてくると思っていたのだけれど。


「急ぎの情報が先、まずはユミィに伝えることを伝えて……鍛錬室はその後だな」


　同じことを考えていたのか、レオンが嘆たん息そく。


　彼が歩く先は天結宮ソフイアの昇降機エレベータでなく、緊きん急きゆう用の螺ら旋せん階かい段だんだ。階段を上り下りして少しでも身体からだを鍛えるつもりなのだろう。


「春蕾シユンレイ、昇降機エレベータで行くか？」


　レオンに問われ、春蕾はしばし考える。いや、考えるフリをした。


　本当は答えなんか決まってる。


「…………レオンと一いつ緒しよがいい」


　珍めずらしく彼の前まで回りこみ、春蕾はにこりと微笑ほほえんだ。──いつでも一緒。そう、それが自分と彼の関係なのだから。


　自身の命も何もかも、全すべてを護衛パートナーに託たくして祈り続ける五人の巫女。


　そして巫女の全てを託され、自身の命いのち尽つきるまでこれを守る最強の護衛、千せん年ねん獅し。


　巫女の春蕾、その護衛パートナーである千年獅のレオン。


　足音も足あし並なみもそろえ、二人は天結宮ソフイアの螺旋階段を下っていった。
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　氷の世界。


　零れい下か数十度、生命の時間が停止する温度。特とく殊しゆな機器は必要なく、その気温は、ただこの室内を埋うめつくす蒼そう氷ひようのみによって維い持じされていた。


　空気の対流さえ起こらない静かな空間。


『結界発動、三十六時間が経けい過かしました。これをもって訓練を終しゆう了りようします。


　巫女ユミィ・エル・スフレニクトール、お疲つかれさまでした』


　まぶしい照明が降ふりそそぐ天てん井じようからの機械声。


　……シッ……ピシ……ッ……リッ…………


　室内を埋めつくす蒼氷に亀き裂れつが入った。


　わずか数ミリに過すぎない線のような罅ひび。それは徐じよ々じよに大きくなり、最初は蒼氷の表面を覆おおうように、そして蒼氷の内側まで伝っていき────


　何千立方メートルという桁けた違ちがいの質しつ量りようを持つ巨きよ大だいな蒼氷が、砕くだけ散った。宝ほう石せきのようにきらめきながら、小さく小さく、虚こ空くうでさらに小さく散っていく。


　──ぽちゃん。


　床ゆかに残った水たまりに、黄金に近い淡い黄金色オフゴールドの少女が立っていた。


「…………ふぅ」


　天井を仰あおぐように両手を広げて深しん呼こ吸きゆう。


　三十六時間の肉体凍結。凍こおり漬づけの状じよう態たいで呼吸すら止めていた影えい響きようで、こうして意い識しき的に呼吸をしてやらないと肉体が息を忘わすれてしまう。


　何度か息を繰くり返し、そして一ひと際きわ大きく息を吸すいこんで。


「さ…………さ………………寒いぃいいいいいいいっっっっ!!」


　濡ぬれそぼった自分の素す肌はだを抱だきかかえ、ユミィは悲鳴を上げた。


「さ、寒っ、……寒いっ！……凍こごえちゃう！」


　自身の沁しん力りよくによって創つくりあげた氷の結界。


　幽幻種と呼ばれる存在を封じるその結界術式は、訓練用に抑おさえた簡かん略りやく術じゆつ式しきでさえ、術者の肉体と精せい神しんに多大な負ふ荷かをかける。


「……本当、いつになっても楽にならないなぁ」


　身体のふるえが止まらない。


　青ざめた唇くちびるのまま、扉とびらで分ぶん割かつされた先にあるシャワー室へと早足で急いだ。


　扉を開けると、温かな湯気に混まざってハーブ入り石せつ鹼けんの香かおりが髪をなでた。間を置かず、天井のノズルから心ここ地ちよい温度のシャワーが降ってくる。


　ざぁぁぁっ……雨音にも似にた水の鼓こ動どうが心地よい。


　冷えきった身体に熱が戻もどってくるのを感じながら、ユミィはその場で瞼まぶたを閉じた。


　──シェルティス。


　──今いま頃ごろ、キミはどうしてるのかな。


　居きよ住じゆう区くで元気にしているだろうか。二年前と同じで剣けんの鍛錬は怠おこたっていないのか。それとも、天結宮ソフイアから追放されてから一いつ般ぱん人じんとして暮くらしているのか。


「でも……本当はだめだよね。大切な訓練中にそんなこと考えてちゃ」


　頭を振り、水のしたたる自分の髪を一束手にすくい取る。水気を帯びてきらきらと光る黄金色の髪をしばし眺ながめ──


「うふふー、やっぱり昼間のシャワーは格かく別べつよねー」


　やおら、更こう衣い室しつ側から扉が開いた。


「……そのあからさまに間ま延のびした声は、メイメル？」


　シャワーを止めて振り返ってみれば、そこには見み目め麗うるわしい長身の女性が立っていた。


　背せ中なかをこえて伸のびるエメラルド色の長ちよう髪はつは絹きぬ糸いとのようにさらりと流れ、こちらを見つめる灰はい色いろの双そう眸ぼうもまた優やさしげだ。


「わたし、シャワー浴びてる途と中ちゆうなんですけれど」


「あらあらーユミィじゃない。ごめんねー、わたしー自分のシャワー室と間ま違ちがえちゃったかしらー？」


　細身の長身にドレス風の淡あわい法ほう衣いを身につけた女性──メイメル。ユミィ同様、彼女もまた浮遊大陸に五人しかいない巫み女この一人だ。


「……わたし専せん用ようの訓練フロアのわたし専用の訓練室にあるわたし専用のシャワー室で、どうやったら部屋を間違えるのか教えてもらいたいです」


「まーまー。ほらぁ、先せん輩ぱい巫女として、後こう輩はいの悩なやみ相談にも乗ってあげようかなーって。プライベートな話なんてー、他人が入ってこないこういう場所の方がいいでしょー？」


「悩み相談？」


　するとその先輩巫女は意味深な笑えみを浮うかべ、


「結界系けいの術式、相変わらず苦手みたいねー。たかだか三十六時間の訓練程てい度どで、身体からだがボロボロに冷えきってるんでしょ？」


「……努力はしてるんですよ？」


「そうねー、わたしが気になるのはそこなのよ」


　かたちのいい顎あごに自らの指先をあて、考えるようなメイメルの仕草。


「本番──実じつ際さいに氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの結界を支ささえる時は平気なのに、どうもユミィってば、訓練中の時にかぎって結界術式が粗あらくて体力を消しよう耗もうしてない？」


　……反はん論ろんできなかった。


　巫女の第二位、メイメル・イン・カーネイション。五人の巫女の中でも、最も結界系の術式に秀ひいでた彼女の目はごまかせない。


「結界系の術式のキモは平静、心を植物よりも石よりも落ちつかせるのがコツ。けれど訓練中のあなたは、そうね、心ここに在あらずといった感じ」


「そ、そんなことはないですっ！」


　思いうかべていた少年の顔を振ふりはらい、ユミィは慌あわてて首をふった。


　本当は、その通りなのかもしれない。自覚すらないほどの些さ細さいな程度だけれど、訓練中、ふと彼の顔を思いだしては……迷まよいに近い何かに嘖さいなまれることがある。


　──シェルティス、わたしが巫女になった理由覚えてる？


　──キミがずっと一いつ緒しよにいてくれたから、わたしはここまで頑がん張ばれたのに。


「と、とにかく、平気です！　ちゃんと本番は頑張りますから！」


「うーん……まあそうね。見たところ本番の集中は問題ないみたいだし」


　白魚のような指を顎から離はなし、メイメルは。


「ま、それはさておき。ところでユミィ、あなた最近──」


　あやしげな笑みを浮かべる彼女にじっと見つめられ、思わずユミィは後ずさりした。


「な、なんですか？」


　実はさっきから気になっていた。何やらこちらの身体を嬉うれしそうに眺め回してる彼女だけれど、そのまなざしがどうにも怪あやしいというか、いやらしいというか──


「ふふ、結界系の術じゆつ式しきと比くらべてそっちの発育は著いちじるしいのねー」


「……ちょ、ちょっと、どこ見て言ってるんですか！」


　慌てて胸むな元もとを隠かくしたものの、目の前の巫女はますます楽しげに、


「いーじゃない。春蕾シユンレイも言ってたわよ、最近ユミィの身体が絶ぜつ賛さん発育中で羨うらやましいって」


「春蕾はそんなこと言いません！」


　タオルで髪かみの水気を拭ふき取る手を止め、ユミィはがっくりと肩かたを落とした。


　……あーあ、黙だまってれば綺き麗れいな女ひ性となのに。


　優やさしげで綺麗な顔だちに長身細身のシルエット。巫女としての技ぎ量りようも抜ばつ群ぐん。静かに佇たたずんでいればさぞ絵になる女じよ性せいなのだけれど、一度口を開ければこんな感じだ。


「それで、今はどうしたんですか？」


「ええとねー、その春蕾がこの部屋の前で待ってたわよ。だいぶ待ってたみたいだけど、さっき自分の部屋に戻もどっていったわ。大事な用事らしいから早く行ってあげなさい？」


　さてどうしよう、返す言葉に迷ってしまった。


　変わり者の巫女と思わせるそのくせ、こんな感じで妙みように気配りもできる人なのだ。さすがに人がシャワー浴びてる最中に入ってくるのはいただけないけれど。


「どうしたのー？」


「ううん、なんでもないです」


　そっぽを向き、ユミィはメイメルの立っている更こう衣い室しつへと進んでいった。自分用の法衣に手早く袖そでを通し、後ろにいる先輩巫女へと振ふり返る。


「行ってらっしゃいユミィ。さて、それじゃあーわたしがシャワー使おうっとー」


「はいはい、自分のフロアのシャワー室使いましょうね」


　本気で服を脱ぬごうとする彼女を追いだし、部屋の扉とびらをユミィはしっかりと施せ錠じようした。
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　天結宮ソフイア、２８７階。


　２９１階建ての塔とうの最上階に近いこのフロアに用意された部屋が、巫女であるユミィにとっての個こ室しつであり家である。


　部屋の扉の前で手をかざす。声せい紋もん、指紋、静脈パターン、モニター審しん査さ。幾いく通とおりもの審査が行われた後、機械的な排はい気き音おんとともに扉が開いた。


「ただいま、イリス」


　巫女にあてがわれた個室。四人暮ぐらしの家族でもゆうゆうと暮らせる広さだが、一人で使う分には少々広すぎるのがユミィにとっては悩なやみの種だ。


『お帰りなさいユミィ。戻られてさっそくですが──一時間と八分三十秒ほど前、春蕾シユンレイがレオンと共に来たと報ほう告こくします。また後で来るということでしたよ』


　機械的な女声が響ひびく先は、部屋の中央にある机つくえからだった。


「うん、メイメルからも教えてもらったよ。今からもう一回行ってくるつもり」


　木もく製せいの丸テーブルの上、無む造ぞう作さに置かれた機き械かい水すい晶しようが青く点てん滅めつする。


『あーそれにしても結界の練習とはいえ、三十六時間の待ちぼうけはあまりに退たい屈くつでした。退屈しのぎにここ二週間のユミィの体重増ぞう減げん記録から、今後三年のユミィの体重変動予よ測そくレポートを作成してみました。予測結果を報告しますか？』


「……本当に暇ひまだったんだね」


『ちなみに今週末ですが、お昼にメイメルとのお茶会、夜には春蕾と一いつ緒しよに作るパンケーキが原げん因いんで、カロリー30パーセントオーバーという予測が出ました。気をつけて』


　機械水晶イリス。


　水晶の外見をした人工知ち能のう型の端たん末まつ機き器きだ。二年前までシェルティスという少年が所有していたのだが、今はユミィの日ひ頃ごろのお喋しやべり相手になっている。


『さらにさらに来週ですが、やはりメイメルに昼食に誘さそわれて──』


「……それくらいでいいよイリス、わたし春蕾の部屋に行ってくるから」


　えー、と不満そうな声を上げる機械水晶イリス。


『それならわたしも。暇なのでお伴ともしたいです』


「はいはい。連れていってあげるけど、あんまりうるさくしないでね」


　機械水晶イリスをペンダント代わりに首から下げ、ユミィはふたたび扉の方へと踵きびすを返した。





　人ひと影かげのまばらな通路をざっと見回し、フロア中央の十字通路へと歩いていく。ここ２８７階はユミィと春蕾の共有フロアだ。


「えっと、とりあえず春蕾の部屋だよね？」


　早足で十字路を横切り──その角で、両りよう肩かたに巨きよ大だいな荷を抱かかえた男性とすれ違ちがった。まだ十代であろう若わかい男性職しよく員いん。きっと天結宮ソフイアに入にゆう宮きゆうしたての職員だ。


「あ、こんにちは」


「～～～～～～～～～っ!?」


　なぜだろう。こちらの姿すがたを見るなり、彼の方が悲鳴を上げて跳とび上がった。


「あの、こんにちは？」


「え……あ、…………こ、ここ、こっ、こんに……ちはでありますっ！」


「重そうな荷物だけど平気？　昇降機エレベータまでならわたしも一つ持ちましょうか？」


「だ、……だい、だいだ……大だい丈じよう夫ぶですっ！　失礼しましたっ！」


　両肩の荷物をがしっと抱えこみ、ほとんど走るようにして昇降機エレベータの方へと駆かけていく。


　一人ぽつんと、手を伸のばしかけたままのユミィが通路に残された。


『あーあ、可か哀わい想そうに。今の、たぶん入宮したての職員ですよ。いきなりあの巫女様に声かけられて、しかも手伝おうかなんて親しげに言われたらそりゃあビックリします』


「……驚おどろかす気なんてなかったのに」


　胸むな元もとの機械水晶イリスが小声で苦く笑しよう。


『巫み女こは浮遊大陸の象しよう徴ちようのような存そん在ざいですから、あの職員が尻しり込ごみするのも当然ですね』


「そんな……立場はたしかにそうだけど……」


　いくらなんでも、あそこまで怯おびえられると少し悲しい。別に取って食おうなんてつもりでもないし、ちょっと声をかけただけじゃないか。


「わたしだって……一年前に巫女になるまでは、普ふ通つうの女の子だったのに」


　歩くたびにふわりと揺ゆれる法ほう衣い。かつての巫女就しゆう任にん式しきで皇おう姫ひから贈おくられたもので、ユミィの法衣は白を基き調ちように瑠る璃り色いろの線をアクセントに加えたデザインになっている。


　ずっと憧あこがれていた巫女になれた証あかし。けれど一年前の巫女就任式、この晴れ着姿を一番見せたかった少年はいなかった。


「そう。そろそろ自覚をもっていただきたいところですな」


　カツッ、強い靴くつ音おとが背はい後ごにこだました。


「……アルベルト局長？」


「お久ひさしぶりです巫女ユミィ。名前を覚えていただいているとは光栄です」


　自分より頭一つ背せの高い大おお柄がらな男が慇いん懃ぎんに会え釈しやくする。


　天結宮ソフイアの維い持じ管理をになう塔とう制せい局きよく、その局長アルベルト。スーツを几き帳ちよう面めんに着こなした初老の男だが、もとから厳いかめしい顔つきが、今はほとんど睨にらむような表ひよう情じようになっている。


「先ほどの若わか手て職員との一いつ件けん、失礼ながら拝見しておりました。あれは感心しませんな」


　言葉づかいこそ丁てい寧ねいだが、それはあからさまな呵か責しやくの口調。


「……でも同じ天結宮ソフイアで一緒に働いてる人ですし」


「そこが、自覚が足らないのではと私どもが危き惧ぐするところです。あなたが巫女になられてからの一年、私がずっと申し上げていることですが。──いいですか？」


　溜ため息いきにも似にた息を吐はきだし、相手が眉み間けんにしわをよせる。


「浮遊大陸を支ささえる皇おう姫ひと五人の巫女。ユミィ、あなたはその一人です。あなたがたが結界を張はっているからこそ、この大陸は『穢歌の庭エデン』からの侵しん攻こうを免まぬがれている」





　穢歌の庭エデン──幽幻種の棲すまう世界。





　浮遊大陸の一万メートル下に存そん在ざいする黒の領りよう域いき。


　黒い障しよう気きと黒い水に満たされ、どんな強い光を照らしても内部を窺うかがうことはできない。そんな奇き怪かいな場所から幽幻種は出しゆつ現げんし、そして浮遊大陸へと侵攻してくる。


「あの忌いまわしき穢歌の庭エデンを凍とう結けつさせ、結界を張っているのが、皇姫とあなたたち巫女。ゆえに、あなたは浮遊大陸そのものを支える守しゆ護ご神しんであり、羨せん望ぼうの存在だ」


　見下ろす視し線せんを、ユミィは真正面から受けとめた。


「……それは、わかっているつもりです。わたしだって、皇姫様から巫女の称しよう号ごうをいただいた身です。自分の責せき任にんもわきまえていますし、修しゆ行ぎようを怠おこたる気はありません」


　いまだ正体がわからない、あの不気味な霧きり状じようの存在──穢歌の庭エデンから現あらわれる何万体という幽幻種に襲しゆう撃げきされ、浮遊大陸は何度となく壊かい滅めつの危き機きにおちいった。


　そんな浮遊大陸の危機を救ったのが、当時最も強い沁しん力りよくを持っていた皇姫だ。『氷ひよう結けつ鏡きよう界かい』と名付けられたその結界は、穢歌の庭エデンそのものを凍結させることに成功した。それがちょうど千年前。結界は維持されたまま術じゆつ式しきの譲じよう渡とを繰くり返して今にいたる。その統とう制せい権けんを持つのが現在の皇姫と、それを補ほ佐さするユミィたち五人の巫女だ。


「ならばなおさらです。巫女は神しん秘ぴと奇き蹟せきの象しよう徴ちよう。天結宮ソフイアの人間とはいえ、誰だれかれ構かまわず気軽に接せつするべきではない。浮遊大陸を守る者としての威い厳げんをもっていただきたい」


　──本当に、本当にそうなの？　浮遊大陸を守ることに威厳が必要なの？


　喉のど元もとまで出かけた言葉を、ユミィはぐっと呑のみこんだ。


　浮遊大陸を守護する巫女の階級は、天結宮ソフイアの局長級すら歯し牙がにもかけない絶ぜつ対たい階級。巫女が「黙だまれ」といえば何人とも黙るしかない。だからこそ、我が慢まんするのはいつもユミィの方だった。自分が反はん論ろんしてしまえば、その時点でこの男性の発言権は抹まつ消しようされる。


　……そういうかたちで巫女の権力を盾たてにかざしたくないから。


「もう一つ、本当はこちらを申し上げるために来たわけですが」


　それを知ってか知らずか、初老の男のまなざしが一ひと際きわ鋭えい利りなものになる。


「巫女ユミィ、あなたはなぜ専せん属ぞくの護衛をおつけにならないのか？」


「……千せん年ねん獅しのことですか」


「そうです。私だけではない。沁理局、法ほう務む局、機工局。各局の局長級会議でもたびたび話題に上っている。幽ゆう幻げん種しゆから巫女を守るための千年獅を、あなただけが今も決められていない。千年獅のいない間に幽幻種に襲われればどうなるのです。あなたにもしものことがあれば、それは浮遊大陸全体の危機につながる。誰よりご存ぞんじのはずですが」


　巫み女こが祈いのる結界──氷ひよう結けつ鏡きよう界かいとて限げん界かいはある。


　穢歌の庭エデンを氷で閉とざすこの結界だが、その網あみの目をかいくぐる幽幻種もわずかにいる。それを討とう伐ばつするのが天結宮ソフイアの護ご士したちだ。体たい術じゆつ、大たい剣けん、重じゆう鎗そう、重火器にいたるまで、あらゆる戦せん闘とう術に秀ひいでた護士が千人以上常じよう駐ちゆうし、常つねに浮遊大陸の警けい備びにあたっている。


「天結宮ソフイアの護士から最も信頼できる者を、専属の護衛パートナーとする権利が巫女あなたにはある。今さらそんな説明をする必要はないかと思いますが？」


「も、もうすぐ決めます！　誰に千年獅になってもらうか……迷まよってて」


「一月前にも同じことを仰おつしやっていましたが？」


「それは……」


「それくらいでいいだろう、塔とう制せい局長」





　鋭するどい刃は物ものを想起させる銀ぎん髪ぱつの青年。


　……レオン。


　大おお柄がらな塔制局長をさらに上回る長身、白はく皙せき。そして全身鍛きたえ抜ぬかれた体たい格かくであることが純じゆん白ぱくのコート越ごしにも伝わってくる。


「巫女は自分の命を千年獅に託たくすことで、結界の維い持じに集中できる。自分の命を託すわけだから、ユミィが慎しん重ちように選びたくなるのも当然。と、千年獅である俺おれは考えるが」


　レオン・ネストリウス・オーヴァ──浮遊大陸を代表する大剣の使い手であり、天結宮ソフイアに入る前からのユミィの知りあいでもある男だ。


「しかし千年獅レオン。いくら何でも、一年間も千年獅をつけないままというのは」


「局長。巫女を守る専属の護衛パートナーが、なぜ千年獅と呼よばれるか。思いだすといい」


　レオンの反論に、今度は初老の男が押おし黙だまった。


　今から千年前、穢歌の庭エデンを封ふうじる氷結鏡界が結ばれる前のこと。


　幽幻種の大たい群ぐんに襲おそわれた皇おう姫ひが、たった一人最後までそばに付き従したがっていた護衛パートナーにたずねた誓ちかい──今では天結宮ソフイアの誰もが知っているフレーズだ。





〝……ずっと、わたしのそばにいてくれますか〟


〝そんな不安な顔をするな。なんなら子こ守もり歌うたでも歌ってやる。お前が寝ねている時だろうが、いつだってそばにいてやるさ〟


〝ずっと……本当に？〟


〝獅子は眠ねむらない。お前がそう願うのなら、それが百年だろうと千年だろうと〟





　オービエ・クレアの護まもりを担たん当とうする塔であり機関──天結宮ソフイア。


　千人を超こえる天結宮ソフイアの護士たちの中で最強の五人。それが千せん年ねん獅し。その名の由来は、かつての皇おう姫ひと護衛パートナーの誓ちかいが元になっていると言われている。


「局長がユミィの身を案じているのはわかる。だが巫女にとって、千年獅はそれだけ大切なものなんだ。誰を千年獅につけるか、今しばらく猶ゆう予よを与あたえてやってくれないか」


　天結宮ソフイアの塔とう運うん営えいをになう局長、かたや巫女に選ばれた浮遊大陸最強の剣士。


　物言わぬ二人の視し線せんが真正面から衝しよう突とつし。


「──もう会議の時間のようだ」


　ふっ、と背せをひるがえしたのはアルベルト局長の方だった。


「巫女ユミィ、繰くり返しになりますが、千年獅の選せん択たくについては速すみやかにお願いします」


　最後まで岩のような表ひよう情じようを崩くずさぬまま、初老の男だん性せいが昇降機エレベータの方角へと姿すがたを消す。


　……ふぅ。胸むねに両手をそえ、ユミィは深しん呼こ吸きゆうして身体からだをほぐした。たった数分のことなのに、額ひたいには大おお粒つぶの汗あせがびっしりだ。


「ありがとうねレオン、助かったよ」


「まったく。巫女と局長、どっちの立場が上なのかわからなかったぞ」


　腕うで組ぐみする銀髪の青年が苦く笑しよう。


「ほら春蕾シユンレイも、もう平気だから出てこい」


「…………う、うん」


　レオンにぴったりと寄よりそっていた黒髪の少女が、おずおずと顔をのぞかせた。


　春の蕾つぼみと書いて春蕾シユンレイ。


　法ほう衣いは白と赤の織おり物もので、胸むな元もとに紫むらさきの帯という巫女だ。自分と同じ十七歳さいだけれど、小こ柄がらで幼おさない容よう姿しに加えて極きよく度どの内気ゆえ、十五歳くらいに見える。


「…………ユミィ、平気だった？」


「うん。ありがとね春蕾、レオン。助かったよ……本当に困こまってたから」


「たしかに、傍はた目めには異い常じように映うつるだろうな。巫女が千年獅を選ばないままだなんて」


　そうなのだ。春蕾シユンレイがレオンを選んだように、ユミィもまた天結宮ソフイアの護ご士しから千せん年ねん獅しを選ばなくてはならない。


「……わかってるの、選ばなくちゃって。だけど選ぼうと思うと……」


　胸むねが痛いたくなって息もできなくなる。今いる護士たちの中から選んで本当にいいのか──頭に響ひびく心の声にいつも嘖さいなまれている。


「まだ待っているのか、あいつを」


「わからないの……自分でもわからないから、余よ計けい苦しくて」


　──シェルティス。もう、本当に帰ってこれないの？


　──わたしがキミ以外の人を千年獅に選んでも、本当に構かまわないと思ってるの？


「…………あいつ？」


「あ、ううん。なんでもないよ春蕾」


　自分とシェルティスの関係を知っている者は、天結宮ソフイアではもはやレオンだけだ。いや、正せい確かくにはもう一人。一人と呼よんでいいのかもわからないが、わたしの胸元の──


『話題をそらすようですが、レオン。先ほどユミィの部屋に来たようですね？』


「イリスか。久ひさしぶりだな」


　自分の胸元でゆれる機械水晶イリスへと目を向け、レオンが小さく苦笑する。
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『お久しぶりですレオン。千年獅に昇しよう格かくしても相変わらずトレーニングの鬼おにだそうで』


「当たり前だ」


『ふふ。春蕾、あなたもレオンがパートナーで心強いですね」


「…………うん」


　顔を真っ赤にしてうなずく少女を前に、レオンが呆あきれた顔でイリスを睨にらんだ。


「イリス、春蕾をからかうな」


『いえいえ、わたしは本心ですよ？　ほらそれより、用よう件けんをどうぞ』


　まったく調子のいい。そんなぼやきをこぼしつつ、レオンがその場で腕を組む。


「まあいい……ユミィ、お前に伝えておこうと思ったことがある。幽ゆう幻げん種しゆの反はん応のうを春蕾が感知した。自然区南側の第四公園だ」


「そんな近くで？」


　レオンの報ほう告こくに耳を疑うたがった。場所からすれば第三居きよ住じゆう区くとほぼ隣りん接せつした箇か所しよだ。子こ供どものハイキングコースも並へい行こうして走ってるし、家族連れで観光に行く者も多いはず。


「それで、被ひ害がいはどうだったの？」


「……被害はなかったと思う」


　答えたのはレオンの前に立つ春蕾だ。彼女がまともに話せるのは、レオンを除のぞけば残る四人の巫み女こくらいのものだろう。塔で働く職しよく員いんを見ても春蕾シユンレイは逃にげてしまう。


「あのね、春蕾とレオンが着いた時には幽ゆう幻げん種しゆは……」


　おずおずと見上げる春蕾の視し線せんを受け、レオンがうなずく。


「俺たちが着いた時には、幽幻種は誰かに倒された後だった」


「どういうこと？」


「地面には強力な魔ま笛てきの痕あとが残ってた。だが幽幻種本体は核かく晶しようを破は壊かいされて消しよう滅めつしてた。俺たちが着いた時に残ってたのは魔笛の残ざん滓しだけだ」


　……うそ。口元に手をあて、ユミィはその場で天てん井じようを眺ながめた。


　幽幻種の中には、子こ猫ねこほどの大きさでも竜りゆうを撃うち落とす強力な魔笛を持つ小型種から、逆ぎやくに飛ひ空くう艇ていを呑のみこむほど巨きよ大だいな大型種まで存そん在ざいする。たとえ一体とて、居住区の一いつ般ぱん人じんが容よう易いに対たい抗こうできるものではないはずなのだ。


「その場に天結宮ソフイアのメンバーがいたの？　たとえば巫女候こう補ほ生せいとかの沁しん力りよく術じゆつ者しやが」


「いない。だから俺と春蕾も腑ふに落ちないんだ。それこそ一般人の沁力で、幽幻種の魔笛に対抗できるはずがないからな」


　幽幻種が持つ呪じゆ詛その力が、魔笛。


　一方で人は、魔笛と真逆の力を有している──それが沁力と呼ばれる力だ。


『世界に奇き蹟せきを沁しみわたらせる力』。だから沁力。扱あつかい次し第だいでさまざまな現げん象しようを顕けん現げんさせることが可か能のうであり、それは魔笛と磁じ石しやくのように反発しあう属ぞく性せいを持つ。


　人は、誰もが生まれながらにして潜せん在ざい的に沁力を持つ。だがそれは、常つねに意い識しき的な訓練を続けていかなければたちまち弱まってしまう。


「一般人の中に、お前や春蕾のような巫女クラスの沁力を持つ者がいるとも思えない」


「……そうだと思う」


　巫女の修しゆ行ぎようは、凄せい惨さんとも表現されるほど過か酷こくなものだ。


　沁力は精せい神しんとの結びつきが強い。さながら葉を煎せんじて紅こう茶ちやの香かおりを引き出すように、自らの精神を極きよく限げんまですり潰つぶすことで初めて沁力は開花する。


　吹雪ふぶき吹ふき荒あれる極ごつ寒かんの祈き禱とう、逆に汗すら瞬しゆん時じに蒸じよう発はつする灼しやく熱ねつの中の苦行。それを何十日と不ふ眠みん不休で行う。それも十歳さいに満たない年ねん齢れいのうちからだ。ここ五年、何千人という候補生の中で残ったのは二人だけ。ユミィと春蕾は、その訓練に耐たえてここにいる。


　そう──全すべては、穢歌の庭エデンを封ふうじる結界『氷ひよう結けつ鏡きよう界かい』を司つかさどるために。


「氷結鏡界は、いまは皇おう姫ひ様が支ささえてるから安定してると思うけど」


　数日前に見た資し料りようでも、穢歌の庭エデンの活動レベルは低かったはず。──が、幽ゆう幻げん種しゆがそこまで居住区に接近しているのはたしかに危き険けんだ。


「わかった。わたしも気をつけておくね」


「そうしてくれ。──それと話を戻もどすが、第四公園で幽幻種が倒たおされていた件で、それができる一般人に一人だけ心当たりがある。お前も良く知っているあいつだ」


「え？」


　一般人でしかもわたしが知っている？


「レオン、それってまさかシェル──」


　言葉の後半は、天井からのアナウンスによってかき消された。





『おーい、レオンいるかぁ？』





　天井にそなえつけられた拡かく声せい器きから、ボーイッシュな少女の声。


「爛か」


　腕うで組ぐみした姿し勢せいでレオンが拡声器を見上げる。


『お、いたいた！　暇ひまだから組み手でもやろうぜ、退たい屈くつで死にそうだ』


「お前の部下は？」


『んー、あいつら最近良くなってきたけどまだ半はん端ぱだ。それになんていうの？　お前との殴なぐりっこがオレも一番楽しいし。というわけで十分後に２７４階、オレのトレーニングルームな。じゃ、そういうことで！』


「お、おい。こっちは話し中──」


　ぶつんと音を立てて静まる拡声器。


「爛の奴やつ、言うだけ言って切るとはいい度ど胸きようだ」


　危き険けんな笑えみを浮うかべるレオンと、それをおろおろしながら見つめる春蕾シユンレイ。


「行くのレオン？」


「決まってる、男として勝負から引き下がるわけにはいかないからな」


　止める間もなく足早に扉とびらへと向かうレオン。


　……ほんと変わってないなあ。


　靴くつ音おとを鳴らして歩くその背せ中なかに、ユミィはこっそりと苦く笑しようした。


　普ふ段だんは冷静で落ちついた性せい格かくなのに、いざ勝負事となると頑がん固こで負けず嫌ぎらいな男の子に早変わり。そんな一直線で直ちよく情じよう的な性格なのだ、あの銀ぎん髪ぱつの青年は。


　昔から変わってない。わたしとシェルティス、レオン。三人でいた時からそうだ。


「…………ユミィ、行く？」


『あ、わたしも行きたいです。行きましょう』


「うーん、まあ少し見学するくらいならいいけど」


　春蕾シユンレイと機械水晶イリスに誘さそわれ、ユミィもレオンの背を追いかけた。
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　天結宮ソフイア２７４階。


　昇降機エレベータを一歩下りたそこは、青あお錆さび色いろに輝かがやく空間が広がっていた。


　青錆色は剝むきだしの金きん属ぞくの地じ肌はだ。それも床ゆかだけではない。横よこ壁かべ、天てん井じよう、照明を除のぞいた全ての壁がそうだ。──何千枚まいと張はられた耐たい熱ねつ・対たい衝しよう撃げき板ばん。


　このフロア所有者である千せん年ねん獅しが、自分の訓練用にカスタマイズしたフロアだ。


「あらあらユミィも来たのねー」


　ぽつんと設せつ置ちされた金属製せいの椅い子す、そこには先客である女じよ性せいが座すわっていた。淡あわい色合いの法ほう衣いに身を包んだ、長身細身の巫み女こ。


「って、ユミィ、何だか嫌いやそうな顔ねー？」


「……いや、またメイメルの悪だくみかなって」


「ふふ。千年獅同士の組み手って大事よー？　自分のパートナーのことを理り解かいできるチャンスだと思うの。あ、ほらほら春蕾もこっちおいでなさいな。お菓か子しもあるわよー」


　クッキーを詰つめた箱を膝ひざ上うえに載のせ、おいでおいでとメイメルが手て招まねき。


「というわけでー、爛ランもレオンも頑がん張ばってー」


「おいおいメイメル、そこは普ふ通つう『爛、頑張ってー』ってな応おう援えんじゃないのか？」


　自分たちから二十メートルほど離はなれた先。


　レオンと対たい峙じする少女が困こまったように腕組みする姿すがた。それもそのはず、この少女こそ巫女メイメルの守しゆ護ごを担たん当とうする千年獅なのだから。


「ふふ、両方応おう援えんするのが賢かしこい選せん択たくなのよー」


「……まあいいけどよ」


　亜あ麻ま色いろの髪かみを乱らん雑ざつに切ったボーイッシュな少女──爛。


　鮮あざやかな琥こ珀はく色の瞳ひとみが悪戯いたずらっぽく輝き、どこか猫ねこを思わせる顔だちだ。服ふく装そうは白のパンツに、純じゆん白ぱくの半はん袖そでジャケットを羽は織おっただけ。重じゆう厚こうなコートを羽織るレオンの前だから、なおさらその軽装ぶりが際きわだっている。


「ルールは？」


「ん、いつも通りの何でもありコースで」


　訊たずねる彼の前で爛が黒くろ鋼はがねのグローブを取りだす。


　一方、レオンは右手に大たい剣けんの柄つからしきものを握にぎっていた。二重構こう造ぞうの鍔つばがついた柄。その形けい状じようは間ま違ちがいなく大剣のそれだが、肝心の刃にあたるものがない。


　刹せつ那な。ヒュッという風を切る音がこだまし、レオンの手が一いつ瞬しゆん完全に搔かき消える。その直後、彼の持つ剣の柄に変化があった。


　青く輝く刀身。


　柄の根本から青く輝く結けつ晶しようが生まれ、それが一瞬にして刀身を形づくったのだ。


　穢歌の庭エデンを閉とざす氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの蒼そう氷ひようで精せい製せいされた刀身。


　沁しん力りよくで精製された氷結晶は鋼こう鉄てつより硬かたく柔じゆう軟なんで、軽い。さらにこの蒼氷そのものが沁力の結晶のようなものだから、幽幻種の魔ま笛てきも切せつ断だんすることができる。


「…………ねえイリス」


　レオンの大剣をじっと眺ながめていると、胸むな元もとのペンダントが瞬またたいた。


『もしやユミィ。レオンの柄から氷結鏡界の蒼氷が発生する理り屈くつ、忘わすれました？』


　ペンダントとして輝く機械水晶イリスに指し摘てきされ、ユミィはぎくっと小さく飛び跳はねた。


「だ、だって巫女はほら、……機械苦手だから」


　一いち応おう、沁力の習得に専せん念ねんしているという理由がある。この高度機械文明のなか、巫女はとにかく機械と名がつくものには弱いのだ。


『レオンの持つ柄は出力器も兼かねています。内部に振しん動どう探知式の装そう置ちが組みこんであり、レオンが音速以上の速さで柄を振ふるのが作動条じよう件けんになっています。その後は単たん純じゆんで、氷結鏡界の氷結晶を柄まで転てん移いさせ、あらかじめ設せつ定ていした大剣の形状に加工する、と』


　わざわざ溜ため息いきまで混まぜ合わせてイリスが説明してくれた。


「うーん、それにしても相変わらず奇き抜ばつな組み合わせよねー？」


　二人の千年獅を見み比くらべてメイメルが珍めずらしく苦く笑しようする。


　鍛きたえ抜ぬかれた体たい格かくのレオンの手元には、自らの身長と同等のサイズの大剣。


　その一方で、それと対峙するのは小こ柄がらな少女。そもそも爛は手に黒鋼のグローブをつけるだけで、武ぶ器きらしきものは何一つ持っていない。


「たしか、戦せん績せきはオレの八勝七敗だよな」


　爛のスタイルは徒と手しゆ空くう拳けん。人が触ふれるだけで身体からだが壊え死しする幽幻種、それを素す手でで殴おう打だして倒たおすため、この少女は全身に沁しん力りよくを付ふ与よした刻こく印いん儀ぎ礼れいをほどこしている。


「どうかな、ここ最近は俺おれの二連勝だ。流れは俺にある」


「ばーか、愉ゆ快かいに月までぶっ飛ばされるのはお前の方だ」


　子こ供どものケンカのように言い争いながら、二人が数歩後ろに下がる。


「メイメル、ほら合図」


　はいはい～。爛の呼よびかけにそう答えた巫女は、何やら口を閉とじてモグモグと、


「じゃあわたしが～このクッキーを食べ終えたら開始ね～」


『わかるか！』


　レオンと爛の両方から突つっ込こまれ、メイメルが困こまったように肩かたを落とす。


「も～しょうがないわねえ。それじゃあ疑ぎ似じ結界だけ」







【phia-So la telah sitra三方の扉をもつて祈りを灯す】







　メイメルの沁力発動、その開放序じよ詞し。


　それを口ずさんだ直後、椅い子すに座ざす巫み女こを取りまくように蒼あおい光が展てん開かいした。




「二重かさねの一ひと謡ひめ







　　結界系にて福唱・姫式







　　　略儀・塔法七条にて







　　　　巫女の第二位、沁力使用を申請」







　沁力のイメージは『波』。


　一滴のしずくが湖面に触れ、そこから波は紋もんが拡ひろがっていくように、沁力も術じゆつ者しやを中心に拡がっていく性せい質しつを持つ。ゆえにメイメルが唱うたうように、詠えい唱しようを情じよう報ほうの波として世界に沁しみ渡わたらせることで、沁力の拡かく張ちよう速度は飛ひ躍やく的に加速する。


「中間儀礼は……面めん倒どうゆえ省しよう略りやく。


　しからば結界より導き、二の二十二乗の過程をもってこれを循環くりかえす──はい、発動どうぞ」


　雪の結晶よりも小さい光の粒つぶ。


　花はな吹雪ふぶきが覆おおうように、淡あわい輝かがやきがレオンと爛ランの中心に渦うず巻まいて──ふわっと風を巻き起こし、メイメルの疑似結界が半径十数メートルまで拡張。





　──その合図と同時、二人の千せん年ねん獅しが駆かけた。





　口元に笑えみを浮うかべたまま爛が突っこむ。


　まっすぐ、何の小細工もない直線運動。十代の少女にしては速いが、レオンという卓たく越えつした使い手を相手にするにはあまりに緩かん慢まんな動きで。


　対して、レオンはまだ動かない。


　彼ひ我が十メートル……八メートル、七、六、……五メートル。


　直後、レオンの手元が動いた。──遠目に観戦していたユミィがそう認にん識しきした時には、自らの身長ほどある大たい剣けんを横よこ薙なぎに薙いだ後だった。


　蒼く輝く刃やいばの閃せん光こうがまず見えて、ユミィが風鳴りを聞いたのはその一いつ瞬しゆん後だ。


　成人男だん性せいでも抱かかえるだけで精せい一いつ杯ぱいの重量の大剣ながら、レオンの剣速は音速を凌りよう駕がする。


　常じよう人じんならば反はん応のうすら敵かなわない剣閃が爛に向かって襲おそいかかり。


　──とん。


　直後、千年獅の少女の姿すがたがフロアから消失した。


　……消えた？　レオンが頭上を見上げる姿に、ユミィもその視し線せんを追いかけて……


　頭上七メートル先にある天てん井じよう。千年獅の少女は、そこに逆さかさに着地していた。生まれながらに特とく異いな筋きん線せん維いと反応速度を持つ爛にしかできない芸げい当とうだ。


　大剣が空を切り、体たい勢せいを崩くずしたレオン。ぎちっ、という音が聞こえるほど強く拳こぶしを握にぎりしめ、少女が天井を蹴けって眼がん下かの剣士へ。


　だが。爛が天井から地上へ落下する瞬まばたきほどの時間に、レオンはすでに剣を縦たてに構かまえていた。頭上から迫せまる少女に向かって、今度は剣をすくい上げるように振り上げる。


「はっ！」


　真下から迫る剣閃。


　人の反はん射しや神しん経けいでは、空中で姿し勢せいを変えることができない。これは生物学の常じよう識しきだ。


　その常識は、褐かつ色しよくの少女によってあっさりと覆くつがえされた。拳と剣がすれ違ちがう瞬間、身体からだを虚こ空くうでひねってレオンの剣を回かい避ひ。すれ違いざまに剣の腹はらを全力で殴なぐりつける。


　ミシッ。鋼こう鉄てつより強きよう靭じんな刀身が悲鳴を上げた。


　手放しこそしないもののレオンの大剣が上に跳はねたのを捉とらえ、爛ランが空中でさらに一回転。その運動力を乗せてレオンの頭上から踵かかとを振ふり下ろす。──躱かわせるタイミングじゃない。誰だれもがそう判はん断だんする状じよう況きようで。


　それでも剣の千年獅は慌あわてない。刀身での迎げい撃げきは間に合わないと悟さとるや、自分の握る柄つかの先せん端たんを、爛の踵目がけてさらに真横から打ちつけた。


　ジッ──鋭するどい摩ま擦さつと何かが焦こげる音。照明を浴びて舞まう銀色の髪かみ。


「初めて見る連れん携けいだな、新しん技わざか？」


　前髪をゆらし、レオンが床ゆかに剣を突つき立てた。


　柄で踵を真横から叩たたくことでその方向をずらす。結果、爛の踵落としはレオンの前髪数本を綺き麗れいに切せつ断だん、床の金きん属ぞく板ばんを陥かん没ぼつさせただけで終わった。


「……うーん、オレの部下にはスパンと決まったんだけど。改かい善ぜんの余よ地ちありっぽいな」


　地に降おり立ち、こちらはやや釈しやく然ぜんとしない面おも持もちの少女。


「あそこは一回転しないでそのまま蹴った方が良かったな」


「やっぱり？　いやー、空中で華か麗れいに一回転して猫ねこキック！　って一度やってみたくてさ。なんか恰かつ好こういいじゃん」


「踵落としのくせに猫キックなのか？」


「おう、可愛かわいいだろ」


　腕うで組ぐみするレオンと対照的、なぜか嬉うれしそうに爛が答える。


「まあ一回やったから満足なんだ。んじゃ、そろそろ真ま面じ目めにやるか」


　爛からは口元の笑みが消え、ジャケットを脱ぬぎ捨すててタンクトップ一枚まいに。


　それと共に、にわかに場の空気が冷たくなった。先のうち合いですら人外の速度ゆえ、ユミィは視し認にんすら追いつかなかった。が、それでもこの二人にとっては予行練習。


　空気までもが軋きしむような緊きん張ちよう感が渦巻き、そして──


「おいレオン、早く剣構えろって。どうかしたのか？」


　剣士の異い変へんにまず気づいたのは、対たい峙じする少女だった。自分の握る大剣の刃をじっと見つめた恰好で、銀ぎん髪ぱつの青年の動きがぴたりと静止していた。


「……やめだ。今日はやっぱり気分が乗らない」


　言うなり、レオンの持っていた剣から刀身が砕くだけ散る。蒼あおく輝かがやく氷の結けつ晶しようが溶とけて消えていく様をしばし見つめ、その青年は爛にくるりと背せ中なかを向けた。


「お、おい!?　なんだ、悪いモンでも食って腹壊こわしたか？」


「俺の体調は常つねに万ばん全ぜんだ」


「ならどうして──」


「……悪いが。ちょっと、急に変な奴やつの顔を思いだした」


　刀身を失った剣の柄つかだけをレオンがじっと見つめる。


「変なヤツ？」


「昔からの知りあいだ。馬ば鹿かで頑がん固こで、俺がどんなに大剣を勧すすめても双そう剣けんが良いと言ってきかない奴で……俗ぞくな言い方をするなら好敵手ライバルみたいな奴だ」


「好敵手？　お前とやりあえる剣使いなんて、んなの浮遊大陸オービエ・クレアにゃいねーだろ」


　ぽかんとした表ひよう情じようで爛ランが頭をかく。


　天結宮ソフイアの護ご士しは千人を数え、剣使いも多く存そん在ざいする。が、その中でもレオンの強さは群ぐんを抜ぬいている。レオンと互ご角かくに戦えるのは、爛を含ふくめた千せん年ねん獅しくらいのもの。しかし他の千年獅もそれぞれ別の武ぶ器きを得手とし、剣を使う者はいない。


「お前も言ってたじゃん。剣でまともに戦える相手がいなくて退たい屈くつだって。天結宮ソフイアにいないんだったら、この浮遊大陸どこを探さがしてもいないだろ」


「……いる」


「ん？　なんか言ったかユミィ？」


「う、ううん……何でも……ないよ」


　血を吐はくような想おもいで、ユミィは誰にも悟さとられないくらい小さく首を振ふった。


　……違ちがうの爛。本当は、一人だけいるの。


　天結宮ソフイアにはいないけど、浮遊大陸には一人だけいる。ここに来る前にレオンが言いかけた、居きよ住じゆう区くの一いつ般ぱん人じんでありながら幽ゆう幻げん種しゆを倒たおせるただ一人の────





『一人だけいます』





　ユミィの胸むな元もとで、ペンダントに取りつけられた機械水晶イリスが輝かがやいた。


『シェルティス・マグナ・イールという少年がいます』


「……イリス!?」


　機械水晶イリスを手で隠かくそうとした時には遅おそかった。


『ユミィ、禁きんじられているのはシェルティスとの接せつ触しよくです。名を出すこと自体は禁止されてないですよ──レオン、あなたが頭に浮うかべたのも彼なんでしょう？』


　レオンは答えない。否ひ定ていしないのが答え。彼の佇たたずまいがそう告げている。


「おーい、そこの二人と機械水晶イリス。話が見えないぜ」


「わたしの記き憶おくだとー、何年か前に天結宮ソフイアで永えい久きゆう除じよ籍せきを受けた隊員にー、そんな名前の人がいたわねー」


　胸むねの前で腕を組み、何かを考えるような表情でメイメルが天てん井じようを見上げた。


「爛、あなたが千年獅になる前の話よ。そうね、まだ春蕾シユンレイもユミィも巫女見習いでー、レオンも千年獅になる前の幹かん部ぶ級どまりだったかしらー？」


「ふぅん。で、詳くわしくはどうなんだユミィ？」


「それは……」


　口が乾かわいてうまく喋しやべれなかった。本当は、誰かに聞かせるような話じゃない。あの時からずっと、今も自分の中で心の整理がついてないことだから。


『ユミィ、本来ならわたしが口出しすることではないですが、話すには良い機会でしょう。彼という特とく殊しゆな人間がこの世界にいるということ、巫女なかまであるメイメルや春蕾には情じよう報ほうとして伝えておいた方がいい』


　しんと静まりかえる中、隣となりに座すわる少女が不安そうなまなざしで見つめてきた。


「…………ユミィ、言いたくないなら……いいよ？」


「ううん、ありがと春蕾。でもイリスの言うとおりだと思うから」


　春蕾に見つめられ、ユミィはゆっくりとうなずいた。


「……シェルティスは、わたしの幼おさななじみなの。ずっと一いつ緒しよに暮くらしてて、本当に離はなれた時がないくらい一緒だった。でも──」


　食事も、遊ぶのも、いつも二人だった。永えい遠えんに一緒だと思ってた。そんな日にち常じように転てん換かん点をもたらしたのは、たった一通の知らせ。


「びっくりした……あなたは巫み女こ候こう補ほ生せいに選ばれましたって」


　もし巫女になってしまえば、一年のほぼ全すべてを天結宮ソフイアで過すごすことになる。一般人の謁えつ見けんは滅めつ多たに許きよ可かされず、巫女になればシェルティスとはもう会えなくなるだろう。しかしユミィには、それでも巫女になりたい理由があった。


「何日も何日も迷まよったけど……わたし、巫女になるってシェルティスに言ったの。だって、この大陸はいつも幽幻種に怯おびえて暮らしてる。今のアイツとの生活だって、いつ幽幻種に襲おそわれるかもわからない……だから思ったの。それならわたしが巫女になって結界を支ささえられれば、わたしがシェルティスを守ることにもつながるんだって」


　彼と一緒に暮らした思い出と、それを育はぐくんでくれた浮遊大陸を自分の手で守りたい。


　そう。巫女になったきっかけは、一番大切な人を守りたかったから。


「だから、シェルティスにもそう言ったの。巫女になるために天結宮ソフイアに行くことにしたって。……ずっと一緒だったけど、ごめんなさい、お別れだねって」


　──彼を守るために、彼と別れるという選せん択たく。


　自分でもふしぎなくらい、涙なみだがあふれて止まらなかった。ずっと迷って迷って、もう迷わないくらい考え抜ぬいたはずの選択なのに。


　けれど泣きじゃくる自分に、彼は笑ってこう言ってくれたのだ。





〝お別れじゃないよ〟


〝──シェルティス？〟


〝ユミィが巫女になって僕ぼくを守ってくれるって言うなら、僕だってユミィを守る千せん年ねん獅しになる。そうすれば一緒にいられるでしょ？〟


〝…………〟


〝だから泣かないで、ね？　だいじょうぶ。塔とうの一番高いところまで、絶ぜつ対たいユミィのところまで行くからさ〟





『ユミィは巫女候補生として天結宮ソフイアに入り、その同日、シェルティスも天結宮ソフイアの護ご士しとして入にゆう宮きゆうした。と、わたしはシェルティスから教えてもらったことがあります』


「……そうだね」


　わたしのそばに、わたしを守るために頑がん張ばってくれる彼がいる。その安心感があったから、血の滲にじむような巫女の修しゆ行ぎようにも耐たえられた。


『ちなみにユミィが修行に耐えているのと同時に、シェルティスも努力していましたよ。体たい格かくや素そ質しつに恵めぐまれていたわけではないけれど、良き相手がいたということが大きかった────ねえレオン？』


「どうだかな」


　銀ぎん髪ぱつの青年が苦く笑しよう。


「ってレオン、お前かよ」


　呆あきれた表情の爛ラン。レオンはといえば、こちらは珍めずらしく勝ち誇ほこったように胸むねを張はって、


「先に言っておくが、七百九十三勝七百九十二敗で俺の勝ち越こしだからな」


『あれ、わたしはシェルティスから七百九十三勝七百九十二敗でシェルティスの勝ち越しだと教えてもらいましたが』


「なにぃっ!?」


「…………ユミィ？」


　春蕾シユンレイにこっそり聞かれ、ユミィは微苦笑と一緒にそっと耳打ちした。


「一試合引き分けがあったんだけど、二人とも自分の勝ちだって譲ゆずらないの」


　そう、わたしとシェルティス、それに途と中ちゆうからはレオン。本当に仲が良かったと思う。三人で天結宮ソフイアを抜ぬけだして遊びに行ったり、それが見つかって三人で怒おこられたことも。


　──巫女の訓練は辛つらかったけど、三人でいる時は何もかもが楽しかった。


「でもよ、レオンとやりあえるくらいなら相当だぜ。そいつが永えい久きゆう除じよ籍せきだなんて、普ふ通つうありえないと思うんだけどな」


「爛、あなたの言うとおりなの。……あれは、三年前の夏だったと思う」


　ユミィが巫女候補生の中でも徐じよ々じよに成績を上げていた時だ。


　シェルティスは十四歳さい、レオンは十五歳。三年前に二人は既すでに、異い例れいの若わかさで天結宮ソフイアを守る護士たちの幹かん部ぶ級──千せん年ねん獅しの候補まで上り詰つめていた。


「わたしが、巫女の最終試練を受ける少し前だった。シェルティスもちょうど新しい警けい備び地区を任まかされたの。オービエ・クレアでも幽ゆう幻げん種しゆの出しゆつ現げん頻ひん度どが高い外周地域」


　過か酷こくな任にん務むだが、二週間程てい度どで天結宮ソフイアに戻もどることができる。自分が天結宮ソフイアの大だい聖せい堂どうで籠こもる日々が終わった頃ころにシェルティスも帰ってくるはずだった。


「わたしの方は、とにかく頑がん張ばって最終試練まで進めて……あと少しで巫女になれるんだよって、とにかくシェルティスに言いたくてずっと待ってた。だけどいつまで待っても、シェルティスは帰ってこなくて……」


　約束の二週間が過すぎ、三週間が過ぎても少年は戻ってこなかった。不ふ審しんに思い誰だれかに相談しようと思った矢先、レオンの方からやってきた。





〝…………話がある〟


〝どうしたのレオン、暗い顔して〟


〝ユミィ、シェルティスは戻ってこない〟


〝え？　……や、やめてよレオン……やだなあ……それ、笑えない冗じよう談だんだよ〟


〝俺おれだって信じたくない。だけど、シェルティスと同じパーティにいた隊員からの報ほう告こくだ。ユミィ、落ちついて聞いてくれ。あいつは──〟





「……信じられなかった。シェルティスが浮遊大陸から穢歌の庭エデンに落下したなんて」


　浮ふ遊ゆう大陸オービエ・クレアの端はしには崖がけがあり、滝たきがある。


　足を踏ふみ外せば、そこは何もない空が広がるだけ。だからこそオービエ・クレアの端には転落防止用の周しゆう壁へきが用意されている。


　──だが、浮遊大陸オービエ・クレアから落下する犠ぎ牲せい者しやはゼロにはならない。


　たとえば飛ひ空くう艇ていが飛ひ竜りゆうなどの害がい獣じゆうに墜おとされたり、幽幻種に襲おそわれることもある。


　落下する先には、猛もう毒どくの障しよう気きと謎なぞの黒水の充じゆう満まんする穢歌の庭エデン。幽幻種の棲みかである場所に人が落ちればどうなるか……生せい還かん者しやの事例はない。


「あ、それならオレも報告書を見た覚えがあるぜ。天結宮ソフイアの隊員が穢歌の庭エデンに落ちたっていう話。その時は名前までは公表されてなかったはずだけど」


『そうです。ここまでは天結宮ソフイアの電子記録からも辿たどることができますしね。しかしその先の出来事は、天結宮ソフイアの公的記録から抹まつ消しようされてしまっている。ここから先は──』


　爛ランの問いにそこまで答え、機械水晶イリスがにわかに沈ちん黙もくする。


『……ユミィ、この先はあなたが言うべきです』


　胸むねの中に残るよどんだ空気を吐はきだし、ユミィはゆっくりと息を吸すいこんだ。


「シェルティスは生きてるの」


「……待て待て、だから、シェルティスってのは死んだんだろ。穢歌の庭エデンに落ちて」


「戻ってきたの。穢歌の庭エデンから、この浮遊大陸に」


　春蕾シユンレイ、爛、そしてメイメルからも表ひよう情じようが消えた。魔ま笛てきの充みちる穢歌の庭エデンに落ちて生きているどころか、この浮遊大陸に戻ってきただなんて──そんな奇き蹟せきが起こるはずない。


「ユミィだけじゃない、俺も自分の目でたしかにあいつを見た」


　そう告げるレオンは、自らの大たい剣けんの柄つかを握にぎりしめていた。


「俺もユミィも、最初は自分の見てるものが信じられなかった。服はボロボロで全身生きてるのがふしぎなくらいの大ケガを負って……だけど、間ま違ちがいなくシェルティスだった」


　彼が生きていた。あまりに突とつ然ぜんな出来事にとまどいながら、それでもユミィはこの奇蹟に感かん謝しやした。泣きながら彼に抱だきつこうとして──本当の悲ひ劇げきは、そこからだった。


　今でもユミィは、あの時のことを夢ゆめで見る。


「すぐには信じられなかった……。なんで、なんで……わたしはシェルティスの手を握にぎることもできないんだろうって」


　自分とシェルティスには、手を握ることも抱き合うことも許ゆるされなかった。


　あの、通つう常じようならば絶ぜつ対たいに起こりえぬ現げん象しようのせいで。


「ん？　そりゃどういうことだ？」


「……手を握れない……拒きよ絶ぜつ？……穢歌の庭エデンに落下した……沁しん力りよくと、それに抗あらがう力は……ああ、もしかして」


　しかめ顔の爛。それと対照的なのが春蕾とメイメルの巫み女こ二人だった。互たがいにうなずき、二人を代表してメイメルが爛へと視し線せんを送る。


「爛、強力な沁力と魔笛が触ふれた時どうなるかしら？」


「そりゃあ……反対の力同士なんだから互いに拒絶しあうだろ。んで、あんまり強すぎる力同士だったら、『エルベルト共鳴』っつぅまた特とく殊しゆな物理現げん象しようを起こすんだっけ」


「やめて」


「ん？」


「爛ラン……ごめんね。その単語、思いだしたくないの」


　エルベルト共鳴。爛が口にしたその単語に、ユミィは反はん射しや的に奥おく歯ばを嚙かみしめていた。


　……本当に、アレだけは思いだしたくない。


　二年前、シェルティスと自分の間に起きた──あの忌いまわしい炎ほのおの痛いたみは。


「──こほん。とりあえず爛、もうわかったでしょ。穢歌の庭エデンに落ちたシェルティスという護ご士しに何があったのか。ユミィと拒絶しあった理由も」


「ん……てことはよ、まさかそのシェルティスってやつは」


　メイメルの言葉の意味、それを察した爛の表情が険けわしさを増ました。


『そうです。シェルティスは確たしかに穢歌の庭エデンから生せい還かんした。けれどその身体からだからは人が有するはずの沁しん力りよくが消え、かわりに穢歌の庭エデンの魔ま笛てきが宿っていた』


「幽ゆう幻げん種しゆだけが有する力が魔笛。それを人が有したケースなんてない、あってはいけないこと。もし一いつ般ぱんに知られれば、それは論ろん争そうと混こん乱らんの火種をまくだけ。天結宮ソフイアの各局としても、そのシェルティスっていう子を明るみに出したくなかったのねー」


　機械水晶イリスにそう告げるメイメルの瞳ひとみは、鋭するどい知ち性せいの輝かがやきを宿していた。


『おおむねその通りでしょう。もちろんそういった議論は記録に残っていませんが』


「ふふふ。でもでも、周囲があわてた理由はもう一つあるんでしょー？　主に皇おう姫ひ様とわたしたち巫女、そして氷ひよう結けつ鏡きよう界かいにからむ理由で」


『さすがメイメル、ご慧けい眼がんです』


　謎なぞときを楽しむかのような雰ふん囲い気きのメイメルに、機械水晶イリスが称しよう賛さんの声こわ音ね。


『天結宮ソフイアの幹かん部ぶがあわてたのは、シェルティスの宿した魔笛が未知のものであったということ。正体不明の魔笛を有する彼を天結宮ソフイアに在ざい籍せきさせておけば、塔とう内ないにいる皇姫や巫女、場合によっては氷結鏡界そのものに悪あく影えい響きようが出るかもわからない。そこで有ゆう識しき者しやが集まって出した結論が、シェルティスを天結宮ソフイアから除じよ籍せきして追放すること。彼がなした功こう績せきも何もかも、あらゆる過か去こにさかのぼって消去した上で』


　ユミィはレオンと共に反対した。けれど二人はシェルティスと面識のある身。親しい間あいだ柄がらの人間がかばおうとしても、それはただの擁よう護ごとみなされただけだった。


「とにかく天結宮ソフイアから遠ざけてしまうってことか。たしかにそれしかないんだろうけどよ、なーんか後味悪いな」


　その言葉のとおり、爛はいま一つ釈しやく然ぜんとしない面おも持もちだった。


『とりあえず内ない密みつにお願いします』


「その辺は心がけているつもりよー。でも最後に一つだけ、ねえユミィ？」


　いつの間にか、ドレス姿すがたの巫女の視線はこちらに向いていた。とぼけた笑え顔がおの中に、いつになく鋭いまなざしを含ふくませて。


「あなたそういえば、巫女になって一年経つのにまだ千年獅パートナーをつけてないわね」


　──やっぱり。


　握にぎった手の平がじわっと汗あせばむ。……この先せん輩ぱい巫女だけは絶対に気づくと思ってた。シェルティスの話をするにあたって、自分が一番怖おそれていた指し摘てき。


「待ってるの？　シェルティスという子が戻もどってくるのを」


　静せい寂じやく、そして。


「…………いいえ」


　そう答えた瞬しゆん間かん、胸むねの奥おくで吐はき気にも似にた痛いたみがはしった。


「それは……巫女は、私し情じようを挟はさんでいけないことくらい……わきまえてます。今はただ、……まだ誰をパートナーにするか迷ってるだけです」


　一言一言、絞しぼりだすたびに口の中で血の味が広がった。メイメルの言いたいことはわかってる。だけど──それでも、口にすることは別種の苦しさがある。


「そうねー、厳きびしいようだけどそれが正せい解かい。あなたの身に何かがあれば浮遊大陸全体が危き機きに陥おちいる。──良いこと？　巫女は死んではいけないの。たとえ誰を犠ぎ牲せいにしたって、わたしたちだけは生き延のびて氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえなくちゃいけない。そのためにも、巫女は自分の私情を挟んではいけない」


「……はい」


「とまあ、ちょっとだけ天結宮ソフイア各局の局長カタブツみたいな建前を言ってもみたけれど」


　にわかに、ふっとメイメルのまなざしがやわらいだ。


「千せん年ねん獅しだってすぐ決めろってわけじゃないわ。皇サ姫ラ様だって何も言ってこないでしょ？　それならあの方も、まだあなたのワガママを認みとめてくれているわけだし」


　皇姫サラ。この天結宮ソフイアの主にあたる女じよ性せいだ。


　浮遊大陸で最も強大かつ純じゆん度どの高い沁しん力りよくを有し、穢歌の庭エデンを凍とう結けつする氷結鏡界の祈いのりを捧げている。ユミィたち巫女はその補ほ佐さであり候こう補ほ生せいのようなものだ。


「さて、わたしはそろそろ失礼するわー。ユミィ、あなたも休息をとりなさい？」


　優ゆう雅がな仕草で椅い子すから立ちあがり、ドレス姿の巫み女こは微び笑しようを残して立ち去った。
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　天結宮ソフイア、２８７階。


「…………疲つかれた」


　就しゆう寝しん用の寝ね間ま着き姿で、ユミィは自室のベッドに転がりこんだ。


『ユミィ、法ほう衣いを脱ぬぎっぱなしで置いておくと皺しわになりますよ』


　テーブル上の機械水晶イリスがめざとく指し摘てき。おしゃべり相手としては退たい屈くつしないのだけれど、妙みように躾しつけが厳しかったりするのが難なん点てんだ。


「……寝てる間に妖よう精せいさんが綺き麗れいにしてくれるよ」


『妖精さんじゃなくて給きゆう仕じさんたちですけれどね』


　──昔は、シェルティスがやってくれていた。


　自分が料理で彼が掃そう除じと洗せん濯たく。ずっとそんな役やく割わり分ぶん担たんを続けたせいで、自分は洗濯やら掃除が苦手だし、シェルティスは料理が下手なのだ。


『何はともあれ、休んだ方がいいですよ。あと三日と四時間で本番です』


「うん」


　究極の結界である氷結鏡界は、天結宮ソフイアの最上階で祈りが行われている。皇姫と巫女によって氷結鏡界は交こう代たい制せいで維い持じされており、あと三日で皇姫からユミィたち巫女の番だ。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。模も擬ぎ訓練でもちゃんとできたから。あとはちゃんと身体からだを休めて、体調を整えるのも巫女の仕事だもん」


　うつぶせになって枕まくらに顔をうずめる。枕から香かおるほのかな甘あまい匂におい、それが心ここ地ちよく眠ねむ気けを誘さそってくれる。


『そうですね、身体を休めることもあなたの仕事だと思います。……ところでユミィ、寝転がったままでいいのでちょっとこっち向いて』


「どうかしたの？」


　ベッドの上で身体を横向きにし、機械水晶イリスを真正面からのぞきこんだ。


『こ、この数すう値ち!?　ユミィ、あなたって人は……』


「だから何が」


『怖おそろしい……わたしのセンサーによると、またバストが一回り成長しましたね？　寝る子は育つと言いますが、まさかユミィのボディが二年でこうも強きよう烈れつに育つなんて。もう法衣の胸むな元もとをはだけてみせるだけで大たい抵ていのオトコは悩のう殺さつでき────ばふぅっ！』


　投げつけた枕の下した敷じきになって機械水晶イリスが沈ちん黙もくする。


『……ユミィ、痛いです』


「メイメルみたいなこと言わないの」


　うつぶせに身体を戻もどし、ユミィは予よ備びの枕を取りだした。


『メイメルは良い先せん輩ぱい巫み女こですよ。いつもあなたのことをからかう素そ振ぶりを見せますが、それが彼女なりの気き遣づかいに思えます』


「半分は、メイメルの趣しゆ味みだよ絶ぜつ対たい」


『ユミィがそう仰おつしやるのなら、そういうことにしておきましょう』


　からかうような口調で笑う機械水晶イリスに対し。


「……ねえイリス」


　枕に顔をうずめ、ユミィはじっと虚こ空くうを見上げた。


　同じ巫女である春蕾シユンレイにも、昔からの知りあいであるレオンにも話せない自分の迷まよい。


「あのさ。もしかして……わたし、だめな巫女なのかな」


『これはまた唐とう突とつですね』


「だって……巫女は浮遊大陸全体のために命をかけて結界を張はるものでしょ？　それはわかるの。でもその中に、一番守りたかった人がいなくなったら……どうすればいいの」


　シェルティス、彼のためにこそわたしは巫女になりたかった。


　けれど巫女の就しゆう任にん式しきに彼の姿すがたはなくて、天結宮ソフイアのどこにも彼の居い場ば所しよはない。今は居きよ住じゆう区くで暮くらすよう強きよう制せいされているらしいが、その様子だって伝わってこない。


『巫女として浮遊大陸に尽つくさなければならない。一方で、誰だれより守りたかった少年は自分の届とどかぬ場所へと行ってしまった。巫女としての心と少女としての心の葛藤すれちがい──』


　そう告げる機械水晶イリスの声は、教え諭さとすように穏おだやかだった。


「……それってワガママなのかな。千せん年ねん獅しを選べないでいるのもそうなのかな」


『ワガママかどうかは主観によるものです。けれど千年獅を選べないでいる理由はきっと、今あなたが感じている葛藤すれちがいによるものでしょうね』


　心のすれ違ちがい。いつかわたしも────


『それはユミィ、あなたが見み出いださなくてはならない問題です』


　……うん。うなずく代わりに、握にぎっていた枕を胸元にぎゅっと抱だき寄よせた。


『さて、少し長話が過すぎましたね。消しよう灯とうしましょうか』


　天てん井じようの明かりがゆっくりと消えていく。陽光の明かりに似にせた照明は夜色の影かげにまぎれ──いつしか、天井の壁かべには何百何千という星明かりがあった。


　天球再生プラネタリウム。オービエ・クレアの夜空を機械水晶イリスが記き憶おくして投とう影えいしたものだ。宝ほう石せきのように輝かがやく見み渡わたすかぎりの星の海。一ひと際きわ大きく、そして煌こう々こうと輝く青い月。


『おやすみなさいユミィ、良い夢ゆめを』


「おやすみなさい、イリス」


　室内に再さい現げんされた立体的な夜空に抱いだかれ、ユミィはそっと目を閉とじた。
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　──街に吹ふきこむ風は、朝あさ露つゆのような水気を帯びていた。


　陽ひがまだ地平線に半分隠かくれ、夜の空にようやく紅べにが混まじり始めた時じ刻こく。


「…………」


　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』。


　その裏うら口ぐちを抜ぬけた裏庭で、少年は早朝の冷風にじっと身を委ゆだねていた。


　三方を壁かべに囲われた緑の園。その中心に根を張はる大たい樹じゆを見すえる。──大樹の枝えだの先には、一枚まいの紙切れが糸で括くくられて宙ちゆうにぶら下がっていた。


「ねーシェルティスってばぁ。さっきから黙だまっちゃってるけど、まだー？」


「エリ姉、ユトお腹なか空すいた」


「…………」


「あー、そうだね。あたしも空いた。チョコレート持ってきたから食べる？」


「わーい、食べる食べる！」


「……………………」


「ほらシェルティスも、紙切れなんか眺ながめてないでチョコレ────」


「あぁぁぁーっ！　、もう、集中が途と切ぎれる！　話しかけないでって言ったじゃない！」


　絶ぜつ叫きようを上げ、シェルティスは背はい後ごの少女二人へと振ふり向いた。


「何言ってんのよ。これくらいで集中力切れる方が悪いの。ねー、ユト」


「悪いのー」


「……見たいって言ったの二人のくせに」


　溜ため息いきをぐっと堪こらえ、両手に構かまえる銀色の金きん属ぞく棒ぼうを握にぎり直した。大陸法で携けい帯たいが許きよ可かされている合ごう金きん製せいの護ご身しん警けい棒ぼうだ。


　それを二本。両手とも逆ぎやく手てに構え、自然体の姿し勢せいでゆるりと提さげる。


　直後。





　音も風も、全すべてを置き去りにしてシェルティスは動いた。


　少女二人の前、少年の身体からだが一いつ瞬しゆんぶれる。


　一瞬ぶれて、ただそれだけだった。少年の立ち位置は変わらないし、警棒はだらんと下に向けて提げたまま。ただしその足もとだけが──シェルティスの右足にあたる地面が抉えぐれ、小型のつむじ風が砂すなと草を巻まき上げていた。


　さながら、何かが超ちよう高速で地表を駆かけ抜ぬけた跡あとのように。


「……ふぇ？」


「はい、見せたよ」


　ぽかんと呆ほうけた表ひよう情じようのエリエに向かって振ふり返る。


　その一瞬あとに──木の枝から細糸で括りつけられた長方形の紙が、上下二つに綺き麗れいに裂さけた。風にあおられ、紙の下半分だけが大樹の根元に落下する。


「おおっ……なんて言うか、これは」


　エリエが食い入るように見つめる先は、いまだ糸で括りつけられた残りの方だ。


　真ん中から真っ二つにもかかわらず、残された紙の上半分がまったく揺れていない。紙を吊つり上げている細糸すら、微び弱じやくな振しん動どうをも見せていなかった。


　──わずかな風すら残さない。静せい寂じやくの極きよく限げんにいたる研とぎ澄すまされた剣けん閃せん。


「なんていうか……物理的にできるもんなの？」


「エリエ、そっちじゃない。ほらこっち。こっちの方がすごいから」


　離はなれた箇か所しよに立つ少女を手て招まねき。


「ん？」


「紙じゃなくて、ほらこっちの糸の方」


　木の枝に結ゆわえた細糸。紙の上半分を支ささえる糸を指先でつんと弾はじいてやる。


　──ピシッ。


　ペン先ほどの太さしかない糸が縦に二つに裂けていく……その亀き裂れつは上から下に伸のびていき、上半分残っていた紙し片へんもまた縦方向に切せつ断だんされた。


「え、え、……ちょ、どうしてそうなるの？　手品？」


「んーと、普ふ通つうに斬きったよ」


　居い合あいと同じラインで左手の警棒を横薙なぎ、まず紙を横に切断。


　それと同時に、逆手に構えた右手の警棒を下から斬り上げ、上半分の紙片と細糸を縦に切り裂いた。……のだけど、それを一瞬で流れるように行ったから、ぼうっと眺めていたエリエには何が起きたのか理解できなかったのだろう。


「うーん、わかんない。先が丸まってる棒きれで、なーんでこんな綺麗にスパって紙と糸を切れるかな。シェルティスちょっとそれ貸かして」


　二本の警棒を両方抱かかえ、エリエがその先せん端たんをじっと見つめる。


　もともと護身具として開発された警棒だ。先端は丸く潰つぶれてるし、軽金属を用いているから棒自体の重量もない。薄うす紙がみを棒で横よこ殴なぐりにしても普通はクシャッと潰つぶれてしまう。


「摩ま擦さつで斬ったの。警棒の先端で紙の表面をこするように斬るのがコツかな」


「……むー、やっぱり録ろく画がしとけばよかった」


　頰ほおをふくらませてエリエが腕うで組ぐみ。そんな彼女の反はん応のうを横目で流し、シェルティスは再ふたたび枝えだに括くくられた糸へと視し線せんを向けた。


「でもねエリエ、これくらい天結宮ソフイアの護ご士しなら普ふ通つうレベル」


　凄せい惨さんを極きわめる訓練の果てに人にん間げん業わざを超こえた技ぎ量りようを身につけ、ようやくスタートライン。そうでなければ幽ゆう幻げん種しゆに立ち向かうことは適かなわない。


「噓うそぉ？　あたしからすれば達人通りこして変人級なんだけど……これでも普通？」


「普通だよ。たとえば、護士の中でも千せん年ねん獅しに選ばれるメンバーはとにかく別べつ格かく。レオンならこれを大剣で、目をつむっても絶ぜつ対たい失敗しない」


　……そして、きっとこれをブランクって言うんだろうな。


　居きよ住じゆう区くに来てからも自主的な鍛たん錬れんは怠おこたっていない。けれど警棒を振った瞬しゆん間かんにわかるほど身体からだの反はん応のうが鈍にぶくて、警棒が空気を切り裂く感覚も忘わすれかけている。実戦から離れれば腕うでが錆さびつくのは当然だとわかっていて、それでも軽い危き機き感があって──


「……あれ？」


　ぱちくりと目を瞬しばたたかせ、シェルティスはエリエの握にぎる警けい棒ぼうをじっと見つめた。


　──そういや僕ぼく、なんで危機感なんか感じてるんだろう。


　自分はもう、居住区で暮くらす一いつ般ぱん人じんでしかない。戦場に赴おもむく必要もなければ剣の訓練も必要ないし、剣けん技ぎが錆びつくのだって気にしなくていいはず。なのに居住区に来てからも、気づけば剣の代わりに警棒を振っていて、剣技の衰おとろえを怖おそれている僕がいて……


「あのさシェルティス」


「ん？」


　エリエの声で、ふと我われに返った。


「ところでさ、シェルティスも天結宮ソフイアで剣使ってたんでしょ」


「そうだけど？」


　すると彼女は、今ひとつ腑ふに落ちないといった表ひよう情じようで、


「でもシェルティスってほら、身体も細いし力持ちってイメージじゃないよね。でっかい剣をブンブン振ふりまわせるイメージしないんだけど」


「……人が気にしていることを」


「で、で？　実じつ際さいどうなの？」


「大剣は重いから僕は双そう剣けんしか使えなかったよ。こういう警棒みたいな、少し細身で軽い剣を二本使うの。基き本ほん、片方が逆ぎやく手てで片方が順手持ち。気分で変えたりするけど」


　ショートジャケットの裾すそをツンツンと引っ張ぱられる感かん触しよく。ふとそちらに目をやれば、ユトが何かを期待する目でこちらを見上げている姿すがた。


「……今日は肩かた車ぐるまとおんぶどっちがいいの？」


「肩車！」


「はいはい。で、エリエの方は信じてくれる気になった？」


　ユトを肩に乗せて振り返る。


「今の見せられると……天結宮ソフイアの巫み女こ様とかの元知りあいっていうのも信じちゃおうかなって。だけど本音を言えば、まだ半分信じきれてない部分があってさ」


「僕のこと？」


　ううん違ちがう違う──エリエが気楽な様子で首を横にふる。


「シェルティスがじゃなくて、シェルティスの身体に取り憑ついてるっていう魔ま笛てきの方。幽ゆう幻げん種しゆを素す手でで殴なぐって無事なのは、たしかにそうでもないと説明つかないけど……」


「そりゃあ天結宮ソフイアでも最初はパニックだったよ。そんなはずがないって」


　穢歌の庭エデンに落下したのが三年前、そして浮遊大陸に帰き還かんしたのが二年前。あの呪のろわれた世界に落ちていた期間、記き憶おくはほとんど残ってない──けれど自分が戻もどった時には、浮遊大陸では実に一年の時が流れていた。


　その間いつ魔笛が身体に宿ったのか、それは今もわからないままだ。


「魔笛って、『取り憑かれてるーっ！』って感じするの？」


「それが全然」


　今度はシェルティスが首を横にふる番だった。魔笛に取り憑かれた身体は、前と何ら変わりない。天結宮ソフイアの精せい密みつ検けん査さにおいても、体組そ織しきには何一つ影えい響きようが見られなかった。


「だよねー。ていうかほら、幽幻種の紫むらさきっぽい霧きりも出てないしね。つまりはさ、取り憑いてはいるけど身体の中に隠かくれてるってことでしょ」


「あ、それは違ちがうみたい。電気の帯電みたいなものらしいから」


「どゆこと？」


「幽幻種の霧みたいに目に見えるわけじゃないけど、僕の魔笛は外部にも放ほう射しやされてるとか何とか。だからこそ、沁しん力りよくを放出してる巫女に触ふれると拒きよ絶ぜつ反はん応のうが起きるわけで」


「ちょ、ちょっと待って！　てことはシェルティスに触さわったら魔笛に感かん染せんするの!?」


　ずざざっと、顔を真っ青にしてエリエがあとずさる。


「魔笛に触れることにはなるんじゃないかな」


「へえ。ところでごめん、あたしちょっと急用で。──ユト、早く逃にげるわよ！　あたしたち一般人が魔笛に触れたら死んじゃうんだから！」


「……そんなんだったら僕は居きよ住じゆう区くで生活できないって」


　ユトを肩かたに乗せつつ大たい樹じゆの方へ。


　ひらひらと落下していく葉を空中で一枚まいつまむ。幽幻種の魔笛が触れればたちまち腐くさっていくはずの葉は、シェルティスが触れても瑞みず々みずしい緑を保たもったままだ。


「おおっ!?　って、今さらだけど、シェルティスの魔笛はどうして安全なの？」


「僕も全然わかんない。なんでだろ」


　つまんでいた葉をあらためて眺ながめてみるけれど、何も変わったことはない。


「天結宮ソフイアで魔笛の検査させられたんじゃないの？」


「したよ。おっきな機械から人工的に沁力を浴びせられたり。鍵かぎのかかった部屋に入れられて、監かん視しカメラで何日も監視されたりとか……ほんと実験体みたいに色々とね」


　けれど、度たび重かさなる実験でも自分の身体からだに宿る魔笛の正体はわからなかった。


「わかったことは二つだけ。僕がエリエとか一般人に触れても直ちよく接せつの悪影響はないらしいってこと。もう一つは、巫女や皇おう姫ひみたいに極きよく端たんに沁力が強い相手の場合のみ、どうやら拒絶反応を起こすらしいっていうこと」


「ふむ、天結宮ソフイアはダメだけど居住区なら暮くらせるわけね。不幸中の幸いってやつ？」


「でも監視はされてるかも。昨日も話したけど、僕が天結宮ソフイアから追放された時に『監視はどうするんだ』みたいなこともちょっと耳にしたから」


「うげっ……もしやこんな会話も見み張はられてる？」


「どうだろう。今までそんな視線を感じたことないから。もしかしたら監視の話自体そもそも脅おどしだったかもしれないし」


　昨夜、エリエには自分の大まかな事じ情じようは話してあった。彼女には幽幻種の魔笛を受けて無む傷きずだということを見られている。ならば黙だまっていることであれこれと勘かんぐられるより、本当のことを喋しやべってしまった方がマシだろう。


「あのさ、巫女様とはそれから会ってないの」


「ユミィのこと？」


「うん。二年前に天結宮ソフイアを追放されて、それっきり？　何か手紙とかやり取りは？」


「昨日も言ったけど接せつ触しよく禁きん止し命令が出てるから。天結宮ソフイアの関係者との接触、一いつ切さいを禁止するって……でも珍めずらしいね、エリエが巫女様って様付けだなんて」


　エリエとは『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』で一いつ緒しよに働いて二年になる。けれどその中で、彼女が他人に敬けい語ごを使う場面はほとんど見たことがない。


「えーそりゃあ、浮遊大陸を守ってくれてるんでしょ。あたしが機械いじりできるのもそのおかげだし。やっぱりそれは忘わすれちゃいけないと思うじゃない」


「それ本人に言っちゃだめだよ、たぶんものすっごい恥はずかしがるから」


　本人がここにいれば、きっと耳まで真っ赤にして恥ずかしがっていただろう。恥ずかしそうに、けれど嬉うれしそうにはにかみながら。


「ねね。ユミィって巫み女こ様は、あたしより一つ上なだけなんでしょ。どんな人なの？」


　目を輝かがやかせて迫せまるエリエ。そんな彼女を前に、シェルティスはしばし空を見つめ、


「どんな人って……普ふ通つうの女の子だよ。掃そう除じと洗せん濯たくが壊かい滅めつ的に下手だけど」


「えー、気になるなあ。若わかかりし頃ころのシェルティス君は、その巫女様と本当に幼おさななじみなだけ？　もっと熱い関係とか気になる関係とか！」


「あ、そろそろ仕事の時間だ」


「ちょっとー！　普通、そこで堂々と話題逸そらす？」


　上着の裾すそを引っ張ぱられ、しぶしぶと振ふり向いた。


「期待されてもそんな関係じゃないよ。ただの幼なじみ。それにいまは一いつ般ぱん人じんと巫女だもの。住んでる場所も立場も違ちがうし」


　……そうやって納なつ得とくしなくちゃいけない。


　二年前までは多数の巫女見習いの一人だったユミィも、いまは氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえる巫女。浮遊大陸になくてはならない存そん在ざいになっている。かたや自分は居住区に住む普通の人間。謁えつ見けんすらまず許ゆるされることのない関係だ。


「僕は……ユミィが無事にやっていけてるならそれで十分だから」


「でもさー、ユミィって巫女様、まだ自分の千せん年ねん獅しをつけてないんでしょ。それってつまり、誰だれかさんを待ってるってことなんじゃないの？」


　語気を強めるエリエの気持ちはうれしかったが、シェルティスはあえて苦く笑しようを選んだ。


「ううん。それ、あんまり考えないことにしてるんだ。色々考えちゃうと、一日それで終わっちゃいそうだしね」


　ただ単に適てき当とうな候こう補ほがいないだけかもしれない。いずれにせよ居住区で生活するほかない自分には、もはや手の届とどかない話だ。


「……ま、シェルティスの決めることだし。あたしはいいけどね」


　肩かたをすくめて溜ため息いき。かと思った次の瞬しゆん間かんには、エリエは勢いきおいよく両手を上げて、


「よし！　それじゃあそんなシェルティス君を元気づけるため、星せい礼れい祭さいで思いっきり遊ぶよ！　たくさん食べて遊んでパーッとやるよ！」


「……えー」


「あ、こらっ！　なんで当の本人が嫌いやな顔するのよ」


「僕、バーベキューの特上肉のせいで、今月早くも所持金が底つきそうなんだけど？」


　正直なところ、給料日直前は水を飲んで飢うえをしのごうかと思っていたりする。


「そこらへんは調ちよう査さ済ずみよ。あのね、大通りの飾かざりつけを手伝えば割わり引びき券けんが配られるの。当日のお祭りは割引価か格かくで食べたい放題の遊びたい放題なんだから！」


「へー、そんな割引券なんてあるんだ。……で、誰がそれ用意するの？」


「そりゃあもちろん」


　当然とばかりエリエはにこりと微笑ほほえんで、


「あたしは自分の分用意するから、シェルティスは自分とユトの分の割引券、稼かせいでね？」
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　街の広場に近い大通りには、星と月をかたどった模も様ようの旗。


　上空を見れば、色いろ鮮あざやかな風船が無数に空に浮うかんでいる。出店の骨ほね組ぐみを組み立てる大人から、大通りのゴミを拾い集める子こ供どもまで。


「なんだか、街中が星礼祭の準じゆん備びで大おお忙いそがしって感じ」


　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の屋上で──


　飾りつけ用のリボンと旗を山ほど抱かかえ、シェルティスは眼がん下かの大通りを見下ろした。


　人通りで賑にぎわっているのはいつものことだが、広場には式典用の舞ぶ台たいが急きゆう設せつされ、通りの先にも極ごく彩さい色しきのタイルで装そう飾しよくされた豪ごう華かなアーケードができている。


「だからそう言ったじゃない。だって年に一回しかないお祭りだもん」


　そう言うエリエも『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の屋上。こちらはガスボンベで式典用の風船を膨ふくらませては空に浮かばせる仕事だ。


「僕、去年は仕事があったから星礼祭は初めてかも」


「あれ？　でも天結宮ソフイアにいたときは？」


「その時は警けい備びで大忙し。なにしろ──」


　シェルティスは作業の手を休め、はるか遠くにそびえる白はく亜あの塔とうを指さした。


「あの皇おう姫ひが塔から出てくるなんて滅めつ多たにないんだから」


　星礼祭──浮遊大陸で祀まつられる最も古くからの祝祭である。開かい催さいは明後日あさつて、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの結界統とう制せい権けんが皇姫から巫女に譲じよう渡とされる時期と共通だ。


「ねね、シェルティスは皇姫様にも会ったことある？」


「話したことが一回だけかな。護ご士しの幹かん部ぶ試験に受かった時に」


「どんな人？」


「そう言われても、顔はヴェールみたいなので隠かくしてたから。……でもすごい人だよ。ユミィはあの人に憧あこがれて巫み女こになろうって決めたんだって」


　皇姫サラ。天結宮ソフイアの最上位であり、浮遊大陸で最も強大な沁しん力りよくを持つ人間と言われている。補ほ佐さ役である五人の巫女もはるかに高次の存そん在ざいだが、皇姫はそのさらに上を行く。


　究極の結界である氷結鏡界を、巫女が維い持じする任にん務む期間は三日。しかし皇姫はその三乗倍、つまり二十七日間を一人で維持してしまうのだ。


「サラ様だっけ？　なんか歴史上でも有りえないくらいのすごい人だって」


「うん」


　皇姫が氷結鏡界を祈いのる二十七日、そして巫女がそれを引き継つぐ三日間。合わせて三十日。オービエ・クレアではその三十日を一月とし、十二月を一年とする。


　二十七日間、皇姫は睡すい眠みんも休息も許ゆるされず祈り続ける。彼女がその任務から解放されるのは、巫女が氷結鏡界を引き継ついでいるわずか三日間。そんな皇姫への敬けい意いと感かん謝しやのため、年に一度、彼女が休息をとる三日間に合わせて行われる祭りが星礼祭である。


「って、さっきから身体からだを動かしてるのが僕だけじゃない？」


　シェルティスの仕事はここら一帯の家屋の飾りつけだ。隣りん接せつする家屋から家屋へと、屋上伝いに飛び移うつっては飾りつけるという過か酷こくな仕事である。


「あたし仕事終わっちゃった。ほら風船の箱がもう空っぽ！」


　……まったくもう。


　星せい礼れい祭さいのアシスタントに支し給きゆうされる当日割引券。ユトと自分の二人分のをどうやって申しん請せいすればいいのかと思ったけれど、単に二人分働けということらしい。


「まあこれで終わりだし……よし、ノルマ終しゆう了りよう！」


「お疲つかれー。さ、降おりますか。ここ見晴らし良いけど風が少し強いのよね」


　ガスボンベ片かた手てに、屋上にかけたハシゴへとエリエが向かう。その背せ中なかへと、シェルティスはあわてて声をかけた。


「あ、ちょっと待って。エリエって自作の演算機コンピユータあったよね」


「うん。それが？」


「ちょっとお願いしたいことがあるんだけど」


　すると彼女は、にやっと悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべてみせた。


「ふぅん？　悪だくみ？」


「あれ、なんでわかったの」


「簡かん単たん簡単、シェルティスにしては珍めずらしく言い方が遠回りなんだもん」


「まあ、そうだけ────あ……待って」


　うなずこうとして、はたと無む意い識しきのうちに動きを止めていた。


「ん、どしたの」


「いや、やっぱりこれは……頼たのまない方がいいのかも」


「なによー？　そう言われると余よ計けい気になるじゃない。いいから言ってみなさい、無理かどうかはあたしが決めるから！」


　エリエが怒おこったようにほおを膨ふくらませる。


「うん、じゃあ……言うけど」


　もとより人ひと影かげのない屋上で、それでも万一を考えて声を抑おさえる。


「──天結宮ソフイアの中央コンピュータに侵入できる？」


　その瞬しゆん間かん、エリエの顔から表ひよう情じようという表情が消えさった。


　腕うで組ぐみした状じよう態たいでにわかに頭上を眺ながめ、ブツブツと独ひとり言のようなものを繰くり返す。その独り言の中身は、全すべて高度な方ほう程てい式しきに証しよう明めい式しき。


　この少女の癖くせだ。何かを考えるとき、数式を頭の中に巡めぐらせて余計に頭を圧あつ迫ぱくさせる。


「まず言っておくけど、それって立りつ派ぱな不正アクセスだよ」


　数式の暗あん唱しようがぴたりとやみ、エリエが普ふ段だんの表情で見つめてくる。


「欲しいデータがあるんだ」


「なに？」


「天結宮ソフイアが保ほ管かんしてる幽ゆう幻げん種しゆの発生記録。発生時期と発生位置が分かるリスト。できれば一月単位で記録したものを一年ごとに、それを最近十年分くらい」


「なんだ、それだけ？」


「……え」


　何事もなく聞きかえすエリエの言葉に、思わず耳をうたがった。


「ん、なに？」


「うそ……ほんとにいいの？　一いち応おう言っておくけど、秘ひ文ぶんランク上から二番目だよ」


「うん、とりあえず漁あさっておく」


　……本当にわかってもらえたのかな。


　天結宮ソフイアの中央コンピュータへの侵しん入にゆう。それがどれだけ困こん難なんな行こう為いか、情じよう報ほう知ち識しきにうとい者でも容よう易いに想そう像ぞうがつくはずなのだが。


「ええと、そんな簡単にうなずかれるとかえって不安になるんだけど……ていうかエリエって本当にただの女の子？　どっかの機関のスパイとかじゃないよね？」


「うん。やったことないけど何とかなるんじゃないかな。でもさ、やっぱり面おも白しろいよね」


　面白いとは何がだろう。


　それらしい答えが浮かぶより前に、少女が苦く笑しよう混まじりに肩かたをすくめてみせた。


「シェルティスさ。天結宮ソフイアの中央コンピュータから、幽幻種の情報がほしいだなんて。まるで天結宮ソフイアの護ご士しみたいなんだもん」


「……え。そうかな」


「もしかして本気で自覚なかった？」


　何かを含ふくんだ面おも持もちでエリエが苦笑。


「シェルティス、前に教えてくれたよね。『僕が天結宮ソフイアに関われば、巫み女こになったユミィに迷めい惑わくがかかる。だから僕は一いつ般ぱん人じんになって居きよ住じゆう区くで暮くらすんだ』って」


「うん……二年前、痛いたいほど感じたからね」


　魔ま笛てきを宿した自分は、巫女であるユミィと正反対の存そん在ざいになってしまった。もはや自分には、離はなれた場所からユミィの姿すがたを見守ることしかできないのだと。


「でもさ、こうして天結宮ソフイアの中央コンピュータに不正アクセスすることだって、天結宮ソフイアに関かかわることにならない？　一般人は普ふ通つうやらないよね。さっきシェルティスがあたしに頼むのためらったのも、それが理由でしょ」


「……ほら、つい最近幽幻種と遭そう遇ぐうしちゃったから。その情報が気になって」


「あのさ。これはあたしの単なる疑ぎ問もんだから、答えてくれなくても構かまわないけど」


　安あん堵どと寂さびしさ。そんな矛む盾じゆんする二つの色に、エリエの瞳ひとみは揺ゆれていた。


「あたしはシェルティスと一いつ緒しよにいるの楽しいからいいよ。ユトも同じだと思う。だけど、天結宮ソフイアに戻もどりたいって気持ちは本当にないの？　巫女様に迷惑かけたくないから天結宮ソフイアには関わらないって言うけど、本当は巫女様のこと心配で仕方ないんじゃないの」


「……難むずかしいことを聞くんだね」


　口にした時の自分の表ひよう情じようは、泣き笑いのようになっていたかもわからない。


　彼女が心配かと聞かれれば、それは心配だ。誰より彼女の千せん年ねん獅しになりたかったという想おもいもある。だがそれは、もはや叶かなわぬ願いであることも二年前に身をもって悟さとった。


「僕ぼくがいなくても……ユミィは巫女でやっていけるよ」


「まあ、そう言われたらあたしもそれ以上は突つっこまないけどね」


「と、とにかくデータの方、お願いだから！」


「はいはい。ただし、仕事にはしかるべき報ほう酬しゆうが必要だと思わない？」


　エリエが視し線せんでうながす先は真下──『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の看かん板ばんだった。


「明日の朝に使う食材、あたし買い出し担たん当とうだったの。でもほら、あたし夜型だし。朝早く起きるの辛つらいなって思ってたのよ」
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　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』。


　まだ表の扉とびらも開いていない店の裏うら口ぐちから、シェルティスは厨ちゆう房ぼうへと入っていった。


「ただいまー、そしておはようございます」


「お帰りなさいシェルティス、それとおはよう」


　ぐつぐつと煮にえたぎる鍋なべを見つめていた料理長が振ふり返る。


「エリエの代わりに買いだし行ったんだけど、これであってるかな」


　抱かかえていた食材の山をテーブルに下ろす。


「ええと、ペランナ草にガラガラ魚うお、石化椎しい茸たけに……よかった、全部あったのね」


　世にも毒々しい食材たちを並ならべ、料理長が満足そうに腕うで組ぐみ。


「また新ネタ？」


「新作と言って。ガラガラ魚の拷ごう問もん焼きに、ペランナ草と石化椎茸の頑がん固こサラダ」


　とても美お味いしそうには思えない料理名だが、これが評ひよう判ばんなのだから世の中わからない。


「あのさ料理長、これって普通食材に使わないよね。……ほとんど毒があったような」


「あらシェルティス物知りね。でもこの魚も向こうの野菜も、ちゃんと調理すればすごく美味しいのよ…………………………それに安いし」


「今、どう見ても後ろの方が本音だったでしょ！」


「ふふ。それは秘ひ密みつ」


「はいはい。何も聞かなかったことにして僕は寝ねてきますから」


　厨房から引き返し、店員用の通路へと歩きだす。早朝の市場は陽ひが昇のぼる前に行われる。そのうえ昨日は夜や勤きん上がり、睡すい眠みんをほとんどとっていないのだ。


「あ、シェルティス。エリエが探さがしてたわよ。市場から戻ってきたら部屋に来てって」


　ふと背はい後ご──厨房の奥おくから料理長の声が。


「エリエが？」


　まず思いあたるのは昨日の一いつ件けんだ。


「無茶なお願いだったかな……」


　天結宮ソフイアの中央コンピュータへの不正アクセス。その難なん易い度どもさることながら、足がつけば逮たい捕ほ状じようも下りるという危き険けんがつきまとう。エリエも軽い様子で引き受けてはくれたが、一ひと晩ばん経たって考え直したっておかしくない。


「エリエ、僕だけど入っていい？」


「どーぞー」


　扉とびら向こう、暢のん気きな口調でエリエの返事。


「それじゃあ遠えん慮りよな…………っな！　なにっ、なにこれ？」


　扉を開けた途と端たん、目の前にうずたかく積もっていた印いん刷さつ用紙の山が崩くずれ落ちてきた。頭上に落ちてくる紙を慌あわてて押おさえ、かろうじて山の形にととのえる。


　目を疑うたがうような光景だった。


　印刷用紙が何百、いや何千枚まいだろう。無数に積み重なって大人の身長より高い山を形成。それが連れん峰ぽうをなすようにしていくつも積み上がっている。ただでさえ巨きよ大だいな演算機コンピユータとケーブルに埋うめつくされた部屋が、今はもう足の踏ふみ場もない。


「気をつけてね。せっかく順番通りに印刷してるんだから」


　連なる紙山の向こうで、椅い子すに座すわって背せを向けるエリエの姿すがた。じっとモニターを凝ぎよう視ししながら、不気味なほどの速さで手元のキーボードを叩たたいている。


「……これ、どうしたの？」


「昨日シェルティスから頼たのまれたやつ、できたよ。天結宮ソフイアのデータほしいんでしょ」


　端たん末まつを叩きながら、彼女。


「…………」


「どしたの？」


「いや、何でもないよ」


　──まるっきり僕の杞き憂ゆうだったみたい。


　モニターを見つめ続ける少女の背中に、シェルティスはこっそりと苦く笑しようした。


「それよりアクセスの用意ができたって本当？　助かるよ、早ければ早い方が僕も」


「ん。ちゃうちゃう」


「ちゃう？」


「だから、もうアクセス終わったってば。そこの山になってる印刷紙がデータね。両面印刷で三万九千六百とんで三枚あるから」


「えっと、それってつまり……」


　優ゆうに十秒はぼんやりと虚こ空くうを眺ながめたその後に、シェルティスは思わず、


「うそぉ!?」


「うそって、何がうそなのよ」


「いや……だって頼んだの昨日の昼で、なんで今日の朝にできるのかなって。ていうか、自分で頼んでおきながら疑ぎ問もんなんだけど、…………どうやってアクセスしたの？」


　居きよ住じゆう区くの端末と天結宮ソフイアの中央コンピュータを直ちよく接せつ結ぶような回線は存そん在ざいしない。侵しん入にゆうするためにはまず天結宮ソフイアの受付端末、そこから塔とう制せい局の端末、メインシステム、天結宮ソフイアの統とう合ごうシステムという順に通つう過かしていく必要がある。


　しかしそれぞれ全く独どく自じの審しん査さシステム。特にメインシステムから先は、聖せい域いき級とまで言われる絶ぜつ対たい不ふ可か侵しんのセキュリティウォールが立ちはだかっている。


「んー、いや割わりと正面から言ったよ。メインシステムまではこの子でね」


　目の前のモニター脇わきにある演算機コンピユータをエリエが指さす。


「まず居住区の喫きつ茶さ店てんとかにある、一時間いくらとかの有料端末を手当たり次し第だい借りて、それをこの子で遠えん隔かく一いつ斉せい操そう作さ。そこからとにかく馬ば鹿かみたいなマシンパワーで押しかけて、第一システムが囮おとりを片かたっ端ぱしから弾はじいて過か熱ねつしてる隙すきに、前から作ってた擬なり装すましプログラムでメインシステムまで侵入。天結宮ソフイアの統合システムと中央コンピュータの『大たい母ぼ真しん数すう』が厄やつ介かいだったけど、色々やってたら障しよう壁へき突とつ破ぱできちゃった。で、だね」


　ギィ。油の切れかけた椅い子すを回転させ、エリエがようやく振ふり向いた。


「とりあえずデータ取ってきて四個この自作サーバーに転送したんだけど、いつ向こうからの遠隔データ改かい竄ざんとか遠隔消去が飛んでくるかわからない。そこでまず物理的に印いん刷さつして残しちゃおうっていうのが、今シェルティスの目の前にある印刷結果ね」


「……頑がん張ばって読むよ」


「それでもいいけど、生データのままだとムダ情じよう報ほう多すぎて訳わけわからないと思う。それで今やってたのが──」


　モニターのキーを人差し指で触ふれる。


　と同時、その横にあった出力機が稼か働どうを始めた。機械的な音を撒まき散らし、出力口からたった一枚まいの印刷紙が吐はきだされる。


「はいこれ。あたしに感かん謝しやしなさいね」


　にっ、と笑えみをうかべる少女の指先に、出力されたばかりの印刷紙。


「生データを数すう値ちに変へん換かんして回帰かけて相関分ぶん析せき、そこからオービエ・クレアの大陸図に点てん描びよう。わかりやすく言えば、そこの紙山の総そうまとめがこの一枚」


「エリエ……僕、初めてエリエがすごいと思った！」


　受け取った紙を穴あながあくほど見つめ、シェルティスはその場で目を瞬しばたたかせた。


「作る機械人形は片っ端から誤ご作さ動どう起こして暴ぼう走そう。お手て製せいのロケットランチャーを作ったかと思えば、それをゴキブリ目がけて発はつ射しやしてお店を半はん壊かい、自動食器洗あらい機を直したかと思えば、超ちよう凶きよう悪あく水すい圧あつのせいで入れた皿が全部コナゴナ。作る物はすごいけど必ず何か失敗しちゃう迷めい惑わく極きわまりない女の子かとばかり思ってたけど……エリエ、成長したんだね！」


「ふ、見直した？」


　座すわった姿し勢せいはそのままで、エリエが腕うでを組んで胸むねを張はる。


「そう、人は進化する物質マテリアル。あたしは過か去この苦く難なんと失敗を乗り越こえ、機械工学の規き範はんとなるべく常つねに全速前進──」


　そんな少女の後ろで。


　ピーッ、という呼よびだし音。


「全速前し……うにゃ……？」


　モニターの画面が黒一色に染そまり、下から上へと白地の文字が滝たきのように流れていく。数十秒それが続き、最後にもう一度ピーッという呼び出し音。それを最後に、今度は画面が真っ白に変わった。


『初期化・完かん了りよう』


「あっ、ああああああああああっっっっ、あたしが……苦労してとったデータが全ぜん滅めつ!?」


　モニターの前で少女が絶ぜつ叫きよう。


「……ふっ、ふふ…………開いたデータに対して、一定時間内に定型コマンドを打ちこまないと端たん末まつごと初期化とはね。まさか天結宮ソフイアの機き密みつ文書に、こんな初歩的な罠わなが仕し掛かけてあるなんて……裏うらの裏をかかれたわ」


「僕はむしろ、いつものエリエでちょっと安心したかな」


「なんか気になる言い方ね……ま、過すぎたことはしょうがない。とりあえず紙で出力しといて正せい解かいっと。で、で、シェルティスはそれ見て何かわかるの？」
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「うーん。何しろまだざっとしか見てないから何とも」


　紙面に描えがかれたものは幽ゆう幻げん種しゆの出しゆつ現げん箇か所しよだ。出現時期と頻ひん度どによって点描の色と形を分け、さらに当時の天結宮ソフイアの警けい備び網もうを点線で、これも時期ごとに色分けで図ず示ししてある。


　これをオービエ・クレアの大陸図と重ねることで──


「シェルティス、どうしたの黙だまっちゃって？」


「……腑ふに落ちないというか、なんか不自然な気がする」


　印刷紙をエリエに渡わたし、シェルティスはその場で天てん井じようをじっと見上げた。


「これは前から言われてることなんだけど、天結宮ソフイアの警備だって完かん璧ぺきじゃない。警備の手て薄うすのところから幽幻種が突破しちゃうこともあるんだよね」


「うんうん、それは一あ般た人しも知ってる」


「なのに、警備を突破した幽幻種が居きよ住じゆう区くまで侵しん入にゆうしてないのはどうしてだろ」


　エリエの持つ紙面において。


　ここ最近の幽幻種の侵しん攻こうを示しめす線が、ぴたりと居住区の一歩手前で止まっている。シェルティスがまず気にかけた点がそれだ。


「そう？　ほら、居住区だって巫み女こ様の結界があるんでしょ。メイメルっていう結界術じゆつ式しきの得意な人がいるっていう話だし」


「あれだって完全じゃない。現げんに僕が天結宮ソフイアにいた頃ころは、居住区に侵入した幽幻種と戦ったこともあったから。なのにエリエに入手してもらった最近の統とう計けいだと、居住区のギリギリ近くまで来てるのにそこで止まってることが多い気がする」


　メイメルという巫女の結界を怖おそれて？


　いや、彼女の結界はあくまで補ほ佐さ的なもの。居住区全体という広こう範はんな面積をカバーする代だい償しように、結界としての性せい能のうは決して高くない。侵入を防ふせぐのではなく、せいぜい遅おくらせるのが目的と言われている。


　ならばなぜ幽幻種は、その結界を突破して居住区へと侵入しない？


「あのさ、シェルティスも突とつ然ぜんだよね」


　椅い子すに座すわったままのエリエにまっすぐ見つめられた。


「うん？」


「だって二年間一いつ緒しよにいて、今まであたしにこんなデータ盗ぬすめって言ったの初めてじゃん。幽幻種の動きが怪あやしいって思ったキッカケでもあるの」


　答えに窮きゆうする質しつ問もんだ。突つき詰つめれば直感としか答えられないが、あえてそれらしいものを求めようとするならば──


「キッカケは、この前のバーベキューの時かな」


「幽ゆう幻げん種しゆと会った時？」


「エリエ言ってたよね。こんな街に近い場所に幽幻種が出るなんてって」





〝幽幻種!?　うそ…………なんで、こんな街に近い場所で！〟





　居住区の人間ならまずはエリエのように考える。一方で天結宮ソフイアの護ご士しなら、居住区に侵入される前で良かったと肯こう定てい的に受けとめるだろう。


「その時ふと思ったんだ。第三居住区が目の前にある自然公園まで来ておきながら、なんで幽幻種は居住区まで侵入して人を襲わなかったんだろうって」


「待って待って、でもあたしら襲おそわれたじゃん」


「僕ぼくも最初はそう思った。けど一ひと晩ばん考えてみて、思い直した。ひょっとしてあの幽幻種は、僕たちを狙ねらうつもりはなかったんじゃないかって」


「──え？」


　幽幻種に襲われる前、シェルティスは樹じゆ海かいの中で腐ふ敗はいした大樹を目まの当たりにした。襲しゆう撃げきを受けたのはそれから樹海を抜ぬけた後だ。


「幽幻種は樹海の中で身を潜ひそめてた。わざわざそこに立ち入ったのは僕たちの方。つまり相手を先に刺し激げきしたのは僕たちの方だったかもしれない」


「…………それで、何が言いたいの」


「あの時の幽幻種は、人を襲うより優先すべき何かがあった。けど僕たちがわざわざ近づいてしまったがために、刺激されて飛びだしてきた。そんな気がする」


　では、人を襲うはずの幽幻種が人を襲うよりも優ゆう先せんしていたこととは何か。


　それこそが──


「このデータにある、居住区の前でウロチョロするっていう意味不明の動きのこと？」


「あいにく推すい測そくの域いきを出ないけどね」


「それ……まるで推測の中だけなら、幽幻種の目的も予想がついてるみたいな言い方」


　上目づかいに、エリエが頰ほお杖づえをつく仕草。


「まだまだそんなレベルじゃないよ。ただ状じよう況きようから素す直なおに考えると──自然公園で出くわした幽幻種や最近の幽幻種は、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを突とつ破ぱして浮遊大陸まで上ってきた理由って、人を襲うためじゃない気がする」


「なんのため？」





「人の世界を観察するため」





「もっと言いきるなら、幽幻種じぶんたちと敵てき対たいする人側てきがわの勢せい力りよく──皇おう姫ひや巫み女こ、千せん年ねん獅し。そういった天結宮ソフイアの様子と仕組みを偵てい察さつするため。僕だったらそう考える」


　──しん、と部屋が静まり返った。


　演算機コンピユータの排はい気き音おんだけが残ざん響きようのように伝わる中で、少女がゆっくりと顔を持ち上げた。


「…………もしそうだとしたら、何だか怖こわいわね」


「それで正せい解かい。これは怖いって思わないといけないんだ」


　推測が的を射いているとすれば、あの正体不明の獣けものは人が思っている以上に狡こう猾かつということになる。今までのような力押おしでなく、もっと確かく実じつな方法で浮遊大陸オービエ・クレアを狙ねらってくるはず。


　だがこの推測における欠点は、その裏うら付づけのしようがないことだ。


「うーん、イリスがいれば相談に乗ってくれたんだろうけど」


「イリス？」


「僕が護ご士しの幹かん部ぶ級に昇しよう格かくした日にね、皇姫から『あなたならこの子を任まかせられます』ってもらったの。観かん測そくユニット、イリスっていう名前の機き械かい水すい晶しよう」


　観測ユニット──幽幻種の魔ま笛てきを観測し、所持者に位置を知らせる役目を持つ人工知ち能のうだ。天結宮ソフイアの塔とう内ないにも巨きよ大だいな魔笛観測機があるから個こ々こ人じんが所有することは少ないのだが、シェルティスは皇姫直じき々じきにイリスを授さずかった。


「珍めずらしいものなの？」


「観測ユニットは珍しくないけど、イリスが珍しいんだ。やたらと高性能でほかの電子機器に勝手にアクセスできたり、人工知能のくせにやたら性せい格かくが人にん間げん臭くさいし」


　とはいえ、シェルティスがイリスを従したがえていた期間はものの数ヶ月程てい度どだ。穢歌の庭エデンに落ちて天結宮ソフイアから除じよ籍せき処しよ分ぶんを受けたその日、双そう剣けんを含ふくむほとんどの所持品が没ぼつ収しゆうされた。イリスも今は誰だれが所持しているのかわからない。


　──イリスのいない今、どうやって推測の真しん偽ぎをたしかめるか。


「エリエもう一回、天結宮ソフイアのコンピュータにアクセスってできる？」


「それは危き険けん、ちょっと間かん隔かくが短すぎるから。次は逆ぎやく探たん知ちくらうかも」


　両手を交こう叉ささせ、バツ印をエリエが描く。


「今度のは最初のセキュリティウォールまででいいんだ。お願い」


「んー……あーもう、しょうがないなあ。これで借りはもう払はらい終えたからね」


「借り？」


　するとツナギ姿すがたの少女は、はにかむようにそっぽを向きながら、


「自然公園で、あたしとユトのこと助けてくれたでしょ。幽ゆう幻げん種しゆから」


「あの時のこと？　別にそれくらい──」


「当然と思ってる？　だとしたら的外れ」


　先んじてばっさりと断だん言げんされ、シェルティスは思わず口をつぐんだ。


「家族とかならともかく……あんな気持ち悪い幽幻種を前にしてさ、身を張はって他人をかばう根こん性じようなんか実じつ際さいなかなか出せないんだから。土ど壇たん場ばであればあるほどね」


「……そう、なのかな」


　ユミィを守る千年獅になると決めて天結宮ソフイアに入って、それが当然のことだと思ってた。


　幽幻種と戦うのが自分の使命だと。


「もしそれが当たり前だと思ってるなら、それはきっと、あんたがまだ天結宮ソフイアの隊員のつもりでいるからだと思うな」


　苦く笑しようか憫びん笑しようか、エリエの表ひよう情じようにはどちらともつかない幽かすかな笑えみがあった。


「未練はない……よ、たぶん」


「ま、あたしはいいんだけどね。とりあえずポチッと」


　目の前のコンピュータに光が灯ともる。そこから両りよう隣どなり、さらに両隣の端たん末まつへ。部屋の各所に設せつ置ちされたモニターが起動音を上げ、室内に機械マシン独どく特とくの不協和音が満ちていく。


「さて──天結宮ソフイアの監かん視しシステムと第二ラウンドだよ」


　謎なぞ解ときに挑いどむ少年のような笑みをうかべ、少女は瞬まばたきもせず画面を見つめていた。





　　　　３





　透すきとおる青の天球。


　青一色に染そめられた世界、その端はしには刻こく一いつ刻こくと深まる紅べに色いろの陽ひがあった。


「もう、一日終わっちゃうんだ……」


　オービエ・クレアで最も空に近い部屋の一つ。巫女としての自分にあてがわれた部屋の窓まど辺べに腰こしかけ、ユミィは窓ガラスを指先でなぞった。


　天結宮ソフイア、２８７階。


　高度千九百メートル超ちよう。雲の高度すら突つき抜ぬけた空くう域いきでは鳥の翼つばさもおよばない。


『星せい礼れい祭さいまであと十二時間を切りました。居きよ住じゆう区くではそろそろ賑にぎわってくる頃ころですね』


　省電モードのはずの機械水晶イリスが目ざとく声をかけてくる。


「そうだね……」


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支える皇おう姫ひの祈いのり。二十七日ぶりに皇姫が休息をむかえ、その刻ときと重ねて星礼祭は開始となる。それは、氷結鏡界の統とう制せい権けんがユミィたちに譲じよう渡とされる刻でもある。


　失敗は許ゆるされない。氷ひよう結けつ鏡きよう界かいという結界が崩ほう壊かいすれば、たちまちオービエ・クレアは穢歌の庭エデンに潜ひそむ幽幻種の猛もう攻こうを受けるのだから。


『不安はつきないと思いますが、メイメルの指し示じ通りに行えば支し障しようはないでしょう。結界系けいの沁しん力りよく術じゆつ式しきに関し、彼女の技ぎ量りようは疑うたがう余よ地ちがありません』


「疑ってないよ、最初から」


　メイメルは結界系の熟じゆく練れん者しや、春蕾シユンレイも最年少で巫み女こについた才気あふれる少女だ。


　ユミィ自身、氷結鏡界の術式に不安はない。巫女になるまでにそれだけの努力をしてきたし、巫女になってからもさらに研けん鑽さんを積み重ねてきた。


『ただし気をつけてください。どうも嫌いやな予感がします』


「予感て？」


　機械だから予よ測そくという言葉の方が適てき切せつなのだろうが、イリスは人間っぽい言葉を好む。


『幽幻種が不ふ穏おんな動きを見せている気がします』


　──あれ？


　内心ユミィは首をかしげた。浮遊大陸オービエ・クレアを襲おそう幽幻種はそもそもが危き険けんな存そん在ざい。それをイリスがあらためて「不穏」などという言葉で表ひよう現げんすること自体、違い和わ感がある。


『説明するその前に、ユミィ。今日の早朝、天結宮ソフイアのコンピュータに何者かが不正アクセスしたのをご存じですか？』


「ううん初耳」


『ま、この私が不正アクセスのお手伝いをしたので誰も気づくわけないのですが』


「なるほど、それなら確かく実じつよね…………って、……えぇっ!?」


　窓まど際ぎわからテーブルまで走り、無む造ぞう作さに置かれた機械水晶イリスを握にぎりしめた。


「イリス！　それどういうこと!?」


『一言で言えば、犯はん人にんの狙ねらいが気になったんです。アクセスの手口から、非ひ常じように高こう性せい能のうの機械と知ち識しきを有した人物であることは明白でした。このことから、有象無象の愉ゆ快かい犯はんとは考えにくい。そんな人間が、天結宮ソフイアの何を狙っているのかを知りたくて』


「ええと……わざと泳がせたの？」


『記録を私の方で取っているという意味ではそうですが、半分は犯人への敬けい意いみたいなものです。天結宮ソフイアの中央コンピュータは大たい母ぼ真しん数すうという暗号領りよう域いきに守られています。さすがにそこで手間取っていたようなので、解かい読どくプログラムをアクセス犯のプログラムにこっそり上書きしてあげました。ちなみに、そこまでたどり着くこと自体すごいんですよ？』


　すらすらと教えてくれるイリスだが、あいにく機械音おん痴ちの自分には半分くらいしか理解できない。ただ一つ、なんとなくわかったことは──


「ええと、イリスもすごいんだね……？」


『お褒ほめにあずかり光栄です。と、それはさておき、ここからが重要です。私がお手伝いしたアクセス犯ですが、天結宮ソフイアの何を狙っていたと思いますか？』


　……そう言われてもなぁ。


　話の内ない容ようすら正しく理解できてる自信がないのに、どうやってそこまで答えれば。


『聞いてびっくり、それが天結宮ソフイアで働く女じよ性せい職しよく員いんのスリーサイズと下着の──』


「イリス？　わたし真ま面じ目めに聞いてるんだよ？」


　ぎゅっ、と機械水晶イリスを握る手に力をこめた。


『ユミィ、痛いたい痛い、痛いです……まあ冗じよう談だんはここまでにして……こほん。本当はね、幽ゆう幻げん種しゆの出しゆつ現げん情じよう報ほうですよ』


「それって天結宮ソフイアの誰かじゃないの？　そんなの一いつ般ぱん人じんはほしくないはずだよ？」


『私もそう思いました。けれど、つい先ほど天結宮ソフイアの電子窓まど口ぐちに、匿とく名めいで興きよう味み深ぶかいメッセージが投とう函かんされていました。十数時間前のことですが、その内容は──』





〝警告──幽幻種の動きに異変あり〟





「……十数時間前って、一日も経たってないんだね。本当についさっきのこと？」


　そしてイリスがここまで詳しよう細さいに説明をしてくれたということは、もしかして──


『そうです。早朝の不正アクセス犯と、この匿名のメッセージ送信者はかなりの確かく率りつで同一人物であると推すい定ていされます』


　天結宮ソフイアで働く一般事じ務む員いんの所行とは考えにくい。だとすれば天結宮ソフイアの護ご士し？　ううん、それなら直ちよく接せつの上司──千せん年ねん獅しであるレオンや爛ランに言えばいい。わざわざ公開窓口に、それも匿名でメッセージを送る必要はない。……だとすれば誰なの？


「やっぱり居きよ住じゆう区くの人？」


『私もそう考えました。ただし一般人とは思えない。幽幻種の動きに異い変へんがあると警告しているのだから、幽幻種について一定の知識を有している人物のはずですから』


　居住区に住む人間。


　そして幽幻種について一定の知識を有している──？


「……ねえ。そもそもだけど、その異変ありっていう指し摘てき自体は正しいの？」


　ユミィのなにげない問いかけに、テーブル上の機械水晶イリスが沈ちん黙もくした。


『いまのところ……、そう言われてみればそのようにも解かい釈しやくできるというレベルです』


「どういうこと？」


『幽幻種が、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえる皇おう姫ひと巫み女こを観察しているように見える。──幽幻種の出現レポートが、天結宮ソフイアの円周上に綺き麗れいに分ぶん布ぷ。それも一定範はん囲い内に固まっています』


「わたしたちのことを観察……？」


　それはつまり、幽幻種が隠おん密みつに人の世界を観察しているよう。


『ですが、これはごく最近において見られた事象です。何十年何百年という出現レポートからすれば、偶ぐう然ぜんの一言で片かた付づけられる程てい度どの兆ちよう候こうであるのも事実です。天結宮ソフイアとしても、今回の書き込こみに対してはあくまで静観でしょうね。皇姫と巫女の結界譲じよう渡との儀ぎもあり、余よ分ぶんな人員を割さいている余よ裕ゆうはないはずですから』


　真しん偽ぎは不明。イリスの言うように、何十年何百年と幽幻種の出現を観かん測そくしていればそういう時もあるだろう。そう、天結宮ソフイア内の有識者ならばそう考える。巫女の任にんが長いメイメルだって、これは「考えすぎよ」の一言で片付けてしまうかもしれない。


　けれど……もし自分の知る、幼おさななじみのアイツに話したならば。


「シェルティスなら……何て言うのかな」


　イリスの返答は、早かった。


『うそ。わかっているのでしょう？』





〝僕ぼく、調べてくる。ユミィはそこで待ってて〟





　きっとそう言ってくれる。


　……なんで、こんなことになったんだろう。


　もしもあの少年が……もしも自分を守ってくれる千年獅パートナーだったのなら。こんな不ふ可か解かいなことだって、きっと何一つ不安に思うことなんかなかったはずなのに。


『ユミィ。シェルティスのことは──』


「わかってる、いまは氷結鏡界のことに集中しなくちゃいけないんでしょ？」


　脳のう裏りにまとわりつく思念を振ふりはらい、ユミィは再ふたたび窓まど際ぎわに歩みよった。


　窓ガラスに触ふれる指先。


　冷たく硬こう質しつな感かん触しよくが火ほ照てった身体からだの内側にしみ渡わたり、心の中までも静めていく気がする。集中しよう。いまは巫女として頑がん張ばらなくちゃいけないんだから。


「よし、だいじょうぶ！　わたし頑張る！」


『どちらへ？』


　扉とびらへ早足で歩きながら、ユミィは部屋の天てん井じようを指さした。


「一番上。あと少しで本番だし、今から身体を馴ならしておきたいの』





　　　　４





　天結宮ソフイアの最上階へと続く昇降機エレベータ。


　その扉の前にあるセンサーへと手をかざす。


『確かく認にん……沁しん理り局との正せい常じよう連れん携けい……照合……沁力波形一いつ致ち…………認にん証しよう中……


　巫女の第五位、ユミィ・エル・スフレニクトールと確認されました』


　両開きの扉が開き、円形の小さなフロアへと歩を進める。フロアの中心まで歩いたところで扉が閉しまり、こちらの返事も待たずに動きだす。


　上へ、上へ、上へ。天を結ぶ塔とうの頂いただきへ。


　──しゃん。


　鈴すずの音と共に昇降機エレベータが停止する。


「……ふぅ」


　大きく息を吸すって、そして吐はく。


「心を静めなさい。何百年と地に根を張はる大たい樹じゆより、遥はるかな渓けい谷こくにそびえる巨きよ岩がんより。かつ、誰だれより強い想おもいを心に燈もやし続けなさい。世界中の誰に見られても恥はじることのない純じゆん粋すいな願いを抱いだきなさい──それが巫女の唯ゆい一いつの資し格かくです」


　巫女になった日、初めてメイメルから教わった言葉をそのまま口ずさむ。


　……だいじょうぶ、行ける。


　昇降機エレベータの扉が開くのを待って、ユミィは足を一歩前へと踏ふみだした。


　そして──





　目の前に、蒼あおく輝かがやく氷の世界がどこまでも広がっていた。





　天結宮ソフイア２９１階、『楽園』と名付けられた最上階。


　天井も横よこ壁かべもない、どこまでも延えん々えんと続く無む限げんの空間がそこにはあった。


　──まるで別世界。


　遮さえぎるもののない頭上には白夜に似にた光があふれ、その輝きの下には大樹のごとくそびえ立つ蒼そう氷ひようの氷ひよう壁へきがどこまでも連なる光景。氷壁の表面はあらゆる宝ほう石せきよりも鋭するどく美しく研とぎ澄すまされ、鏡のごとく世界を映うつす。


　……息が、凍こおる。


　あらゆる防ぼう寒かん着ぎも意味をなさない。あらゆる生物、あらゆる物ぶつ質しつ、そして幽幻種。全すべて例外なく凍いてつかせ、その心と時を封ふう印いんする沁しん力りよく術じゆつ式しき──氷ひよう結けつ鏡きよう界かい。


　どこまでも続く蒼氷と鏡の回かい廊ろう。


　穢歌の庭エデンを封じる氷結鏡界の祈いのりを行う場であり、その力を最も受ける部屋でもある。


　術者は、自らもまたその極ごつ寒かんに耐たえ続けなくてはならないのだ。


「……慣なれるなんて無理だよね」


　寒気に震ふるえる唇くちびるをぎゅっと嚙かみしめ、蒼氷の連なる回廊を進んでいく。やがて氷の連れん峰ぽうがふと途と切ぎれる。と同時に、周囲を駆かける氷雪混まじりの強風も静まった。


　天結宮ソフイアの最上階『楽園』、その中心に水すい晶しようのかたちをした巨きよ大だいな蒼氷結晶。





　淡あわく透すきとおった結晶の中心に、一人の女じよ性せいが閉とじこめられていた。





　蒼氷の奥おくで、彼女のまとう純じゆん白ぱくの法ほう衣いがぼんやりと浮うかんで見える。


　──皇おう姫ひサラ。


　全てを凍てつかせる蒼氷に自ら身をゆだね、たった一人で氷結鏡界を祈り続ける女性。一年のほとんどをこの部屋で費ついやし、また常つねに薄うす布ぬののヴェールをまとっているため、ユミィですらその素す顔がおを見たことがない。


　……わたしの、憧あこがれの人。


　骨ほねの髄ずいまで凍てつく結界で、何十日と不ふ眠みん不休で祈り続ける彼女。


　本当に、この人には敵かなわない。


　寒気による感覚が激げき痛つうを凌りよう駕がし、目め眩まいと吐き気に変わっていく。巫み女こ候こう補ほ生せいとして初めてこの空間に足を踏ふみ入れた時、ユミィは数分と気が保もたなかった。


　巫女が任まかされる氷結鏡界の維い持じ期間は三日。頑張ればもう少しだけ維持できるとは思う。けれど、どうすれば一人で一ひと月つき近くも維持できるのだろう。こんな──気が狂くるいそうになるほど冷たい氷の世界で。


「……あなたは、何のためにここまで頑張れるんですか」


　蒼く磨みがかれた巨大結晶。


　言葉は届とどくわけもない。彼女はぶ厚あつい氷の内部にいるのだから。


　返事を待つかわり、フロアに流れる旋せん律りつにユミィはじっと耳をすませた。


　空気の対流も原子の運動も、時すら凍てつかせる氷の世界。その淀よどんだ空間にただ一つ。何よりも優やさしく涼すずやかな音色──







　Yu/ Uhw =C r-sanc uc Eden眠れる楽園に彩られ





　term-l-pile xel,流れ落ちる星、 xin,時、  ole fusen elchel夢はまぶたを閉じる







　それは──氷に閉ざされた皇姫の唱うたう、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえる祈りの歌だった。





　xearcs let laphin yahe, 透明な指先で綴られたbie omia hec lihit clar言葉の扉に鍵はなく







　noi-roo-xin,いつしか連なる世界のなかで noi melras I noe l-habes玉なる幽幻の pianic cia eyen嘆きも慎む







　一人分の歌が周囲の蒼そう氷ひように反はん射しやし、幾いく重えにもつながっては多様な音色を作りだす。


　単調な色しき彩さいの組み合わせが重なって虹にじを描えがくように、氷鏡の表面で反射しては増ぞう幅ふくするその音色。


　冷たく悲しい。けれどそれだけでは終わらない慈じ愛あいに満ちた奏そう鳴めいがそこにはあった。







　=C hypn phenoria眠れよ子らよ, Eec qhaon nes ei getieあなたたちの翼はまだ若く, nepies paf この地のlef bis cley kis ei roos安らぎの枝はまだ遠い





　=C hypn phenoria,眠れよ子らよ Eec wat nes eiあなたたちの足は getie bis killsまだ弱く cley kis ei mihasこの地の凍れる大地はまだ痛い







　その音色に楽がく譜ふはない。


　皇姫から巫女へ、巫女から巫女へ。自らの歌をもって口伝えられていく千年の旋律。ユミィもメイメルから歌の存そん在ざいを教わり、この『楽園』で皇姫の歌を聴きいて覚えた。







　evhes valen,奏でる祈り、 deus Uhw leya quo feo奏でる祈り、誰へと届く





　nefit Uhz yulis いつしか消えるnoi kamis egic記憶の淵で, Sew ele nelar ris-ia sophiaそれでもわたしはここにいる





　Ris sia sophia,いつの日か kyel hiz phia 約束の地を踏みしめる、nefis loar milleその日まで







　沁力メロデイ──『第七天音律ソフイア・コード』。


　皇姫と巫女だけに伝わる神秘の旋律にして、氷結鏡界を支える祈りの歌。


「……綺き麗れい」


　その場でまぶたを閉じて耳を澄すます。本当に、なんて綺麗な歌声なんだろう。


　自然と心に染しみわたるリズムを有し、それでいて胸むねが痛いたくなるほど切ない優しさにあふれた詞しと旋律。巫女として歌うことができるのを、かつてどれほど夢ゆめ見たことか。


　……けれど一つだけわからない。


　誰にも訊きけずにいる、胸をちくりと刺さす小さな疑ぎ問もん。


「似にてる…………よね？」


　そう、似ているのだ。究極の沁しん力りよく術じゆつ式しきを支える歌が、幽ゆう幻げん種しゆの──







　Oe/ Dia =■■、■ U xeph cley, ……■■、Di shela■■■、 teo phes kaon……■……■■







　幽幻種の魔ま笛てきと似ている、そう思えてならなかった。


　一つ一つの音の響ひびき。言葉に意味を持たせ、音を与あたえ、力の発動時に解とき放つ点が。


「巫女のいる場所が天結宮ソフイアで、その旋律コードが第七天音律ソフイア・コード……だとすれば……？」


　幽幻種の魔笛は呪じゆ詛そのように重苦の音色が一いつ般ぱん的とされている。けど、自分たちの沁力にこんな歌があるんだ。穢歌の庭エデンに棲すむ幽幻種の魔笛にだってもしかしたら、こんな歌みたいなものがあるかもしれない。


「……エデン・コード？」


　穢歌の庭エデンの旋律コードとでも言うべき魔笛、あるとすればどんな力なのか。そしてそれを扱あつかう幽幻種はどんな相手なのか。いつかそれが、この浮遊大陸に現あらわれる時が来るのだろうか。





　──いずれあなたにも分かりますよ、ユミィ。





「え？」


　弾はじかれたように顔を持ちあげた。


　……いま、皇おう姫ひの声が聞こえた気がする。わたしの聞き間ま違ちがい？


　眼がん前ぜんの氷結晶をどれだけ凝ぎよう視ししても、蒼あおい氷ひよう壁へきに閉とざされた皇姫は先と変わらない。


　当然だ、今は皇姫だって祈いのりを捧ささげている真っ最中。わたしの独ひとり言なんか聞いてるわけもない。万に一つ聞いていても、返事なんかできるわけもない。


「そうだよね……」


　小さく首を振ふって苦く笑しよう。


　うん、そろそろ帰ろう。イリスも退たい屈くつしてるだろうし、構かまってあげないと。


「それじゃあサラ様、またすぐに会いにきますので」


　唱うたい続ける皇姫と、その第七天音律ソフイア・コード。氷を伝う可か憐れんな歌声に合わせてハミングしながら、ユミィは彼女に背せを向けた。




　第四章　『幽ゆう幻げん』
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　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』、その休きゆう憩けい室しつで。


　空色のマフラーを巻まいた少女が、簡かん易いベッドに寝ね転ころがる少年を揺ゆすっていた。


「シェル兄、起きてー。お祭り始まってるよぉ！」


「……あと一時間だけ寝させて。昨日遅おそくまで店の片かたづけしてて寝不足なんだ」


「やーだー、早く行かないとお祭り終わっちゃう！　ほら早くー」


　……星せい礼れい祭さい、三日間続くから今日じゃなくてもいいんだけど。


　心の中だけで呟つぶやいて、閉とじていたまぶたを薄うすく開ける。その途と端たん、しょんぼりと悲しそうに肩かたを落とすユトと目が合ってしまった。


「シェル兄……一いつ緒しよに、来てくれないの？」


「ぎくっ……あ、ええと…………」


「ユトと一緒に行くの、きらい？」


「……い、いやそんなこと……は……あーっもう！……わかったよ、僕ぼくの負け！」


　訴うつたえかけるような視し線せんに耐たえきれず、半分やぶれかぶれにベッドから飛び起きた。





　皇おう姫ひに捧ささげる三日間の星礼祭は、第二居きよ住じゆう区くで行われる。


　広場には星と月を描えがいた旗、浮遊大陸オービエ・クレアに吹ふく風を象しよう徴ちようする風車と風ふう鈴りんという儀ぎ式しき的な装そう飾しよく。それよりやや庶しよ民みん的な趣おもむきが強いのが大通りで、こちらは極ごく彩さい色しきの風船やリボン、そして通りを埋うめつくす出店で賑にぎわうのが一いつ般ぱん的だ。


「おっ、本当に始まってるんだ。開会式前なのにすごいね」


　背せ負おっていたユトを下ろし、シェルティスは通りをざっと見回した。既すでにあちこちに人ひと集だかり。歩きながらも常つねに誰だれかと肩をぶつけそうになるほどだ。


「あー、シェルティス！　おそーい、待ちくたびれたじゃない！」


　人波をかき分けるツナギ姿すがたの少女。右手に風船、左手にワタアメ。


「……早くも楽しまれているようで」


「楽しみながら待ちくたびれたのよ。あ、ユトにこの風船あげる。あとお駄だ賃ちんあげるから、何か好きな物買ってきていいよ」


「わぁっ、エリ姉大好き！」


　小こ銭ぜにと風船を持ってユトが出店へと駆かけていく。


「ユト一人にしていいの？　迷子まいごになっちゃうよ」


　すると当のエリエは何やら自信ありげな笑えみを浮うかべ、


「抜ぬかりはないもん。あの風船にちゃんと発信器つけておいたから」


「……迷子になること前ぜん提ていなんだ。まあ、ちゃんとわかるならいいけどさ」


　すでに姿の見えないユトは諦あきらめ、エリエの歩く姿を追って進んでいく。


　大通りの両りよう端はしに、ところ狭せましと並ならぶ出店の数々。食べ物とアトラクション系けい列れつの出店が大半だが、なかには一風変わった出店もある。


「あ、ほらシェルティス。ダウジング屋があるよ。『探さがし物、見つけます』だって」


「遠えん視しの沁しん力りよく術じゆつ式しきだね。広い距きよ離りでなければ、難なん易い度どは高くない術式だったと思う。お祭りの時なんかは迷子捜さがしで引っ張ぱりだこみたいだよ」


　その横には、沁力を用いた療法士ヒーラーが臨りん時じの出しゆつ張ちよう所じよを設もうけていた。


　高度機械化と沁力の融ゆう合ごう文明。機械の発はつ展てんにともなって沁力の方が廃すたれ気味になってはいるが、まだこういった祭りにおいては沁力の文明も残っている。


「エリエ、ところであっちの方はどうだった」


「ん？　うん、このワタアメ美お味いしいよ。シェルティスもどう？」


「そうじゃなくて……」


「わーかってるって。天結宮ソフイアに匿とく名めいで書き込こんだ件けんでしょ」


　人ひと混ごみでのあまりに大っぴらな発言に一いつ瞬しゆんあわてるも、特に周りからの視線は感じない。この祝祭の場で、ことさら他人の話に耳をかたむけるような者もいないのだろう。


「天結宮ソフイアの動きはないわよ。まあ昨日書きこんで今日だし、天結宮ソフイアだって皇姫様と巫み女こ様の結界譲じよう渡との儀ぎ式しきで忙いそがしいから期待できない──って言ったのはシェルティスでしょ」


「うん……まあ、今回は僕の直感みたいなところが大きかったし」


　上空へと視線を上げる。


　青と白。深く深く、どこまでも深い海を想おもわせる青の天球に、悠ゆう久きゆうを感じさせる遥はるかな雲海。そしてその雲海も空も越こえて伸のびる、白はく亜あの天結宮ソフイア。


「エリエ、ところでそろそろ祝しゆく砲ほうの時間じゃない？」


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの祈いのり。皇姫の期間が終わり、結界の統とう制せい権けんが巫女へと譲渡される。それと共に天結宮ソフイアから祝砲が上げられ、星礼祭が正式に始まることとなる。


　だが──


「……あれ？　おかしいわね」


　沈ちん黙もくを破やぶったのはエリエだった。


「どうしたの」


「いや、珍めずらしいなって。もう予定の祝砲時間過ぎてるんだけど」


　街がい灯とうに取りつけられた時計、そして自分の懐かい中ちゆう時計を見み比くらべるエリエ。


「あれれ、合ってる？　あたしの時計が狂くるったわけじゃないみたい」


　祝砲がない。それはつまり、氷結鏡界の統制権移い譲じようが終わっていないことを意味する。が、それは本来なら絶ぜつ対たいに有りえないことだ。氷結鏡界の維い持じは浮遊大陸オービエ・クレアの存そん在ざいにかかわる一大儀礼。この譲渡の儀式に関し、時間管理は何より厳げん格かくなはずなのに。


　まさか何かがあった？


「……ユミィ」


　巫女である少女の名を口ずさみ、シェルティスは塔とうを見つめた。





　　　　２





「メイメル、春蕾シユンレイ、お待たせ！」


　ユミィがフロアについた時にはすでに、二人の巫女が部屋の中央で待っていた。


　天結宮ソフイア２８１階、大だい聖せい堂どう。


　黄金に似にた真しん鍮ちゆう色いろに輝かがやく祭具、そして星と月を描えがいた巨きよ大だいなステンドグラス。天結宮ソフイア最大の礼れい拝はい場じようであり、巫女が最初の訓練に用いる聖室でもある。


「…………ユミィ、おはよう」


　着き物もの姿すがたの巫女が振ふり返る。普ふ段だんからおとなしい少女だが、いつもと比べてさらに表ひよう情じようが硬かたいのは、きっと緊きん張ちようのせいなのだろう。


「おはよ春蕾シユンレイ。今日、頑がん張ばろうね！」


「…………うん！」


　天結宮ソフイアの外では盛せい大だいに星せい礼れい祭さいで賑にぎわっていることだろう。


　しかし自分たち巫女にとっては、ここからが唯ゆい一いつにして絶ぜつ対たいの使命の始まり。皇おう姫ひから巫女への結界譲渡。今日から三日間、氷結鏡界を自分たちが支ささえなくてはならないのだ。


「そのはずなのに、メイメルは緊張感なさそうですね」


「ふふ。失礼ねー、そんなことないわよー？」


　言葉と裏うら腹はらに、そんなメイメルの表情には余よ裕ゆうの笑えみすらうかがえた。


「さてさてー三人揃そろったわね。サラ様だって一ヶ月も結界を維持してればさすがに限げん界かいだろうし、早めにお手伝いして差し上げましょう？」


　皇姫一人に対し巫女は五人。ただし巫女は皆みなが塔にいるわけではなく、大たい抵てい二人は浮遊大陸オービエ・クレアの外周を巡じゆん察さつする慣ならわしになっている。今回でいえば、天結宮ソフイアに残っているこの三人で氷結鏡界を支えることになるわけだ。


「じゃあ行ってくるわねー。また後で会いましょー』


　にこやかなウインクを残してメイメルが昇降機エレベータへと姿すがたを消す。


　行き先は天結宮ソフイアの最上階、皇姫の待つ『楽園』のフロア。氷結鏡界の譲渡は全員同時には行えない。まずは皇姫からメイメルへ、その後に春蕾、そしてユミィの順だ。


「…………レオン」


「春蕾、そんな不安そうな顔をするな。いつも通りやればいい」


　銀ぎん髪ぱつの青年が大だい聖せい堂どうの壁かべから身を起こす。


「天こ結つ宮ちのことも心配するな。氷結鏡界のことだけ気にして、あとは俺おれに任まかせろ」


「…………うん！」


　消え入りそうな小声で、けれど力強く少女はうなずいた。


「…………頑張る」


　そう残し、黒くろ髪かみの巫女もまた昇降機エレベータへと小走りに駆かけていく。その光景を前に、ユミィはなかば独ひとり言のように呟つぶやいた。


「……レオンてすごいね」


「なにがだ？」


　ふしぎそうな顔で見つめてくる青年。


「春蕾に、本当に信しん頼らいされてるんだなって」


「当然だ」


　レオンのそれは決して驕おごりではないのだろう。巫女とそれを守る千せん年ねん獅しの関係は、むしろそうでなければならない。だけど……なんでだろう。それが当然とわかっていながら、春蕾とレオンの関係が少しだけ羨うらやましく思えてしまうのは。


　……わたしにも、それくらい信頼できる相手がいれば。


「ユミィ？」


「……ううん、何でもない。ごめんねいきなり」


　ごまかし笑いを浮うかべて精せい一いつ杯ぱいの平静。


「あ、そうそう。レオンにこの子お願いしていいかな」


　青い水すい晶しようを模かたどった宝ほう石せきがついたネックレスを外し、レオンに手て渡わたした。


『というわけでお世話になります、レオン』


「なんだ、何かと思えばイリスか」


「わたしが三日間戻もどらないし、退たい屈くつだから誰かに構かまってもらいたいんだって」


「相変わらず人ひと騒さわがせだな」


『寂さびしがりやと言ってください。あなたも春蕾がいない間は手持ちぶさたでしょう？』


　レオンの手元で点てん滅めつする機械水晶イリス。


「じゃあ、わたしも行ってくるね。二人とも後をお願い」


　大聖堂の奥おくにある小型の昇降機エレベータに手をかざし────


　音が聞こえたのは、その時だった。





　リッィィ、ィ……ィィィッッッ……ンッッッ……ッ…………





　足を止め、ユミィは反はん射しや的に振ふりかえった。


　何か硬かたい物が、泣き声を上げるように砕くだけ散った音だった。聖堂内のステンドグラスが割われた音？　ううん、違ちがう。どこのガラスも割れてない。


「……いま……何が割れたの？」


　郷きよう愁しゆうとも違う、聞く者の胸むねを空白からつぽで埋うめつくす切ない音色。足あし下もとの地表から？　違う。それは地面の遥はるか下。それも浮遊大陸ではなく、そのさらに下で──


「どうかしたのかユミィ」


「レオン……今の聞こえなかった？」


　微かすかな、本当にか細い音だった。まるで蜃しん気き楼ろうのように透うすく現実味のない音色。けれどたしかにわたしには聞こえた。あれは──


　瞬しゆん間かん、目の前の視界が真っ赤に染まった。


　天てん井じようの照明という照明が一瞬で消え、非ひ常じよう事じ態たいを知らせる真っ赤な色へ。


「警告色レッドランプ？　どういうことだ。おい塔とう制せい局、聞こえるか！　何があった！」


　天井の集音機目がけてレオンが怒ど鳴なる。


　ざ……ざざ……っ。


　耳みみ障ざわりなノイズを撒まき散らし、天井のアナウンスから聞こえたものは──





『警告、これは天結宮ソフイアの全職しよく員いんへの自動通告です。


　たった今、皇おう姫ひより一級非常危き機きの宣せん言げんが下りました。


　塔とう法ほう二十一条じように基もとづき、総そう員いん、現げん在ざいの任にんを直ちに停止。皇姫の命に従したがってください』





　それきりアナウンスも沈ちん黙もく、代わりにジリリリッとけたたましい警けい報ほう音おんが響ひびくだけ。


「どういうこと。一級非常危機レベルって……うそ……」


　浮遊大陸オービエ・クレア全体の壊かい滅めつ危機、そこまでの状じよう況きようにしか用いられない危機レベルだ。それこそ人類が壊滅の危機におちいるほどの。


　それが──皇姫から直じき々じきに宣言された？


『ユミィ、つい直前、何かが割れた音が聞こえたと言いましたね』


　機械水晶イリスの声すら、いつにない緊きん張ちように満ちていた。


『実はそれと同時、穢歌の庭エデンを観かん測そくしていた私のシステムが、巨きよ大だいな魔ま笛てきを感知しました。標ひよう準じゆん的な幽ゆう幻げん種しゆの個こ体たいであれば数百、あるいは千体を超こえる分の魔笛に相当します』


「数百？……うそでしょイリス」


　もし本当だとすれば、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが張はられてから最大規き模ぼの出しゆつ現げん数すうだ。


「……どういうことなの？」


　早はや鐘がねを打つ胸むねに手でふれた。結界を支ささえる巫み女ことして、こんなに不気味なことはない。


　年に数体、幽幻種が単たん独どくで氷結鏡界を抜ぬけてくることはあった。しかしそれはごく弱い、結界の網あみ目めをすり抜けるほど小さな個体だ。


　なのに今回にかぎって、穢歌の庭エデンから数百の幽幻種が一気に結界を抜けた？





「…………氷結鏡界が破られたの」





　最上階に上ったはずの春蕾シユンレイ。


　さらにその後ろには、最初に最上階に向かったはずのドレス姿すがたの巫女まで。


「さー、大変なことになったわー。まずいわねー」


　普ふ段だんと変わらぬとぼけた口調のメイメル。が、彼女の足取りも普段より明らかに速い。まるで何かに追われ、焦あせっているかのように。


「メイメル、あなたまで戻もどってきて……本当に何があったの!?」


「落ちつきなさいユミィ。今ちゃんと説明してあげるから。爛ラン、いるわね？」


「──ここにな」


　ギィィッッィィィ……重じゆう厚こうな音を撒まき散らし、大だい聖せい堂どうの扉とびらが開いていく。鮮あざやかな銀色で装そう飾しよくされた扉の向こう、素す肌はだの上に刻こく印いん儀ぎ礼れいを施ほどこした少女が立っていた。


「とりあえず千せん年ねん獅しはオレとレオン。巫女はそっち三人。塔とう内ないの最上位階級はこれで全員だ。何があったかわからないけど、とにかく大事らしいんで護士の幹かん部ぶ連中は全員２６０階に待機しとけって伝えてきた。それより下は師し隊たいごとに点てん呼こさせてる。今すぐ動けるのは第二、第四、第五師隊の三つだ」


「助かるわー。爛、それでこそわたしの千年獅ねー」


　少女の手て際ぎわの良さにメイメルが微び笑しよう。


「まず状況だけ簡かん潔けつに言っちゃうとね、春蕾が言ったように氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが破やぶられたの」


　……ありえない。


　メイメルの言葉を聞いてなお、ユミィは実感が沸わかないままだった。氷結鏡界は千年、破られずにいた最強の沁しん力りよく結界だ。なぜこのタイミングで──


「破られた原げん因いんだけど、これは正直、人はまだ幽幻種を甘あまく見ていたのかもしれないわね。……幽幻種に狙ねらわれたのよ。氷結鏡界が最も弱くなる瞬しゆん間かんを」


　結界が弱まる？


　その言葉に、思いあたるのはわずかに一つだけだった。


「まさか──っ！」


「そう。皇姫から巫女へ結界の統とう制せい権けんが譲じよう渡とされる瞬間。皇姫から巫女へ移うつる時、結界を維い持じする祈いのりが一瞬途と切ぎれるでしょー？　そこを狙われたらしいわねー」


　背せ筋すじをなでる寒気と共に、脳のう裏りを過よぎったのは星せい礼れい祭さいだった。


　皇姫の祈りが終わったと同時に始まり、皇姫の休息期間である三日間続く祭事。言われてみればたしかに人は、結界譲渡のタイミングを堂々と公開していたことになる。


　と同時、思いだしたのは天結宮ソフイアに匿とく名めいで送りつけられた警告文書だ。〝幽幻種の動きに異い変へんあり〟


　あの警告メッセージは本当だった。……あの時確かく認にんしておけば、あるいは。


『ともあれ悔くやんでいる時間はなさそうですね。メイメル続きを』


「そうね。現げん状じようの続きだけど、結界で破られた部分はほんの一部よ。せいぜい数百メートル規模の穴あな。氷結鏡界の規模からすれば点のようなもの。その綻ほころびも、開いていたのは十数秒。今は修しゆう復ふくした…………だけど問題なのが──」


　そこでメイメルが口をつぐんだ。言葉に迷まよっているわけではない。言葉の続きが誰だれからも明白だったからだ。


　浮遊大陸オービエ・クレアを襲おそう機をうかがっていた幽幻種。あの不気味な獣けものにとって、氷結鏡界に開いたわずかな『穴』はあまりに十分過すぎたのだ。


　あの未知なる存そん在ざいたちは、まさにこの時を待っていたのだから────


「とにかく、天結宮ソフイアの観かん測そく機器でも反はん応のうがあると思うけど、すでに何百何千ともわからない幽幻種が結界を抜けてしまった。……サラ様の見立てでは、幽幻種の第一波がやってくるまであと一時間もかからないそうよ」


　浮遊大陸オービエ・クレアへ、一万メートル下の穢歌の庭エデンから幽幻種の大たい群ぐんが浮ふ上じようしてきている。それも氷結鏡界が張られて以来かつてない規模で。その狙いは──


『天結宮ソフイアの観測機より二次情じよう報ほうです。幽ゆう幻げん種しゆの反はん応のうですが、分散せず大群を維い持じ。集しゆう団だんで浮遊大陸オービエ・クレアへ浮上中とのこと。このことから狙いは浮遊大陸オービエ・クレア全土ではなく、極きわめて明めい確かくな侵しん攻こう地点があると推すい測そくされます』


　イリスの指し摘てきに誰もが言葉を失った。


　いま浮遊大陸オービエ・クレアで幽幻種が狙う場所。そんなものたった一箇か所しよしか考えられない。


　天結宮ソフイア。──間ま違ちがいない、幽幻種たちはもうじきここへやってくる。


「……メイメルどうするの。サラ様はもう限げん界かいなんでしょ」


　ふるえそうになるこぶしを握にぎりしめ、ユミィは先せん輩ぱい巫み女こを正面から見つめた。


　レオンや爛をはじめとする天結宮ソフイアの護士たちに対し、幽幻種の軍ぐん勢ぜいが多すぎる。


　自分たち巫女がサポートにまわらなければ大量の犠ぎ牲せい者しやが出る。けれど自分たちは氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえなくてはならない。皇おう姫ひの体力はもう限界に達しているのだから。


「サラ様はすでに限界、わたしたちだって……氷結鏡界を維持するので精せい一いつ杯ぱいだもん。レオンたちだけで幽幻種を相手にしろっていうの？」


「やるしかないな」


　一人、沈黙していた銀ぎん髪ぱつの青年が気を吐はいた。


「俺おれと爛ラン、あとは待機させてる部下を片かたっ端ぱしから集めて迎げい撃げきする」


　だが、そのコートを摑つかんで彼を止める巫女がいた。


「春蕾シユンレイ？」


「…………レオン、だめ。……レオン死んじゃう、一人で行っちゃだめ」


　泣きそうな顔で黒くろ髪かみの少女が首を横にふる。──本当は、レオンが一番わかっている。かつて例のない規き模ぼの幽幻種の侵しん攻こう。幽幻種の中にはたった一体で大型竜りゆうを撃うち落とすものもいる。いかに千せん年ねん獅しが並なみ外はずれた強さを誇ほころうと、あの数を相手にしては──


「だがそうするしかないだろう」


「まあ待ちなさい。さすがにそれは無茶よ。わたしたちがサポートに入るわー」


　しがみつく春蕾を振りはらおうとするレオン。


　その肩かたに、今度はメイメルが手をかけた。


「よく聞きなさい。良いことー？　わたしたち巫女が千年獅のサポートにまわれるのは三時間。それが浮遊大陸を守りきれるかどうかのタイムリミット」


　巫女のその言葉に、レオンの動きがとまった。


「……どういうことだ？」


「今から説明するわ。ただし、この浮遊大陸にいる全員に向けて話す必要があるわねー。ユミィ、春蕾。こちらにいらっしゃい？」


　おいでおいでと、あくまで優ゆう雅がな手つきでメイメルが手て招まねき。


「天結宮ソフイアの外を巡じゆん回かい中の巫女と千年獅、それに浮遊大陸オービエ・クレアの全すべての人間あてに念話を一いつ斉せい送信するわ。氷結鏡界と同じく三人で負ふ担たんを軽けい減げん。私が術じゆつ式しきを取りまとめ、春蕾が術式のコントロール。あとユミィ、術式にかかる沁しん力りよくはあなたが負担なさい」


「……メイメル待った」


　カツッ。足音を響ひびかせて爛ランが歩みよる。


「念話は春蕾の得意分野だからまだわかる。あんたが術式を取りまとめるのも異い論ろんはない。だけどユミィの負担が大きすぎないか」


　念話を浮遊大陸オービエ・クレア全ぜん域いきに広げる。


　それはとどのつまり、浮遊大陸オービエ・クレア全域に沁力を放出することを意味する。


「あらあら、爛てば安心なさいな。ユミィってば術式のコントロールは苦手だけど、沁力の潜せん在ざい量りようはすごいんだから。知ってるでしょ？　氷結鏡界を三日維い持じしてピンピンしてるのって、サラ様を除のぞけばユミィくらいよ」


「けどよ──」


「……爛ありがとう。でもわたしやるよ」


　釈しやく然ぜんとしない面おも持もちの爛に伝わるよう、ユミィは彼女に向けてうなずいた。


　やろう。こんな場面で、先メ輩イ巫メ女ルがわたしを信じて役やく割わりを任まかせてくれるんだから。


「いい子ねユミィ、まあちょっと疲つかれるかもしれないけど大だい丈じよう夫ぶよ。あなた、術式は絶ぜつ望ぼう的にダメな子だけど、それを発動させる馬力だけは呆あきれるくらい底なしみたいだから」


「……メイメル、褒ほめてるフリして馬ば鹿かにしてます？」


「そんなことないわよー。それじゃあユミィ、春蕾シユンレイ。『三みつ重えの連つら謡ひめ』にて術式を共鳴。いけるわね？」


　ほころばせた表ひよう情じようは一いつ瞬しゆん。笑えみをぬぐい去り、メイメルのまなざしが鋭するどさを増ました。


「いつもどおりやればできるわ。大丈夫、あなたたちはそれだけの訓練を修おさめてる」


　その言葉に、ユミィは春蕾と顔を見合わせた。


　……練習以外で使うの、初めてだ。


　三みつ重えの連つら謡ひめは、術者三人からなる複ふく合ごう詠えい唱しよう。それもただの同時詠唱ではない。言葉の意味が個こ々こ人じんの詞し単体で終わらず、残る二人の詞と重ねることで、何百通りにも及およぶ詞の奏そう鳴めいとなる。だからこそ難むずかしい。


「では────ユミィ、春蕾、私に同調あわせなさい」


　しん、と聖せい堂どうが静まりかえる。


　わずかな呼こ吸きゆうも埃ほこりの舞まう微かすかなざわめきも、全すべてが途と絶だえた聖なる祈いのりの場で──




【Lin Endes pel On Nes我、万象連ネ祝詞ヲ開放】


【phia-So la telah sitra三方の扉をもつて祈りを灯す】


【ele So Phi-a-sわたしにできる Arma-Riris全ての願いを……】





　────────────左ニ追つい従じゆう　　主音ニ重ネテ奏ヲ為なス


　三みつ重えの連つら謡ひめ、領りよう域いき系けいにて　これを福唱　主音をもって連奏す


　────────────右に従したがい　　主音に重ねて導みちびきます





　悠ゆう久きゆうの調音　夢ゆめなす調べは　世界を伝い　織おりなす時は




　　久く遠おんの調音　眠ねむりを誘さそい　鼓こ動どうとなって　螺ら旋せんとなりて




　　　無む限げんの調音　理ことわり、満ちて　波は紋もんをゆらし　数多あまたの相を超こえ









　それは　大いなる　祝福の中に　小さき言葉と　描えがきゆき




　　それは　細やかな　飾かざりたる時の　小さき言葉を　織り合わせ




　　　それは　螺旋にて　奏鳴満たし　紡つむぎ上げては　駆かけめぐる





　　　願いし軌き跡せきも　遥はるかな庭の眠りを覚まし　我わが身を　夢と現うつつで満たす




　　織りなす夢も　世界の泉いずみは鏡となりて　わたしを　法と律で満たす




　抱いだきし輝き石せきも　今ここに零こぼれて集つどい　わたしを　詞と歌で満たす







　　　落ちゆく星は　環わの淵ふちあるき　彼方あなたをここで　知るために




　　降おりなす月は　織りなす刻ときに　あなたをここで　解ときはなつ




　そそぎし雨は　巡めぐり巡りて　あなたをここで　見つけだし







　　　風より　舞まい上がるもの　震ふるわせる　奇き蹟せきの道となれ




　　風より　降りそそぐもの　巡りたる星の　無限の道となれ




　風より　湧わき起こるもの　幾いく千せんにも　希望の道となれ





　──巫み女この第四位　領域より導き、三の三十三乗の過か程ていをもって世界を構こう築ちくす


　──巫女の第二位　結界より導き、三の三十三乗の過程をもって世界を創そう造ぞうす


　──巫女の第五位　洗せん礼れいより導き、三の三十三乗の過程をもって世界を再さい生せいす







　……ぽちゃん。


　水すい滴てきにも似にたその音は、沁しん力りよくの碧へつ光こうが生まれて広がる音だった。


　一滴のしずくが泉に落ち、小さな波紋が広がるように──三人の巫女の身体からだを覆おおっていた光が、音よりも風よりも速く広がっていく。





　大聖堂の壁かべを越こえ、天結宮ソフイアの外へ。大陸の外周にある生ビ態オ生ト育ー区プをも包み込こみ、そしてその輝かがやきはオービエ・クレアを覆うまでに拡かく大だいしていく。


「…………捕捉みつけた」


　閉とじていたまぶたを開く春蕾シユンレイ。


　濡ぬれ羽色の黒こく瞳どうが、領域系の沁力を得て翡ひ翠すい色いろに輝いていた。


「…………自然区、北の第二公園。あと生ビ態オ生ト育ー区プの南西ブロック。巫女と千せん年ねん獅し、いる」


「お疲つかれ春蕾、そのまま捕ほ捉そくしといてね。念話はわたしが引き受けるわ。えーこほん」





『巡じゆん回かい中の巫女および千年獅の二組、お疲れさま。それに居きよ住じゆう区くの皆みな様さま、お元気？　巫女のメイメルよー、突とつ然ぜんだけどみんなにとっても大事なお知らせがあって、こうして念話でお邪じや魔まさせてもらってるわ』




[image: ]





　ユミィの脳のう裏りに、大音量でメイメルの声が直ちよく接せつ響ひびいた。自分だけではない、ここにいるレオンや爛。それに天結宮ソフイアの職しよく員いん全すべてにも彼女の声が届とどいているはず。


　そして。


『突然の報ほう告こくだけど落ちついて聞いて────たったいま、穢歌の庭エデンを封ふうじてた氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが幽ゆう幻げん種しゆに突とつ破ぱされたわ』


「メイメル!?」


　レオンが反はん射しや的に顔を向けた。メイメルのそれは真実を喋りすぎている。


　念話の内ない容ようはあまりに唐とう突とつでしかも重大。結界が破やぶられたことを知れば、不安をあおられた者がパニックを起こす可か能のう性せいもある。


「レオン、信じてあげて」


　銀ぎん髪ぱつの青年に向かってユミィはうなずいた。


　……誰よりメイメルが覚かく悟ごの上で話してるはず。今は彼女を信じよう。


『既すでに千を超こえる幽幻種がオービエ・クレア目指して上って来てるわ。ハッキリ言うとあと一時間も経たたないうちに、この浮遊大陸オービエ・クレアは幽幻種の大たい群ぐんに襲おそわれる』


　すらすらと、ただの一言も言いよどむことなく長身の巫女は続けた。


　言葉に迷まよってはいけない──滑なめらかなメイメルの口調が明めい確かくにそれを伝えてくる。


　言葉を濁にごしてもいけない。それはこちらの不安を伝えてしまうことになる。その瞬しゆん間かん、居きよ住じゆう区くの人間もまた恐きよう怖ふに駆かられパニックに陥おちいってしまうのだから。


『現げん状じようは理り解かいした？　そこで居住区にいる住民のみなさんにお願いよ。今から三十分以内に緊きん急きゆう用の地下シェルターに隠かくれなさい。天結宮ソフイアの護ご士したちが、そこを命を張はって防ぼう衛えいします。いいわねー？』


　ふぅ。一度大きく息を吐はきだすメイメル。


　次に彼女が向けた言葉は、天結宮ソフイアの塔とう外がいにいる同み僚こに向けた者だった。


『さ、ここからは外を巡回中の巫女二人、それと千年獅二人に向けて話すわー。時間がないから手短にね。……まず状じよう況きようは聞いての通り。はっきり言って深しん刻こく』


　ドレス姿すがたの巫女がその場で肩かたをすくめてみせる。


　普ふ段だんのおどけた口調で、けれどその言葉の端はし々ばしに厳きびしさを含ふくませて。


『最大の問題は、結界を突破してしまった幽幻種の数があまりに多いこと。天結宮ソフイアで待機してる千年獅と護士たちでは抑おさえきれない。だから巫女わたしたちもサポートに入る……のだけれど、そうしてしまえば氷結鏡界を維い持じすることができない。皇おう姫ひ様の方はもう限げん界かいだし、巫女が代わらなければならないのは知ってのとおりよ』


　だが巫女が結界維持のために天結宮ソフイアの最上階に上ってしまえば、それこそ襲ってくる幽幻種に千年獅だけで対たい抗こうしなければならなくなる。


『そこで皇姫様からの提てい案あんを伝えるわ。──良い？』





〝あと三時間程てい度どなら、わたしも氷結鏡界を一人で支ささえられます。


　その間に巫み女こと千年獅、それに待機している護士たちで、結界を抜ぬけてきた幽幻種を殲せん滅めつしてください。……ですが、三時間以上はわたしも保もちません。タイムリミットと同時、必ず氷結鏡界を巫女が引き継つぐよう心に留とめておいてください〟





　三時間以内に幽幻種を殲滅させ、その後に巫女が皇姫に代わって氷結鏡界を引き受ける。それが浮遊大陸オービエ・クレアを守るための絶ぜつ対たい条じよう件けん。


『そこで、天結宮ソフイアの外を巡回してる巫女二人あなたたちにお願いよ。知ってのとおり、幽幻種は一万メートル下の穢歌の庭エデンから、身体からだを霧きり状じように変化させて浮ふ上じようしてくる。まず到とう着ちやくするのが浮遊大陸オービエ・クレアの外周、つまり生ビ態オ生ト育ー区プと自然区を経けい由ゆして侵しん攻こうするはず。だから居住区が侵攻される前に、できるだけ幽幻種の数を削けずってほしいの。三割わり……いえ、四割が最低ライン。あとは天結宮ソフイアに残るわたしたちで何とかするわー。────以上、任まかせたわね』


　念話が終しゆう了りよう。


　額ひたいに小さな汗あせをにじませたメイメルが振ふりかえる。


「聞いての通りよ。三時間以内に幽幻種を倒たおし、氷結鏡界を巫女が皇姫から受け継つぐ。それが浮遊大陸オービエ・クレアを守るための絶対条件。仮かりに全個こ体たいを倒せなくても、タイムリミットになれば巫女は最上階に向かうわ。たとえ目の前で誰だれが幽幻種に襲われていようとね」


「それでいい。そのための千せん年ねん獅しだ」


　レオンの首しゆ肯こうにメイメルが微び笑しよう。


「頼たのもしいわ。それじゃあここは春蕾シユンレイとユミィに任せて──行くわよ、爛ラン」


　そう言うなり、その巫女は自分たちに背せを向けた。


「メイメル、こんな時にどこへ!?」


「決まってるじゃない、わたしと爛が居住区に行かなきゃ誰が住民を守るの？」


　背を向けたまま、先せん輩ぱい巫女は淡たん々たんと答えた。


「でも、それじゃあ氷結鏡界は？」


「ユミィ、結界はあなたに任せるわ。普段は確かく実じつを期すため数人で結界を支ささえているけど、一人でも氷結鏡界を支えられるよう訓練はしていたはずよ？　もともと結界の維持だけなら巫女あなた一人で足りる、念のため春蕾もうひとりが補ほ佐さにつけばいい。余あまった巫女わたしは戦力として前線に出るべきでしょう？」


「そんな……っ！　それならわたしがやります。メイメルが天結宮ソフイアにいなかったら──」


　いまこの場で全体を指し揮きしているのはメイメルだ。


　自分や春蕾シユンレイでは絶ぜつ対たい的に経けい験けん不足。天結宮ソフイアの統とう率そつだって未経験。


「ユミィ？　あなた相方になる千年獅がいないのに、どうやって前線に立つつもり？」


「それは……でも、巫女は死んじゃいけないって言ったのはメイメルです！」


　居きよ住じゆう区くでの戦せん闘とうは、一いつ般ぱん人じんを庇かばいながらの過か酷こくなものになる。どんな不ふ測そくの事じ態たいが起きるかもわからない。巫女といえど命の保ほ障しようはない危き険けんな役回り。


　……だから、それは巫女の中でも位の低いわたしがやるべきなんだ。たとえこの身に何が起きても、位の低い巫女ならばまだ代わりの人材も見つかるだろうから。


「ユミィ」


　ゆっくりと、目の前の先輩巫女が振り返った。


「いいことー？　死んでいい巫女なんて一人としていない。位なんてお飾かざりみたいなもの。わたしの位が上だからってあなたより重要ってわけじゃないのよー？」


　……信じられなかった。巫女の位は皇姫から直じき々じきに授さずけられたもの。それを、誰より巫女の格かく式しきを重んじる彼女がそんなことを言うなんて。


「春蕾が遠えん視しや念話のような領りよう域いき系けいの術じゆつ式しきに長たけているように、あなたが沁しん力りよくの絶対量に恵めぐまれているように、巫女には一人一人得意としているものがある。──わたしは結界系。居住区の避ひ難なんシェルターに結界を張はりながら戦える巫女はわたしだけよ」


「でも……それならなおさらです！」


　あくまで穏おだやかな口調を崩くずさない彼女へとユミィは叫さけんだ。


　避難シェルターへの結界に力を割さいてしまえば、メイメル自身の身を守る沁力は極きよく端たんに落ちる。そこを幽ゆう幻げん種しゆに襲おそわれれば……


「いいことユミィ、巫女とはそういうものなの。巫女は自らの力で浮遊大陸オービエ・クレアを守り、その巫女を千年獅が守る。そういった信しん頼らい関係があるからこそ浮遊大陸オービエ・クレアは千年間守られてきた。わたしが居住区の人間のために身体を張るのも当たり前のこと。ね、爛ラン？」


　メイメルが片かた目めをつむってみせるそのすぐ横には、彼女の護衛パートナーである千年獅の少女。


「心配すんなって。メイメルにはオレがついててやるから」


　……凄すごさを知った。


　巫女と千年獅の信頼の厚あつさ。千年獅パートナーのいないユミィには足りないもの。文字どおり千年間積み重ねられてきた絶対の絆きずながそこにはあった。


「そんなわけで、居住区に侵攻してきた幽幻種を削けずるのがオレたちな。全掃そう討とうを目標にはするけど、逃にげ遅おくれた人間の保ほ護ごを考えるとせいぜい四割五割。で、その防ぼう衛えいラインを突とつ破ぱされればもう天結宮ソフイアまで壁かべはない。レオン、残りは天そ結つ宮ちで頼たのむわ。……気合い入れろよ。もし巫女と皇おう姫ひに何かあったら覚えとけよ？」


「杞き憂ゆうだな。お前こそメイメルから目を離はなすなよ」


　にやりと挑ちよう発はつ的な爛に、こちらもレオンが好戦的な笑えみで返す。


「春蕾シユンレイ、ユミィ。俺おれは２４１階の大ホールで幽幻種を迎むかえ撃うつ。二人は大だい聖せい堂どうでの防衛を頼む。三時間タイムリミツトになればそこから最上階に向かってくれ」


「……うん」


　うなずき、ユミィはそっと自分の胸むねに手をあてた。……重じゆう圧あつに胸が痛いたい。最終防衛線が自分と春蕾の二人。それが、最上階の皇姫を守る最後の砦とりでとなる。


「ユミィ、こいつはどうする」


　ペンダントとして輝かがやく機械水晶イリスをかざすレオン。


『レオン、お伴ともします。私が天結宮ソフイア内に侵しん攻こうしてきた幽幻種を観かん測そくして報ほう告こくしますので、あなたが大ホールで部下を動かしてください』


「決まりね。それじゃあ解かい散さん、お互たがい無事で会いましょ？」


　メイメルが手を打ち鳴らして号令。


　大聖堂。その場に集つどう誰もが、自分の使命のために歩きだした。





　　　　３





〝たった今、穢歌の庭エデンを封ふうじてた氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが幽幻種に突破されたわ〟


　──巫み女こメイメルからの念話は、居住区の全ぜん域いきに響ひびきわたっていた。





　怒ど号ごうと悲鳴。そして狂きよう乱らんが大通りに満ちていた。


　出店も何もかもそのままで逃げだす者。はぐれた家族、恋こい人びとを捜さがそうと奔ほん走そうする者。膨ふくれあがる人の津つ波なみが、地鳴りをしたがえて避難シェルターの方向へと駆かけていく。


　その光景を、すぐ目の前でシェルティスは見つめていた。


「……最悪だ。想定してたよりずっと悪い」


　奥おく歯ばを苦々しく嚙かみしめる。まさか氷結鏡界が破やぶられるなんて……


「ね、ねえってばシェルティス！　あたしらどうすればいいのよ!?　メイメルって巫女様が言ってたとおりシェルターに避難するの？」


　気づけば、密みつ着ちやくするほど近くにエリエが立っていた。


　──その唇くちびるが恐きよう怖ふにふるえて見えるのは、きっと気のせいではないのだろう。


「一般人ぼくたちは従したがうしかないよ」


　巫女メイメルの言葉を信じるならば、皇姫はまだ天結宮ソフイアの最上階。動けない皇姫の代わりに指し揮きをとる巫女の緊きん急きゆう警告だ、逆さからうどころか疑ぎ問もんの類たぐいすら許ゆるされない。


「……とにかくユトを見つけないと」


「シェル兄ーっ！」


　押おし寄よせる人波のわずかな切れ目、聞き覚えのある幼よう女じよの声が確たしかに聞こえた。しかしそれも人の流れと悲鳴にかき消され、わずかな余よ韻いんすら残さず消える。


「ユト！」


　声だけを頼たよりに人波をかいくぐる。周囲より頭一つ小さい幼女が周りの勢いきおいに押されて転てん倒とうする直前、あわやというところでシェルティスはその手を摑つかんだ。


「ユト……よかった、ここにいたんだ」


「シェル兄、この人たちどうしたの？」


　緊きん張ちようを張りつかせて逃げまどう周囲をぽかんと眺ながめる少女。星せい礼れい祭さいにはしゃぐあまり、巫女の話も聞き逃のがしてしまったのだろう。


「ううん、いいんだ。それより早く逃げるよ、おいで！」


　ユトの手を摑んで早足で歩きだそうとし──


「……ふぇ？　シェル兄、逃げるの？」


　けれど、その少女は自分の手を摑んだまま動こうとはしなかった。


「うん。もう時間がないから後で説明するよ。とにかく避難シェルターに隠かくれないと」


「ユト、シェル兄と一いつ緒しよがいい」


「わかってる。一緒にシェルターにいてあげるから」


「ううん、そうじゃないの──」


　空色のマフラーをなびかせて、少女が小さく首を横にふる。





「シェル兄は、守ってくれないの？」





「──え？」


　どくん。


　胸の深い深い場所。単なる心しん臓ぞうの音とは別の何かが、たしかに鼓こ動どうした。


「ユト、シェル兄と一緒ならシェル兄に守ってもらうのがいい」


「……僕ぼくが？」


　シェルターに向かおうとする足がその場で止まる。


「守ってもらうならユトはシェル兄がいい。シェル兄、前の公園でも守ってくれた……」


　口の中が乾かわいて言葉がでなかった。


　……僕が、幽ゆう幻げん種しゆから誰かを守る？


　……天結宮ソフイアから追放されて何もかも失って、もう巫女ユミイと会うことすら許されない僕が？


「シェルティス、どしたの？」


「い、いや……なんでも…………ない、よ」


　横から覗のぞきこんでくるエリエにあわてて手をふった。


「もうシェルティスってば、突つっ立ってないで早く行くよ！　あたしたちの避ひ難なん先さきってたしか第六シェルターだよね。距きよ離りがあるから急がないと」





　──避難？　本当にそれでいいの？　ただ守ってもらうだけで？





　胸の中で何度も何度もこだまする声は、自分自身のものだった。


　もう天結宮ソフイアに関かかわることは許されない。かつての幼おさななじみの少女は今や浮遊大陸を守る巫女。かつての友人ライバルも巫女を守る千せん年ねん獅し。二人とも浮遊大陸中で崇すう敬けいされる人物だ。


　かたや自分は、もはや居きよ住じゆう区くに住む一いつ般ぱん人じん。


　自分にできることはただ一つ。ユミィが巫女として、レオンが千年獅として無事にやっていけることを居住区から祈いのるだけ。


　……そんなこと、二年前に痛いたいくらい胸むねに刻きざんだはずなのに。


　そのはずが、胸にこびりついて離はなれないもどかしさは何なのだろう。


「ユミィ……」


　周囲に溢あふれる叫きよう喚かんと悲鳴の中、人の流れに逆さからってシェルティスは振ふりかえった。


　──どこまでも高く伸のびる白はく亜あの塔とうを。
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　第三居住区。


　居住区の中で最も天結宮ソフイアから離れた区く域いきであり、自然区と隣りん接せつした場所だ。商業が活発な第二居住区と違ちがい、こちらは集合住じゆう宅たくがならぶ賑にぎやかな住宅街としての色が強い。


　しかしその大通りに、人ひと影かげはただの一つも見当たらなかった。


「通りに人影なし。家も……誰もいねーな。とりあえずおおかた避難したか」


　しんと静まりかえる街路を行く数十の足音。


　居住区の住民とは異い質しつの空気を孕はらんだ集しゆう団だん。ロングコートにジャケット、ドレス。装よそおいこそ異ことなるが、誰もが純じゆん白ぱくの儀ぎ礼れい衣いを纏まとっている。


　──天結宮ソフイアの護ご士し、そして巫み女こ候こう補ほ生せい。


　大たい剣けん、重じゆう鎗そうといった接せつ近きん武ぶ器きに加え、破は砕さい弓きゆう、投とう擲てき鋼こう、銃じゆう火か器き。誰もが何かしらの武ぶ闘とう、沁しん力りよく術じゆつ式しきにおいて浮遊大陸有数の実力者だ。


「静かー。ねえ爛ラン、いまなら勝手に家にお邪じや魔ましてもばれないかしらー？」


「メイメル、茶でも飲んで休きゆう憩けいか？　まだ何も終わっちゃいないぜ」


　天結宮ソフイアの第二師し隊たい。


　その先頭を行く巫女の横に並ならび立ち、爛は肩かたをすくめてみせた。


「休憩できる時に休憩するのよー。ね、あなたたちもそう思わない？」


　ドレス風の法ほう衣いをひるがえすメイメル。


　が、彼女に口をきく者は師隊の中でも一人としていなかった。


　……つぅか当たり前だよな。オレだって緊きん張ちようするっつぅの。


「メイメル、もしかして本当に疲つかれてるのか」


　ここに来る途と中ちゆう、メイメルは居住区にある十箇か所しよの避難シェルターに立ちよっていた。その全すべてに、幽幻種を拒きよ絶ぜつする沁力結界をほどこしたのだ。それがどれほどの労力か爛にはわからないが、決して軽い負担ではなかったはず。


「そりゃあ疲れてるわよー、ここまで歩いてきてクタクタ」


　メイメルの足がぴたりと止まる。


　数十人の護士たちの眼がん前ぜん、そびえ立つ鋼鉄の防ぼう護ご壁へき。高さ十メートル超ちよう。自然区と居住区を区分する壁かべであり、自然区からの獣けものを防ふせぐためのものだ。


「たった今、自然区と生ビ態オ生ト育ー区プに散ってる巫女二人から念話が来たわ」


「なんて？」


「抗こう戦せん中とだけ。とにかく幽幻種の数が多すぎて……『何百体かに突とつ破ぱされた、居そ住つ区ちに向かってる』と言ったきり交信を切られたわ。もう念話に力をまわす余よ裕ゆうもないみたい」


　じっと見すえていた壁に背せを向け、長身の巫女が踵きびすをかえした。その視し線せんは、すぐ後ろに控ひかえている天結宮ソフイアの護士たち数十人へ。


「護士あなたたちも知っての通り、皆みなの儀礼衣にはわたし直じき々じきの刻こく印いん儀礼を施ほどこしてあるし、幽幻種の魔ま笛てきに対して多少の耐たい性せいがある。けれどいまから戦う幽幻種は、結界を突破した強力な個こ体たいばかり。その魔笛を浴びればただでは済すまないと覚かく悟ごなさい。先に言っておくけど、魔笛を浴びた子を助ける余裕はないわ」


　幽幻種の魔笛を浴びれば、天結宮ソフイアの護士たちといえど無事では済まない。


　魔笛の効こう果かとして代表的なものは猛もう毒どく、永えい久きゆう昏こん睡すい、腐ふ敗はい、精せい神しん汚お染せん。さらに厄やつ介かいなのが、その魔笛に汚染された者に触ふれれば同じ呪じゆ力りよくに感染すること。──治ち療りよう方法は一つ。強力な沁力を持つ者による浄じよう化かを受けること。しかしそれも救助が遅おくれれば命にかかわる。


　そのための時間がない、つまり見殺しにするとメイメルは言っているのだ。


「ま、当然じゃねえの？」


　軽いしぐさで爛ランは相あい槌づちを打った。


　動どう揺ようした様子の師隊員はいない。そもそもそれくらいの脅おどしで気き後おくれする程てい度どでは、天結宮ソフイアの護士になるどころか日々の過か酷こく極きわまる訓練にも耐たえられない。


「それならいいの。ただねー、わたしが言いたいこと、みんな勘かん違ちがいしてないかしらー」


「勘違い？」


　予想だにしないメイメルの呟つぶやきに眉まゆをつり上げた。


「爛、わたしがいつも言ってること暗唱なさい。皆に聞こえるようにね」


「ん、あれか……『氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえる皇おう姫ひと巫女は浮遊大陸で最も大事な命。そしてあなたたちは、命をかけて巫女を守ると誓ちかった護士たち。わたしは死ぬわけにはいかないの。もしわたしに命の危き険けんが迫せまれば、わたしをかばってあなたが死になさい』──だろ？」


　天結宮ソフイアの護士たちにおける暗あん黙もくの掟おきて。


　第二師隊の師隊員ならば誰もが知っているメイメルの口くち癖ぐせだ。


「安心しろよ。オレの隊だぜ、今さら逃にげだす奴やつなんていねえよ」


「…………」


　が、彼女はしばし沈ちん黙もくしたまま。


「メイメル？」


「そういえば、みんなに言い忘わすれてたことがあったわ」


　照れ隠かくしのようにバツの悪そうな表ひよう情じようで、巫女は大きく息を吐はいた。


「いつも言ってるとおり、わたしは結界を支える巫女として死ぬわけにはいかない。わたしに何かあれば命をかけてかばうことが天結宮の護士あなたたちの至し上じよう任にん務む。だけどそれは、あくまで巫女が危き機きにおちいった時の話。──いいかしら、本当に優ゆう秀しゆうな護士たちっていうのはね、そもそも巫女を危機にさらすような真ま似ねしないの」


　メイメルがその場で再ふたたび背を向ける。


　眼前の壁を睨にらみつけるがごとく見すえたまま、彼女はさらに言葉を続けた。


「あなたたち第二師隊はわたしと爛の隊。わたしはあなたたちを、天結宮ソフイアでも一番強くて優秀な護士だと思ってる。だからこそ、できるわよね？　巫女わたしを危険にさらすことがなければ、巫女わたしをかばって命を落とすような真似しなくて済む。つまりわたしは死なないし、あなたたちも死なないという選択肢。──あなたたちならそれができるわよね？」


　ガリ、……ガ……ガガガッッ……


　十メートルを超こえる巨きよ大だいな金きん属ぞく壁へきから聞こえる、耳をつんざく破は砕さい音おん。


　分ぶ厚あつい鋼こう鉄てつの防ぼう護ご壁へきが食い破やぶられているのだ。その咀そ嚼しやく音おんだけでわかる。何十では済まない。何百という大たい群ぐんが、この壁を隔へだてた向こうまで押おし寄よせてきている。


　幽ゆう幻げん種しゆ。


　けれど──誰だれもが圧あつされ息を呑のむはずの光景を前にし、それでも巫み女こは動じない。


「これが最後よ。巫女の第二位、結界の巫女としてあなたたちに命じます」


　メイメルが高々と片かた手てを振ふり上げる。


　その手の先に輝かがやく蒼あおい光──澄すんだ沁しん力りよくの輝き。


「わたしはあなたたちを信じてこの戦場に連れてきた。だからこそ見事に戦い抜ぬきなさい。戦い抜いて、そして生き残りなさい。わたしは誰一人、この隊の顔ぶれが欠けることを望まない。そのためにわたしも、全力であなたたちをサポートします」


　どこまでも強く気高く、美しく。


　浮遊大陸を守護する誇ほこりと威い厳げん、そして慈じ愛あいに満ちた巫女がそこにいた。


　……まったく勝てねえな、ウチの巫女様には。


　口元をぬぐい、爛ランはこぼれそうになった苦く笑しようを隠かくした。


「お前ら聞いたな？　巫女と居きよ住じゆう区くの人間を守るだけじゃ足りねぇんだ。みんな守りきったその上で、オレたちも全員生き残る。それが任務だ！」


　羽は織おっていた千せん年ねん獅し用の儀ぎ礼れい衣い、それを空高く放ほうり投げる。


　それが号令。


「総そう員いん、気合い入れろ！　行くぞ！」


　そして千年獅の少女は駆かけた。


「──上等だ。てめぇらまとめて、愉ゆ快かいに月まで殴なぐり飛ばしてやるよ！」


　防護壁を食い破って現あらわれた、視し界かいを埋うめつくす無数の幽幻種たちに向けて。
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　倒とう壊かい、あるいは傾かたむきかけた星せい礼れい祭さいの出店。店頭に並ならぶ商品はことごとく地に落ち、避ひ難なん時に踏ふみつけられ無む惨ざんなものに変わり果てていた。大通りにすら人ひと影かげは皆かい無む。無数の人間が避難した痕こん跡せきとして、砂すな埃ぼこりが寂さびしく舞まう光景だけが広がるばかり。


　──住民の多くが避難し、無人となった第二居住区にて。


「さ、急ぐよ！　遅れたらシェルターの扉とびらが閉しまっちゃうんだから！」


　肩かたで息するエリエが声を張はり上げる。


　そんな彼女のすぐ後ろには、例の三輪ヴィークルがけたたましい起動音を吐きだして出発の時を待っていた。後部座ざ席せきには数日分の着き替がえや食料、医薬品。下宿先である自室から急いでかき集めたものだ。


「最後に聞くけど、シェルティスもユトも忘わすれ物ないわね!?」


「僕ぼくはだいじょうぶ。ユトも平気だってさ」


　エリエに頼たのまれた演算機コンピユータを抱かかえ上げ、シェルティスは首を横にふった。


「…………」


　通りに設せつ置ちされた時と計けい塔とうへと目を移うつす。とっくに幽幻種も浮遊大陸に上りきった時間だ。天結宮ソフイアの護ご士したちが居住区直前で防ぼう衛えい線せんを張り、侵しん攻こうする幽幻種と抗戦しているはず。


　……けど、本当に立ち向かえるのか？


　……メイメルという巫女が言うには、数百を数える幽幻種という話じゃないか。


　抑おさえきれる数じゃない。せいぜいが居住区の人間が避難するまでの時間稼かせぎが精せい一いつ杯ぱい。


　いや、あるいはその時間稼ぎすら保もたなくてもふしぎじゃない。一体でも脅きよう威いとなる幽幻種、それが数百体以上。それも結界を破った奴やつらだ、通つう常じようの個こ体たいより強力なものがいると考えるべき。本当は、一人でも加か勢せいが必要のはず。


「シェルティス？」


　心配そうなエリエの声にも、ただ黙だまってうなずくだけが精一杯だった。


〝シェル兄は、守ってくれないの？〟


　……なんでだろう、頭からさっきの言葉が離はなれない。


　言った本ユ人トはとっくにヴィークルの前で待っている。ユトだって、あの言葉に深い意味をこめたわけじゃない。ただ何となく口にしただけのはず。そう分かっていてなお、胸むねの奥おくが圧あつ迫ぱくされるような痛いたみがあって……


　俄が然ぜん、地面がひっくり返るほどの衝しよう撃げきが走った。


　ゴォォォッ……と唸うなる地鳴り。


　一いつ瞬しゆん遅おくれて、何か巨きよ大だいな物が崩くずれた音が津つ波なみのようにやってきた。


「まさか──っ！」


　振ふり返った方向は、遥はるかに離れた第三居住区。


　数十階はあろう巨大なビルディングが、内部から黒い霧きりを吹ふきだして倒たおれていく。


　その周囲でも続けざまに家屋が崩れていく光景。酸さんに強いはずの強結セラミック建けん造ぞう物ぶつですら、魔ま笛てきに侵しん食しよくされて腐くさり、ドロドロに溶とけ落ちていく。


「まずっ、もうそこま──」


　言いかけたエリエが凍こおりつく。


　第三居住区の方角から、風に舞い上がる濃こ紫むらさき色いろの霧。


「霧なんかじゃなくて……あの粒りゆう子しっぽい点一つ一つがみんな幽ゆう幻げん種しゆ？」


　空をまっ黒に覆おおいつくす幽幻種の群むれ。翼つばさを持つ個体そのものは稀まれであるが、あの獣けものは身体からだを霧きり状じよう化させる特とく質しつをもつ。そしていま、風は天結宮ソフイアへと吹いている。いま幽幻種が風に乗れば、天結宮ソフイア付近の地上まで一気に侵攻できることになる。


「……シェル兄、怖こわいよ」


　気づけば、自分の足にしがみつくようにユトが寄よりそっていた。禍まが々まがしい色の獣から目をそらし、ふるえている。痛いた々いたしいほどにそれが伝わってくる。


「────」


　飛びかう大たい群ぐんは第二居住区じぶんたちなど眼がん中ちゆうにもなかった。あの不気味な獣たちが侵攻する方角はただ一つ、燦さん然ぜんとそびえ立つ白の塔。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえる天結宮ソフイア。そこだけを目指して幽幻種たちは進んでいた。


　……そうだよね。


　静かに息を吐はき出し、シェルティスはその場でじっと目をつむった。


「怖い……よね」


　きっと誰だってそうだ。皇おう姫ひだって巫み女こだって、千年獅だって、あの不気味な存そん在ざいに恐きよう怖ふしない人間なんているわけがない。本当は誰だって逃にげだしたい。


　だけど、それでも──


「ユミィは……逃げないんだよね」


　巫女は逃げない。最後の最後まで天結宮ソフイアを守り続けることが使命なのだから。


　レオンもそうだ。あの男が退しりぞくわけがない。守るべき巫女が天結宮ソフイアに留とどまるかぎり、命をかけて守り続けるのが千せん年ねん獅しの役目なのだから。


　……あの日の約束も、そうだった。





〝ユミィが巫女になって僕を守ってくれるって言うなら、僕だってユミィを守る千年獅になる。そうすれば一いつ緒しよにいられるでしょ？〟


〝だから泣かないで、ね？　だいじょうぶ。塔の一番高いところまで、絶ぜつ対たいユミィのところまで行くからさ〟





　──そんな約束に憧あこがれていた。


　天結宮ソフイアで自分が双そう剣けんにこだわり続けたのも、それが理由。


　一本の剣では自分の身しか守れない。自分と、そして大切な人ユミイ。二人分を守るって決めたからこそ、剣は二本必要だった。


「…………」


　閉とじていたまぶたを静かに持ちあげる。





　……行こう。





「二人とも、怖い思いさせてごめん。でも──」


　怯おびえるユトの頭を優やさしくなでてやる。


「もう大だい丈じよう夫ぶだから。全部、終わらせてくるから」


　笑え顔がおだけを残し、ゆっくりとエリエとユトに背せを向けた。


「ちょっと！　シェルティスどこ行くのよ!?」


「エリエとユトはシェルターに逃にげてて。僕、忘わすれ物取りに行ってくる」


　剣も友人も思い出も、何より大切な彼女との約束も。


　二年前、全すべてあの塔とうに置いてきた。


　──取り戻もどしに行こう。


「そうだよ。くっだらない、何が追放だ」


　天結宮ソフイアに護ご士しとしての資し格かくを剝はく奪だつされたから？　永久追放を言い渡わたされたから？


　そんなものを気にする理由がどこにある。たとえこんな、魔ま笛てきに冒おかされた身体だからって、きっとできることがあるはずだから。


「シェルティスなに勝手に歩き始めてるのよ、早くヴィークルに乗りなっての！」


「ごめん、僕のことは放ほうっておいて二人は先に避ひ難なん──」


「だ、か、ら、そうじゃなくて！　天結宮ソフイアに行くんでしょ？　それならさっさと乗りなさいって言ってるのよ。送ってあげるから」


　一いつ瞬しゆん、エリエが何を言ってるのか分からなかった。


「──え？」


「ここから走ったって間に合わないでしょ。ほら、ユトもこっちおいで」


　ユトを後部座席に乗せ、エリエが手早くその安全ベルトを締しめる。その姿すがたを見て、今度こそシェルティスは我わが目を疑うたがった。


「なっ……何言ってるのさ！　上の幽幻種がどこ向かってるか見てみなよ。いまの天結宮ソフイアは危あぶないなんてもんじゃないんだって！」


「だってシェルティス行くんでしょ。正直怖いけど、それなら付きあうわよ。天結宮ソフイアの中央コンピュータにアクセス頼たのまれた時から覚かく悟ごしてたもん」


　そう答える少女は、驚おどろくほどいつものおどけた口ぶりだった。


「それは……たしかに巻まきこんだのは僕の方だけど」


「それにね、いまから巫み女こ様のとこに走ったって間に合わないわよ。どのみち天結宮ソフイアに着く前に走って疲つかれちゃしょうがないでしょ。ね？　厚意には素す直なおに甘あまえときなさい」


　おだやかな笑えみさえ浮うかべ、ツナギ姿の少女が手て招まねき。


「……ありがとう」


　言葉が、それしか出てこなかった。


「よし決まり。それじゃあ出発、みんな避難した後だから通りも人いないし丁度いいね！　天結宮ソフイアまで最速で突つっこむよ！」


　鋼こう鉄てつの車体が嘶いななきを上げた。


　車輪が路面を擦する甲かん高だかい音が響ひびく中、猛もう烈れつな勢いきおいで三輪駆く動どう車しやが疾しつ走そうする。


「……エリエ、全部終わったらユミィのこと紹しよう介かいするよ。友だちになってあげて」


「おおっ!?　それ嬉うれしいかも！」


　居きよ住じゆう区くでの二年間も無む駄だじゃなかった。いまあらためてそう思う。こんな──こんな馬ば鹿かげた真ま似ねに付きあってくれる知りあいができたのだから。


「……だから、あと少しだけ待っててユミィ」


　絶ぜつ対たい、塔の頂上きみのばしよまで駆かけつけるから。




　終章　『触ふれる指先』
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　黒の空。幽ゆう幻げん種しゆの身体からだから噴ふきだす濃こ紫むらさき色いろの霧きりによって太陽光が遮さえぎられ、周囲の視し界かいがみるみる悪化していく。


　一メートル先も見通せないほどの闇やみ色いろに周囲が染そまり……


『各位、邪じや魔まな霧を吹き飛ばすから眩まぶしいわよ』


　脳のう裏りに直ちよく接せつ響ひびくメイメルからの念話。


　直後、頭上を照らす猛烈な輝かがやきに爛ランは両目を細めた。太陽よりも眩まぶしく輝く蒼そう光こうを放ち、メイメルの大だい規き模ぼな沁しん力りよく結界が展てん開かい──上空に停てい滞たいする霧をはじき飛ばす。


　燦さん々さんと照らす白日の下もと、何十体という数の幽幻種。大きさは子こ猫ねこから獅し子しまで、どの個こ体たいも霧きり状じようの身体から四し肢しが見え隠かくれする地上歩行型だ。
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　聞くだけで鼓こ膜まくが爛ただれ落ちる呪じゆ詛そ、そんな寒気と不ふ快かいさをともなった音の波動。


　魔ま笛てき、幽幻種の有する特とく異いの力だ。が──


「遅おそい！」


　めきっ。路面に足あし跡あとを穿うがつ音。


　魔笛の紫し光こうが解とき放たれるより先、爛ランは幽幻種の懐ふところまで飛びこんでいた。人外とも言える反はん射しや神しん経けいと筋きん組そ織しきを有するこの少女の疾しつ走そうは、その初速ですら可か視し速度を凌りよう駕がする。


　と同時。魔笛の輝きが扇せん状じように拡ひろがり、幽幻種を守るように展開した。


　……障しよう壁へきか？


　刻こく印いん儀ぎ礼れいによって沁力を帯びた爛の拳こぶし、そして魔笛による光の障壁が衝しよう突とつ。──直後、拳が正面から押おし返された。沁力と魔笛、真ま逆ぎやくの力の衝突による反発作用だ。


「邪魔するなァっ！」


　裂れつ帛ぱくの気き勢せいを放って爛は吼ほえた。


　拳を拒きよ絶ぜつする力をさらに押し返し、紫色に輝く光の障壁を破は砕さい。障壁を貫つらぬいた拳が幽幻種のまとう霧をも吹き飛ばし、その奥おくにある核かく晶しようへと突つき刺ささる。


　悲鳴を上げて消しよう滅めつする幽幻種。


「沁力と魔笛の反発、どうにかなんねーのか」


　障壁を破やぶった衝しよう撃げきで痺しびれの残る腕うでを振ふりまわす。


　沁力と魔笛は真逆の力であり、互たがいに互いを拒絶する。沁力を付ふ与よした拳で殴なぐろうとしても、幽幻種が魔笛で障壁を展開した時、その反発によって威い力りよくが落ちてしまうのだ。


「でもね爛ラン、そのおかげで巫み女こは守られてるのだけど？」


「……わかってるっての」


　メイメルの冷静な指し摘てきに、苦虫を嚙かみつぶしたような表ひよう情じようになる。


　障壁に関する条じよう件けんだけは人も幽幻種も対等だ。仮かりに幽幻種の攻こう撃げきをメイメルが受けたとしても、彼女の沁力と魔笛の反発によって威力を軽けい減げんできるという面もある。


　──メイメル、わざわざツッコミ入れてくるだけの余よ裕ゆうはあるわけだ。


　苦く笑しようを心の中だけに留とどめ、こっそりと胸むねをなで下ろす。


「それにしても……狙ねらいはあくまで天結宮ソフイアってか？」


　爛一人で十数体は削けずったし、いまも目の前には数体の幽幻種。しかし厄やつ介かいなのは相手が自分たちを標的としていないことだ。常つねに自分たちを避さけるように迂う回かいして天結宮ソフイアの方角へと突とつ進しんしていく。現げんに、爛の知るだけで数十体がこの防ぼう衛えいラインを通つう過かしてしまった。全体ではどれほどが天結宮ソフイアに向かったか、もはや数えようという気も起きない。


　──これ以上通すわけにはいかねぇよな。


　唇くちびるを嚙みしめ、跳ちよう躍やく。街がい灯とうの鉄柱を蹴けってさらに頭上へ。


　翼つばさを持つ個こ体たいを二体まとめて蹴り落とし、その勢いきおいのまま、真下にいる幽幻種に拳を振り下ろす。三体の核晶を同時破は壊かい。


「これで少しは──」


　したたり落ちる大おお粒つぶの汗あせを拭ぬぐおうとした刹せつ那な、すぐ真横で部下の護ご士しが絶ぜつ叫きようを上げた。


「あ……っ……あ……？……ア……アアアアァァァ…………ァァッッッッッ！」


　断だん末まつ魔までも悲鳴でもない、それは狂きよう気きに満ちた奇き声せい。


　両手に構かまえた双そう剣けんを周囲構かまわず振ふりまわし、敵てき味方構わず斬きりつける。その後頭部に、濃こ紫むらさき色いろの霧がべったりとまとわりついているのが幽かすかに見えた。


「……精せい神しん操そう作さか！」


　魔笛の作用の一つで、呪のろいを与あたえた相手を恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おとしいれる力だ。直ちよく接せつ生死にかかわる能のう力りよくでこそないが、混こん戦せんにおいては腐ふ敗はいや猛もう毒どくより危き険けんな場合がある。特に感かん染せん者しやは鍛きたえ抜ぬかれた護士だ、錯さく乱らん状態で剣を振りまわすだけでも脅きよう威いとなる。


「オレが取り押さえる。メイメル、その間に浄じよう化かを！」


　幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうを許ゆるすかたちになるが、この作用だけはまずい。焦あせる気持ちを堪こらえて部下に向き直り──





「今は浄化なんかしてる場合じゃない」





　目の前に、鳶とび色いろの髪かみの少年がいた。


　突とつ然ぜんの乱らん入にゆう者しやに周りの隊員が声をかける間もない。天結宮ソフイアの剣士が振りまわす剣のことごとくを紙かみ一ひと重えで躱かわし、少年が一いつ瞬しゆんでその背せ中なかへまわる。そして。


　──とん。


　後頭部を揺ゆさぶるように殴おう打だされ、その剣士が眠ねむるように気を失って地に伏ふせた。


「混戦での精神操作なら、とにかく気絶させるのが一番手っ取り早い。そうでしょ？」


　にこりと微笑ほほえむ少年。


「え？……あ、ああ」


　我われに返り、慌あわてて爛ランは首を振った。たしかに少年のやった方法は爛も知る方法ではある。


　だが同時に、天結宮ソフイアの剣士を相手に背はい後ごをとって昏こん倒とうさせる──それがどれだけ困こん難なんを極きわめることかも知っている。場合によっては自分が斬きり伏せられる可か能のう性せいもある。


　指し揮きをとる立場ゆえ、爛ランはより確かく実じつな策さくを選ぼうとした。


　それを、こいつは誰だれだ？


　剣の攻こう撃げき範はん囲いを知りつくしたように攻撃を誘ゆう導どうし、流りゆう麗れいな体捌さばきだけで剣を捌く。あれを再さい現げんできる者が、千せん年ねん獅しを除のぞいて天結宮ソフイアの中にどれだけいるだろう。


「お、おい！　お前……」


　ただの闖ちん入にゆう者しやじゃないことは明らか。こいつは一体？


「──じゃ、ここは任まかせたから！」


「あ、おい待て、てめぇ逃にげんな！」


　周囲の視し線せんを知ってか知らずか、少年が逃げるように背をひるがえす。彼が駆かける方向に、明らかに違い法ほう改かい造ぞうをほどこした巨きよ大だいヴィークル。


「何してんのシェルティス！　寄より道してる場合じゃないでしょ!?」


　──シェルティス？


　ツナギ姿すがたの少女の叫さけんだその名には聞き覚えがあった。それもごく最近。


〝シェルティスは、わたしの幼おさななじみなの〟


「まさか……、おい、お前ユミィの────っ！」


　爛が手を伸のばすより先、改造ヴィークルがけたたましい駆く動どう音おんを響ひびかせた。
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　……まさかあいつが、穢歌の庭エデンに落ちたっていう。
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「しぇーるーてぃーすー？　急ぐのか寄り道するのかハッキリしてほしいんだけど？」


　目め尻じりをつり上げるエリエに黙だまってうなずき、シェルティスはヴィークルに飛び乗った。


「ごめん、天結宮ソフイアに入る前に使える武ぶ器きがどうしても欲ほしくて」


　白しろ塗ぬりの鞘さやに収おさまった細身の剣が二振ふり。さっき昏倒させた剣士が使っていたものを、どさくさに紛まぎれて拝はい借しやくしたものだ。


「うわっ、不正アクセスに続いて窃せつ盗とう罪ざい。いよいよシェルティスが犯はん罪ざい者しやっぽい！」


「……これは後で返すって。あ、でもこの鞘はいらないや」


　疾しつ走そうするヴィークルの機上で鞘を路面に投げ捨すてる。蒼あおく煌きらめく氷の刀身──氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの蒼そう氷ひようを材ざい質しつに用いた剣であり、それ自体が強力な沁しん力りよくを帯びている。


「へえ、水すい晶しようみたいで綺き麗れい。天結宮ソフイアの護士はみんなそんな武器使ってるの？」


「大体はね。とにかく沁力を帯びてないと幽ゆう幻げん種しゆに効きかないし」


　剣を掲かかげて陽ひに透すかす。水鏡のように輝かがやく刀身が周囲の光景をも映うつしだし……その蒼い景色の中にぽつんと一つ、黒い染みのようなものが浮かびあがった。


「エリエ、左にハンドル切って！」


「はい？」


「いいから、早く機体を左に！」


　車体がスリップするように左へ旋せん回かい。突とつ然ぜんの急カーブに車輪が悲鳴を上げると同時、すぐ右手の家屋の壁かべが前ぶれなく崩くずれ落ちた。


　ォォッ……ォ……


　腐くさり落ちた壁から現あらわれる異い形ぎようの獣けもの。


「エリエ、速度はそのままで維い持じ！　何があってもずっと直進！」


「だ、だって、追いつかれるよ！」


「いいから！」


　怖おぞ気けだつほど奇き怪かいな速度で怪かい物ぶつが迫せまる。時速二百キロ近い速度で走る機体との距きよ離りをみるみるうちに縮ちぢめ、獣が奇怪な四し肢しを強こわばらせて跳ちよう躍やくした。車体そのものを押し潰つぶす体たい勢せいで真上から飛来し──刹せつ那な、シェルティスもまたヴィークルの機上から飛んだ。


　霧きりの獣と双そう剣けんの少年の姿すがたが重なり、そして。


　……リィィッィィッッ……ッ…………


　鈴すずの音。一いつ瞬しゆん状じよう況きようを忘わすれて聞き惚ほれてしまうほど可か憐れんな音色が街中に広がっていく。その上空、核かく晶しようを破は壊かいされてぴたりと虚こ空くうで停止する霧きり状じようの獣。


「危あぶなかった。やっぱりどこに幽幻種が潜ひそんでるかわからないや」


　幽幻種の核晶が砕くだけた証あかしの旋律を耳にしつつ、シェルティスは疾走するヴィークルの後部座ざ席せきに着地した。


「……倒たおせたの？」


「うん。でもまだ序じよの口。天結宮ソフイアに向かってる個こ体たいは断だん然ぜん強力なはずだから」


　幽幻種はとにかく個体の性せい能のう差さが激はげしい。まったく同じ外見でも、通つう常じようの何十倍という強力な魔ま笛てきを持つ個体もいる。その強さは対たい峙じするまでわからない。


　──ここからが本番なんだ。


　白く輝く尖せん塔とう、その敷しき地ちの入口である巨大な門が視し界かいに映うつる。


「さぁ、突つっ込こむよ！」


　無人の正門を突とつ破ぱし、芝しば生ふが敷しかれた敷地を三輪駆動車が駆ける。


　どす黒く変色し腐った敷地の芝生、溶とけ落ちた防ぼう壁へきと外壁。すでに天結宮ソフイアも幽幻種の侵しん攻こうを受けたのは確かく実じつ。何体の幽幻種が潜んでいるかもわからない。見み渡わたす限かぎり無人──幽幻種の襲しゆう撃げきに備そなえ、天結宮ソフイアでも護士以外の事じ務む員いんは避ひ難なんをした後なのだろう。


「で、どこ行くの？　正面ゲートから一階に入っちゃう？」


「だめ。そっちは防ぼう衛えいラインが敷かれてるはずだから」


　一階は全体が巨きよ大だいなロビーだ。天結宮ソフイアに侵攻した幽幻種を迎むかえ撃うつには一番効こう率りつが良い。鼠ねずみ一匹ぴき許ゆるさない厳げん戒かい態たい勢せいが敷かれているはず。


「エリエ、次の分ぶん岐き路ろを右！　塔とうの外壁に沿そってぐるっと回りこんで！」


「あいよっとっ」


　眼がん前ぜんを埋うめつくす巨大な塔を、外周をなぞるように機体が駆ける。


　なにしろ直径だけで数百メートルを数える建けん造ぞう物ぶつだ。大きく弧こを描えがく走行をすれば、外壁がどこまでも果てなく続くように見える。


「って、どこまで行けばいいのよ？　正面ゲートじゃないなら東と西のサブゲート？」


「ううん……あ、いま見えてきた赤い扉とびら！　そこまで行ってヴィークル止めて！」


　塔の横壁に取りつけられた両開きの扉。照明で照らされた絢けん爛らんな正面ゲートと一転、こちらは真っ赤に塗と装そうされた重じゆう厚こうな金きん属ぞく扉だ。


「パス、変へん更こうされてないといいんだけど……」


　扉の脇わきに取りつけられた電子画面へ、数十桁けたに及およぶ複ふく雑ざつな解かい錠じよう式を入力。電子錠によって閉とじられていた扉の密みつ閉ぺいが解とけ、両開きの扉が左右に開いていく。


「ふぅん、昇降機エレベータじゃないわね、やけに壁の造つくりが頑がん丈じようそうだし」


　コン。横壁を叩たたいてエリエがその反はん響きよう音おんに耳を澄すませる。四方が壁に覆おおわれた密閉空間。足あし下もとの床ゆかだけは淡あわい色合いのカーペット、残りの壁は全すべて無機質な金属地だ。


「この機械音……これ、まさか射出機カタパルト？」


「うん、何百キロある積荷を２４０階の大ホールまで射出する機械砲ほう台だいらしいよ。人用の設せつ計けいじゃないけど、今はそんな無茶もしなくちゃいけない状況だから」


　振ふり返るその先で、重厚な金属扉が再ふたたび口を閉じていく。


　──もう戻もどれない。


　２４０階から最上階まで、あとは上るだけ。


「やれやれ、たしかにぐっと近道はできるだろうけどさ。ロケットみたく打ち上げられる羽目になるのかぁ。……ほらユト、ちゃんと手すりに摑つかまってなさい。危あぶないから」


　射出機カタパルト用の動エ力ン機ジ関ン、そこから突つき出たレバーにエリエが手をかける。その隣となりには手すりにぎゅっと身を寄よせて固まるユトの姿。


「シェルティス、行くよ？」


　鮮あざやかに輝かがやく蒼あおい双そう剣けんを両手に提さげ、シェルティスは頭上を見つめた。天てん井じようの壁のさらなる上。遥はるか二千メートル先にある最上階。そこで彼女が待っている。


「エリエ、打ち上げて」


　だから上ろう。


　二年前、この塔に置いてきた全てを取り戻もどすために。
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　視し界かいをよぎる黒い影かげ。


　それが何であるかを理り解かいするより先、直感のみに従したがってレオンは床ゆかを蹴けった。直後、コートの肩かた先さきが切り裂さかれ、その周りの繊せん維いが溶とけ落ちるように腐くさっていく。


　ォォッ……ォ……ッ……


　奇き怪かいな唸うなりと共に這はい進む霧きり状じようの獣けもの。汚お泥でい色に脈動する四し肢し、その先にある歪ゆがんだかぎ爪づめが眼前に迫せまる。刹せつ那な。レオンの大剣が、かぎ爪ごと幽ゆう幻げん種しゆの身体からだを切り裂いた。


　核かく晶しようが砕くだけ散り、幽幻種の身体が霧む散さん。


　安あん堵どの息をつくより先、胸むねに提げた機械水晶イリスが叫さけんだ。


『レオン、後ろです！』


　磨みがき上げられた剣の刀身に映うつる自分の背はい後ご。ぞっとするほど近い位置に、もう一体。


「ちっ！」


　その場で身体を強ごう引いんにねじる。


　が、振り返ったそこに濃こ紫むらさき色いろの獣は見当たらない。ただそこにいたという証しよう拠ことして、幽幻種の這い進んだ床が液えき状じよう化して奇き妙みような煙けむりを上げているだけ。


　上かっ！


『真上！』


　イリスの警けい鐘しようを脳のうが理解するより先、レオンは大剣を握にぎる両手に力をこめた。


「──はっ！」


　自らの背せ丈たけにならぶ大剣。剣身、重量、破は壊かい力りよく、全てが他を圧あつ倒とうする規格外の剣モンスターソードを自らの手足のごとく巧たくみに振りかざし、蒼そう氷ひようの輝きを宿したその刀身で頭上を薙なぎ払はらう。


　ぎちっ！


　魔ま笛てきの力を帯びて輝く幽幻種の爪と、沁しん力りよくを帯びた大剣が虚こ空くうで衝しよう突とつした。


　レオンの剣けん閃せんが敵てきの爪をたやすく切せつ断だん、そのまま幽幻種本体へ迫る──俄が然ぜん、幽幻種の身体が濃紫色に輝き、その前に輝く光の壁が展開した。


　沁力を宿した剣と魔笛による障しよう壁へきが反発作用を生じ、剣が後ろへ押されていく。


『レオン、敵の障壁がかなり強力です。一いち撃げきで魔笛の障壁を突破することは困こん難なんと判はん断だん。複ふく数すう回かいの攻撃で段だん階かい的に障壁を破壊していくことを推すい奨しようします』


「そんな時間は……ないっ！」


　血が滲にじむほどに奥おく歯ばを嚙かみしめ、床を踏ふみつける。肩先の筋きん肉にくが悲鳴を上げるのを無む視ししてレオンは剣先を振ふり抜ぬいた。


　障壁がガラスのような破は片へんとなって破砕。その背後で爪を再さい生せいさせていた獣が反はん応のうすることも許ゆるさない一瞬で、大剣が中心部の核晶を貫つらぬいた。


『なんとまあ……見事な力業』


「一秒が惜おしい。多少の無茶は覚かく悟ごの上だ」


　天結宮ソフイア２４１階、大ホール。


　２８１階の大だい聖せい堂どうを守る巫み女こ二人を除のぞけばここが最後の防ぼう衛えいラインだが、このフロアすら事じ態たいは深しん刻こくな状じよう況きようだった。魔笛を浴びて浄じよう化か治ち療りようを待つ者たちが部屋の隅すみに倒たおれ、かろうじて立っている護ご士しですら少なからず負ふ傷しようしている者ばかり。その誰だれもがフロアの各所で幽幻種と交戦中、レオンの号令すらまともに届とどかない状況だ。


「春蕾シユンレイ、ユミィ……すまないが頼たのむ」


　かなりの個こ体たいをここで食い止めている自負はあるが、少なくない数の幽幻種がここを突破していったのも事実。


「千せん年ねん獅しレオン、天結宮ソフイア一階の防衛ラインが再ふたたび突破されました！　二十個体以上が昇降機エレベータ用のダクトから侵しん攻こう中！」


　──きりがない。悲鳴にも近い伝令に、口の中に苦いものが混まじる。


　下のフロアから際さい限げんなく沸わき上がる幽幻種。それもただ数が多いだけでない。一階の防衛ラインを突破するだけあって凶きよう悪あくな魔笛を持つ個体ばかりだ。


「一階の被ひ害がいは？」


「魔笛に汚お染せんされた者が十数名、負傷者にいたっては……数えることも不ふ可か能のうです」


「巫女の候こう補ほ生せいで何人かをここから一階にまわせ、魔笛の浄化が遅おくれれば命に関かかわる」


「ですが、このフロアの彼女たちも限界が……」


「最低限の人数でいい。とにかく浄化の術じゆつ式しきが使える人間を一人でも寄よこしてやれ！」


　口早に怒ど鳴なり返し、フロアの中央スペースへと駆かける。


　……まずいな。


　周囲の部下に悟さとられぬよう、せめて表ひよう情じようだけは平静をとりつくろった。


　百人以上いたはずの部下。いずれも卓たく越えつした手て練だれですら、幽幻種の進しん撃げきに負傷し一人また一人と倒れていく。魔笛に呪のろわれた者を浄化する巫女見習いたちも、力の消しよう耗もう度どが半はん端ぱではないはず。


　目に入る額ひたいの汗あせをぬぐう──その矢先、機械水晶イリスが輝かがやいた。


『報ほう告こくします。たったいま天結宮ソフイアの観かん測そく機きが、オービエ・クレアから千三百メートル下に巨きよ大だいな魔笛反応を観測しました。飛行型の大型幽ゆう幻げん種しゆ──大きさは小型の竜りゆうほど、これが今回の群むれを率ひきいている統とう率そつ個こ体たいだと推定されます』


「……統率だと？」


　幽幻種は個々が独どく立りつした存そん在ざい。小さな群れを形成した時だろうと、そこに統率役の幽幻種がいたという報告はかつて聞いたことがない。


『今回の幽幻種の行動には、天結宮ソフイアの巫女と皇おう姫ひを狙ねらうという極きわめて一いつ貫かんした行動理念が見てとれます。氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの弱点をついた結界突とつ破ぱから始まり、強力な個こ体たいを天結宮ソフイアへの侵攻に集中させるなど、強力な統率意い思しが背はい後ごに存在すると考えられます』


「それが、そいつか」


『ほぼ間ま違ちがいないかと』


　いまの状況を維い持じすることさえ難むずかしい状況で、まださらに強力な個体が控ひかえている。


　──どうする？


　それだけ強力な統率個体、この塔とうでやり合えるのはおそらく自分だけ。


　しかし自分は千せん年ねん獅しであると同時、この２４１階を指し揮きする役でもある。ただでさえ部下たちの精せい神しんは限界に近い、指令役の人間が抜けてしまえばもう保もつまい。


「せめて千年獅クラスの人間が、もう一人ここに残っていればな……」


　叶かなわない望みと知りつつ、それでも胸むねの内の言葉は止められなかった。そう。たとえばあの負けず嫌ぎらいの石頭の、そして唯ゆい一いつの友人ライバルだったあいつが残っていれば。


「……はっ、俺おれとしたことが弱音か？」


　大きく息を吐はきだし、弱気に傾かたむきそうになる心を叱しつ咤たする。今は現げん状じようの打破以外何も考えるな。統率個体も後回しだ、とにかく上がってくる幽幻種のことだけを考えろ。


『第二波、きます』


　イリスの声と同時、フロアの四隅が黒いインクを垂たらしたように染そまった。魔ま笛てきに侵しん食しよくされ、壁かべがぼろぼろと腐くさり剝はがれ落ちていく。


「来るぞ、これ以上一体の突破も許すな！」


　フロアの壁の各所が崩れ、濃こ紫むらさき色いろの霧きりをまとった獣けものの影かげが一いつ斉せいに浮うかび上がる。直後、周囲の護ご士したちが気け圧おされたように息を呑のんだ。壁の端はしから端までを埋うめつくす幽幻種。多すぎる。


　その場の全員が敵てきの数に圧あつ倒とうされた、その時だった。


『レオン、フロアからもう一つ幽幻種の反応があります。それも相当強い反応』


「例の統率個体か!?」


　まずい。この場で統率個体まで現あらわれても相手をすることすら──


『いえ、違います……違う個体…………だけれど、これは──？』


「イリス？」


　機械水晶イリスが口ごもるのをレオンは初めて見た。


『なんでしょう……魔笛の反応のはずなのに、上ってきているのは幽ゆう幻げん種しゆじゃない？…………自分でもわからないけど……わたし、何か……すごく懐かしい感じがします』


　懐なつかしい？


　その意味を考える間もなく幽幻種が迫せまり──





　その迫っていた幽幻種たちが、破は裂れつしたように吹ふき飛んだ。





「なっ……！」


　目の前の光景にレオンは目を見開いた。


　濃紫色の魔笛の輝き──人を、生命を、浮遊大陸の全すべてを蝕むしばむ呪じゆ力りよくに満ちた光に照らされながら、それでも一ひと際きわ強い光を放つ剣けん閃せん。


　宙ちゆうに吹ふき飛んだ幽幻種。そのことごとくが魔笛の障しよう壁へきを次々と破は砕さいされ、その核かく晶しようまでも砕くだかれて霧む散さんしていく。


　しんと静まりかえるフロア。


　機械水晶イリスをはじめ周囲の護ご士したちが言葉を失ったその先で──


「や、レオン久ひさしぶり」


　猛もう毒どくの輝かがやきの中、平然と佇たたずむ双そう剣けんの少年がおもむろに片かた手てを振ふってきた。


　鳶とび色いろのくせっ毛と中ちゆう性せい的な顔だち、細い身体からだの上に天結宮ソフイアの旧きゆう式しき儀ぎ礼れい衣いを羽は織おった彼を、レオンは誰より知っていた。


「……お前」


　そして理り解かいした。イリスが懐かしいと言った理由。


　何も変わってない、そのはにかんだようなとぼけたような表ひよう情じようも、雰ふん囲い気きも。


「…………この、馬ば鹿か野や郎ろう」


　熱い。胸の中で、枯かれかけていた何かが再ふたたび熱くたぎる気がした。


　なぜだろう。名前の代わりにそんな悪あく態たいしか出てこない。……いや、それでいいんだ。俺とこいつは昔からそういう仲なんだから。


「あれ？　レオンもしかして結けつ構こう大変だった？」


「お前……誰のせいで、俺がこんな苦労してると思ってる」


　挑ちよう戦せん的な笑えみの少年に、レオンもまた不ふ敵てきな笑みで返した。


　そういえば、こんな笑みを長いこと忘わすれていた気がする。千せん年ねん獅しとして多くの者の上に立つ時の表情でなく、本当に対等な立場で言い合える相手────


「戻もどってくるのが遅おそすぎるんだお前は、シェルティス！」


　二年前に天結宮ソフイアを去った、自分のただ一人の友人ライバルがそこにいた。


「……うん。迷めい惑わくかけた、それは謝あやまるよ」


「構かまわないさ。だが、遅れた分はきっちり働く覚かく悟ごがあるんだろうな！」


　機械水晶イリスが取りつけられたペンダントを外し、彼に向かって放ほうり投げる。


「さっさと行け！　２８１階だ、大だい聖せい堂どうにユミィと俺の巫み女こがいる！」


「……いいの？」


　驚おどろいた顔の少年に向け、両手を広げて周囲の隊員を指し示しめす。


「俺はここで指し揮きがある。お前が何とかしろ！　いまさら腕うでが鈍にぶったなんて抜ぬかすなよ！」


「──ありがとう、レオン」


　礼なら後だ。そう言い返す前に、


「ついでにそこの女の子二人もお願い」


「なに？」


　ほら、あそこ。シェルティスが視し線せんで示す方向を目で追って。


「……うぅっ……もう、……絶ぜつ対たいに射出機カタパルトなんて乗らないんだから、ね……」


「エリ姉平気？　乗り物酔よい？」


　目を回して倒たおれているツナギ姿すがたの少女と、それを心配そうに眺ながめている幼よう女じよの姿。


　……なんだ、あの明らかに素人しろうとっぽいやつらは？


「とにかく頼たのんだから！」


「お、おい待て！　なんなんだあの女二人は」


　が、そう言う前に少年は非ひ常じよう階かい段だんの方向へと駆かけだした後だった。


「…………あいつ、人に荷物やつかいごと任まかせていきやがって」


　深く、深く溜ため息いきをつく。だがそれは一いつ瞬しゆん、再び顔を持ちあげた時には。


「まあいいか。どうせあいつの無茶ぶりには昔から慣なれっこだ」


　銀ぎん髪ぱつの千年獅の表情には、誰より強く研とぎ澄すまされた双そう眸ぼうがあった。迷まよいも悩なやみも全すべて吹ふっ切れた、子こ供どものように澄みきった双眸が。


「総そう員いん、聞け！　ここに一いつ般ぱん人じんが二人迷いこんだ。天結宮ソフイアの護ご士しとして、絶ぜつ対たいに一般人を危き険けんに遭わすことのないよう気を引きしめろ！」


　思いだした、あの時の情熱を。


　ただひたむきに、千年獅になって巫女を守ると誓ちかった時代があった。シェルティス、ユミィ、自分。三人ではるかな天結宮ソフイアを見上げた時のこと。塔とうの最上階を目指したこと。


　──ようやく、あの日の三人が揃そろった。


「ここは心配するな。お前はユミィのことだけ考えて塔を上れ」


　壁かべ向こうから現れる幽ゆう幻げん種しゆに向け、大たい剣けんを携たずさえてレオンは駆かけた。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





「大だい聖せい堂どうか……」


　２４１階から延えん々えんと続く非常階段をシェルティスは駆け上がった。


　天結宮ソフイアの２８１階に位置する大聖堂──一フロアが全て礼れい拝はい堂どうという、この塔でもっとも巨きよ大だいな聖堂だ。ユミィ、そしてレオンの従したがう巫女がそこに構かまえ、最上階へと迫せまる幽幻種を押おさえる最後の防ぼう壁へき役やくになっている。


　今はとにかく時間がない。さしあたってまずは──


「ねえ、イリス？　イリスってば？」


　胸むな元もとに揺ゆれるペンダント、その装そう飾しよく品ひんである機械水晶イリスへ声をかけた。ついさっきレオンから受け取ったばかりなのに、この機械水晶イリスは光を失って沈ちん黙もくするばかりだ。


　どうもおかしい。レオンが身につけていたということは、さっきまでは正常に機き能のうしていたはずなのに。


「もしや、ずっと放置してたから怒おこってる？　ねえ、謝るから返事してってば。僕ぼくここから上に来たことないから道わかんないんだって」


『…………』


　返事のない相手に焦あせりがつのる。何しろ二年前に上ったことがあるのは２７０階までなのだ。２８１階にある大聖堂は案内がなければわからない。


「ええと、とっても優ゆう秀しゆうなイリスさんのサポートが必要なんですよ？」


『…………』


「とびきり知的で最高に可愛かわいらしいイリスさん、どうかお力を貸かしてください？」


『…………』


「ええと、素す敵てきで……優秀で……その…………あー、もう、じれったい！」


　不自然なほどの沈黙に、シェルティスは大きく息を吐はきだした。首にかけていたペンダントを外し、碧色に輝かがやく水すい晶しよう部分を直ちよく接せつ鷲わしづかみする。


「いいから────さっさと起きろこの駄ポ目ン機コ械ツ！」


　たった一言、けれどその瞬しゆん間かん。


『…………だ、……だだだ、…………だだだ、だ、だ…………』


　機械水晶イリスの中心が勢いきおいよく輝いた。


『だぁぁれがポンコツですかぁぁぁ！　この性しよう悪わるシェルティス！』


「あ、よかった。壊こわれてなかったんだね」


『……まったく。たった十七秒の沈黙くらいで駄ポ目ン機コ械ツ呼よばわりするなんて』


　溜ため息いきのような効こう果か音おん。と思いきや、この人工知ち能のうはまくしたてるような勢いで。


『そもそもですね、私だってシェルティスに言いたいことがたくさんあります。なんですか、この放置主しゆ義ぎは。丸々二年以上？　まったく音おと沙さ汰たもなしなんて。それって仮かりにも私の所持者としてどうなんですか!?』


「それは謝あやまるよ、でも僕にも事じ情じようがあって」


『そんなことは知ってます。知ってますけど、そういうのは男の子がきちんと謝らなくちゃいけないんです！　いいですかシェルティス、私みたいに可か憐れんで繊せん細さいな機械オンナノコを置き去りにして────』


「……わかった、わかったってば。ずっとほったらかしで悪かったよ」


　途と端たん、矢や継つぎ早に怒ど鳴なるイリスがふと静まりかえった。


　怒った口調から一転、物静かな優やさしい声で。





『ユミィにも、謝ってあげてくださいね？』





　たった一言のはずなのに。


　それは千の怒声よりも強く胸むねの奥おくに突つき刺ささり、ずきんとした痛いたみに変わった。


『ユミィ、ずっと待ってたんですよ。いつか帰ってくるはずだからって、あなたがいなくなってもずっと巫み女この修しゆ行ぎよう頑がん張ばってたんですよ』


「…………うん」


『反省、してますか？』


　教え諭さとすようなイリスの声。


　本体である機械水晶を握にぎりしめ、シェルティスは深々とうなずいた。


「反省してるよ。それは噓うそじゃない」


『……ふふ』


「なにさ、そのあやしい笑い」


『いえいえ。私、あなたのそういう素す直なおなところ好きですよ。だから──』


　ペンダントに取りつけられた水晶が、一ひと際きわ強く輝いた。


『イリスは今この時より、シェルティス・マグナ・イールを再ふたたび所持者とし、最大の能力と限かぎりなき誠せい意いを尽つくして支し援えんいたします』


　──キッィィィッッィィ……


　瞬間、持っていた双そう剣けんの刀身が澄すみきった音を立てて砕くだけ散った。


『さっきまで使っていた剣、おおかた誰だれかの剣を借りたものでしょう？　それを、あなたの体たい格かく・筋きん力りよくに合わせて刀身を再さい構こう成せいします』


　刀身を失った柄つかから銀の筋すじが伸のび、輝く蒼そう氷ひようがその細い線を覆おおうように刀身を形成していく。両りよう刃ばで細身の刀身──三年前まで自分が使っていた剣形デザインだ。


『銀単子を核かくに固定、その周囲に氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの蒼氷をコーティング。破は壊かい限げん界かいを七倍に設せつ定てい。いずれも三年前と同様の構成を選せん択たくしました。いかがでしょう』


「……前のより長い？」


　十四歳さいの頃ころにちょうどだった刀身が、今の背せ丈たけに合うよう伸びていた。


『あなたが階かい段だんを駆かける振しん動どうから歩ほ幅はばを推すい測そく。十四歳時の身長と歩幅データを照ぶ合つけることで現げん在ざいの身長を割わりだしました。同時に水晶部分を握る握あく力りよくから、これも十四歳時のデータと照ぶ合つけて現在の筋力を推測しました』


　いつの間にそんな演えん算ざんを？


　脳のう裏りで思い描えがいた疑ぎ問もんは、考える間もなく察しがついた。さっきまで、自分がどれだけ話しかけてもイリスが返事をしてくれなかった時。あれは──


『データの採さい取しゆと照合に集中してたんですよ……まあ、これも支援の一いつ環かんですし』


　やや照れくさそうにイリスは教えてくれた。


『確かく認にんですが、大だい聖せい堂どうに行くということでよろしいですね？』


「その前に寄より道したいんだ」


　幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうを受けている大聖堂に向かうことはもちろん必ひつ須す。けれどもう一つ、並へい行こうしてやらなきゃいけないことがある。


「これより上の階も幽ゆう幻げん種しゆに襲おそわれてるんでしょ？」


『ここから２８１階の大聖堂まで、各フロアに立ち寄って幽幻種を掃そう討とう、かつ統とう率そつ個こ体たいより先に大聖堂へという意味ですか？　それは時間的に不ふ可か能のうであると断だん言げんします』


　淡たん々たんと、感かん情じようをまじえぬ機械音声に返された。


「……でも僕以外にいないんだよ」


　天結宮ソフイアの隊員が一階で防ぼう衛えいラインを構成。レオンは第二防衛ラインを指し揮きして２４１階のホールで幽幻種を食い止めている。そしてユミィたち巫女二人が、最終防衛役として２８１階を死守してる。


　──では、その間に位置する階かい層そうは誰が守る？


「ここが２５５階の非ひ常じよう階かい段だんで、ユミィがいるのは２８１階。じゃあ、その間にある分のフロアはどうなるのさ？　逃にげ遅おくれた人が幽幻種に襲われてるかもしれないんだよ」


『そうです。けれど、皇おう姫ひの氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが崩されれば浮遊大陸は終わります』


　そう、それは誰もが知っていることだ。


　皇姫が氷結鏡界の結界を支ささえていられるのは、あとせいぜい一時間。それまでに統率個体を撃げき破はし、皇姫の代だい替たい者しやである巫女たちが氷結鏡界を支えなくてはならない。


『幽幻種は一いち個こ体たいずつが強力です。正面から戦ってあなたが負けるとは言いませんが、長引くことは十分に考えられます。そうすれば最悪、私たちが手間取っている間に統率個体が大聖堂へと侵入してしまいます』


「じゃあ長引かさなければいい」


『どういう意味でしょう？』


　怪け訝げんそうに聞きかえす機械水晶イリス。


「……三年前に穢歌の庭エデンに落ちて、あったはずの沁しん力りよくが消えて、かわりに幽幻種と同じ魔ま笛てきに取り憑つかれてから──考えたんだ。天結宮ソフイアから強きよう制せい除じよ籍せきさせられてから」


　大陸で唯ゆい一いつ、穢歌の庭エデンに落ちながらも生せい還かんした。けれどその生還の代だい償しように、この身体からだは穢歌の庭エデンの魔笛に取り憑かれた。


「もうユミィには会えないんだって、最初の一年は目の前がまっ黒になって途と方ほうに暮くれてたよ。もう僕は誰にも必要とされてないんだなって。だけど今は──────』


　俄が然ぜん、双剣を逆ぎやく手てに構かまえて振ふり返る。じゅっ……背はい後ごの白しら壁かべが濁にごった墨ぼく色しよくに染そまり、スポンジ状じように小さな穴あなを開けながら腐ふ敗はいしていた。


「決めたんだ、こんな呪のろわれた身体だって構わない。全部またやり直そうって」


　壁がぼろぼろと崩くずれ落ち、そこから濃こ紫むらさき色いろの煙けむりがあふれだす。


『幽幻種反はん応のうが二つ、その壁かべの奥おくから来ます！』


　壁を食い荒あらし、内側の部屋から通路に現あらわれる二体の幽幻種。どちらも外見は獅し子し。濃紫色の霧きりを身体にまとって飛びかかってくる。


『シェルティス、早急に回かい避ひ行動を！』


　応こたえぬまま、シェルティスは眼がん前ぜんの幽幻種に向かって駆けた。


　──僕なら、できるはずなんだ。


　頭上から飛びかかってくる敵てきの爪つめを右の剣で弾はじき、すり抜ぬけざまに左の剣で一いつ閃せん。その一ひと太た刀ちで、幽幻種の身体が千々に霧む散さんした。


『障しよう壁へきを一いち撃げきで？』


　冷静を常つねとするはずの機械水晶イリスから驚きよう愕がくの声。


　人と幽幻種の戦いにおいては、互たがいの魔笛と沁しん力りよくが触ふれることで拒きよ絶ぜつ反応を生じる。磁じ力りよくの同極同士が反発しあうような反作用現げん象しよう──そのため魔笛を障壁として展てん開かいする幽幻種の場合、沁力を帯びた銃じゆう弾だんも剣けんも威い力りよくが弱まってしまう。幽幻種を倒たおすのに手を焼く理由の一つがそれだ。


　だがシェルティスの剣は、幽幻種の障壁を完全に無む効こう化して切り裂さいた。


『まさかシェルティス。あなた……』


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの氷から構こう成せいした蒼あおい刀身。しかしシェルティスの持つ双そう剣けんだけは、その身に宿る魔笛を帯びて鮮あざやかな薄うす紫むらさき色いろに輝かがやいていた。


　沁力では反発してしまう。けれど同じ魔笛ならば反発しない。


　魔笛を宿したシェルティスだけは、同属性である幽幻種の障壁を突破できる。
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　残る幽幻種。その身体がふるえ、まるで呪じゆ詛そにも似にた音色をざわめかせる。穢歌の庭エデンに満ちる力であり、幽幻種が宿す呪力。魔笛と呼よばれる由ゆ縁えんがこの音色だ。


　腐敗、猛もう毒どく、昏こん睡すい、洗せん脳のう。浮遊大陸上のあらゆるものに仇あだなすその効こう果かは数百に及および、何の効果かは受けて見なければわからない。


　濃紫色の光がシェルティスを包み込こみ……


『シェルティス、回かい避ひを！』


「──要いらない」


　振り向きざまに手首を返し、音速を凌りよう駕がする速度でその場の空間を薙なぎ払はらう。


　わずかな風鳴りすら生じない一いつ瞬しゆんにして静せい謐ひつの剣けん閃せん。歪ゆがんだ音色と輝きをもった魔笛を、シェルティスの剣が切り裂いた。


　幽ゆう幻げん種しゆの奏かなでる魔笛が消しよう滅めつ。


　攻こう撃げきが無効化されたと幽幻種が悟さとるより先、シェルティスは相手の位置まで一息で跳とんでいた。通路の横壁を蹴けって天てん井じようへ跳ちよう躍やく、さらに天井の壁を蹴って眼がん下かの敵へ。


　──キンッ。


　美しいまでに鋭するどい切せつ断だん音おん。


　その音色が響ひびいた時には既すでに、もう一体の幽幻種もまた刃やいばを受けて動きを止めていた。小こ刻きざみに身体をふるわせ、やがて乾かわいた音色を立てて砕くだけ散る。


『……先の大言を口にできる理由がようやくわかりました』


　イリスが、いつになく真しん剣けんな口調で呟つぶやいた。


『今まで魔ま笛てきを宿した人間なんて例がありませんでしたが、『自身の魔笛によって幽幻種の魔笛を無効化する』……なるほど。幸か不幸か今のあなたは、こと幽幻種の戦いに限げん定ていするならば、禁きんじ手的な力を宿したのかもしれませんね。けれど──』


　一いつ拍ぱくの間を隔へだててイリスが続ける。


『シェルティス、それはあなたにとっても痛いた手でになることを忘わすれないで』


　魔笛を宿したことで幽幻種の障壁を無効化できる。それは同時に、幽幻種からの攻撃も素す通どおりで受けてしまうことを意味する。たとえば幽幻種の牙きばを首に受けた時、巫み女こは自身の沁しん力りよくを障壁としてかすり傷きずに抑えられる。しかしシェルティスには自分を守る沁力がない。そのまま頸けい動どう脈みやくまで切り裂かれかねないのだ。


　──一撃でも許ゆるせば致ち命めい傷しよう。


　これからの幽幻種の戦いにおいて、そんな苛か烈れつな戦いが永えい劫ごう続く。


「だいじょうぶ、要は先に殴なぐったもん勝ちってことでしょ」


『この脳天気ポジテイブバカ…………と言いたいところですが、今の一連のデータにより、あなたの先の発言にも一定の信しん憑ぴよう性せいが確かく認にんできました』


　幽幻種の障壁を無む視しして攻撃できるならば、それだけ早く幽幻種を倒すことができる。天結宮ソフイアにはびこる幽幻種を掃そう討とうしながらも統とう率そつ個こ体たいの出しゆつ現げんに間に合うかもしれない。


『もう一度確認しますが、あなたが幽幻種の攻撃を被ひ弾だんすれば致命傷は免まぬかれません。統率個体が来る前に幽幻種と交戦を重ねれば、それだけその可か能のう性せいは高まります。……それでも、やりますか？』


「やるよ。そのために来たんだから」


　一瞬の沈ちん黙もくをへだて、機械水晶イリスがうなずくように点てん滅めつした。


『……わかりました。それでは、私もそのつもりで最さい大だい限げん支し援えんいたします』


「ありがとう、信じてるから」


『まったく機械使いの荒あらい所持者です』


　溜ため息いきだけを残し、記き憶おく水すい晶しようの色が燃もえ立つ紅へと変わる。


『幽幻種の位置捕ほ捉そくに必要な演えん算ざん領りよう域いきを確かく保ほします。……〝第二想定世界〟を合成開始、サブ境界面インターフエースに〝虹にじ色いろ〟を設せつ定てい。〝水晶言語〟と共にプログラム・リリース……報ほう告こく、現げん在ざいの演算領域において、私を中心に半径一万メートル内の幽幻種の捕捉が可能です』


「十分だ」


『統率個体の位置を観かん測そく中……捕捉。第三居きよ住じゆう区くを飛行中。高度百メートルの低てい空くう域いきから上じよう昇しようすると予測されます。飛行速度から逆ぎやく算さんし、天結宮ソフイアに到とう着ちやくするまで残り十四分』


　十四分。ここから各フロアの幽幻種を倒たおして大だい聖せい堂どうまでたどり着く。


　まさにぎりぎりのタイムリミット。


「わかった、誘ゆう導どうお願い」


『お役に立てれば幸いです。シェルティス、どうか気をつけて』


　両手にかつての双そう剣けんを携たずさえて──


　シェルティスは、塔とうのさらなる上じよう層そうへ向けて駆かけた。





　　　　３





　天結宮ソフイア２８１階、大聖堂。


　フロア全すべてが聖なる礼れい拝はい堂どうとなる、巫女の訓練と祈いのりのために存そん在ざいする部屋だ。


「────」


　静かな祭さい壇だんのその上で、黒くろ髪かみの巫女が両手を組んで祈りをささげる姿すがた。淡あわく輝かがやく蒼あお色いろの光が少女の周囲に展てん開かいし、こぼれる光の粒つぶが大聖堂の奥おくへと注がれる。


　その少女の足もと、真しん鍮ちゆう色いろの床ゆかにじわりと黒い染しみが浮うかびあがった。黒点でしかなかったものが徐じよ々じよに拡かく大だい、そして穿うがたれた穴あなから濃こ紫むらさき色いろの霧きりが立ち上り──


　瞬しゆん間かん、ユミィは溜ためていた術じゆつ式しきを解ときはなった。







【ele So Phi-a-sわたしにできる Arma-Ririsすべての願いを……】







　ザァァァッッ……緋ひ色いろにうずまく光の結界が大聖堂の床一面を覆おおい、浮かびあがった幽ゆう幻げん種しゆをその障しよう壁へきごと洗あらい流す。魔ま笛てきを浄じよう化かする洗せん礼れい系けいの沁力術式だ。


「…………ありがとう」


　閉とじていたまぶたを開けて春蕾シユンレイが微笑ほほえむ。


「…………だいじょうぶだよユミィ、扉とびらも活かつ性せいしてる」


　彼女が指さすのは最上階へと続く大だい聖せい堂どうの聖せい扉ひだった。重じゆう厚こうで厳おごそかな装そう飾しよくをほどこされた巨きよ大だいな扉が、沁力の蒼い光に覆われてほのかに輝く。


　──幽幻種を防ふせぐ結界に覆われた扉。


　巫女の訓練場としても使用されるこの部屋は、千年にわたる使用によって自然と巫女の沁力を帯びている。特に強大な力に守られているのがこの聖扉で、これ自体があらゆる魔笛の侵しん入にゆうも拒こばむ聖せい域いき級の結界となる。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが破やぶられた時に扉の力ももしや──そう思って春蕾が確認してくれたのだが、氷結鏡界の修しゆう復ふくと同時に、この扉の力も再さい生せいしていたらしい。


「あとは、……こっちの壁かべだよね」


　最も懸け念ねんされていた正面扉からの侵入はなくなった。しかしフロア全体が沁しん力りよくを帯びていようと、当然弱い部分もある。それが外がい壁へきと足あし下もとの床ゆかだ。飛行型の幽幻種だと外壁を食い破やぶるおそれがあるし、足下の床からもさっきのように浸しん透とうされることがある。ここまで上ってくる幽幻種はその魔ま笛てきも強力だ。油ゆ断だんは一いつ瞬しゆんたりと許ゆるされない。


「……静か」


　不気味なほど静まりかえる室内。本来この聖堂はそうあるべきなのだろうが、慣なれたはずの静せい寂じやくが今だけは背せ筋すじを冷たくさせる。


「…………レオン」


　下のフロアで戦っている千年獅パートナーの名を口ずさむ春蕾。彼の身を案じてのことか、それとも彼と離はなれ離れになっていることへの不安なのか──きっと両方なのだろう。


「だいじょうぶだよ春蕾、レオンの強さはわたしも良く知ってるから！」


　伏ふし目がちな少女の肩かたをたたき、ユミィはにこりと微笑んだ。


　レオンと自分は、もう十年以上の付きあいになる。あの銀ぎん髪ぱつの青年は昔からとにかく身も心も頑がん丈じようなのだ。それを自分は天結宮ソフイアの誰だれより知っている。


　爛もメイメルもそう、きっとみんな無事に決まってる。


「元気だそ？　わたしたちが最後の砦とりでなんだから」


「…………うん、頑がん張ば──」


　顔を半分持ちあげた恰かつ好こうで、にわかに春蕾が動きを止めた。


　つぅっ──一ひと筋すじの汗あせが黒髪の少女のほおを伝わり、顎あご先さきへと落ちていく。その瞳ひとみの色が黒から淡い碧みどりへ。遠えん視しによって彼女が遠くを見ている徴しるしだ。


「…………強い魔笛。空を飛んで……近づいてきてる」
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　天結宮ソフイア２７６階、巫み女こ修しゆう道どうフロア。


『次の十字路を右、そこから直線三メートルに一いち個こ体たい、来ます』


　機械水晶イリスの警けい鐘しようと同時、十字路から巨きよ大だいな幽幻種が押おし寄よせるように這はいずってくる。大人数名が並ならんで歩ける横よこ幅はばの通路を覆い隠かくすほどの巨体。


　──横への回かい避ひは無理だ。


　身体からだを覆う霧きりの中から、かぎ爪づめのついた両りよう腕うでだけが突とつ如じよ現あらわれる。


　襲おそい来る腕をかわし、シェルティスは床を蹴って宙ちゆうに跳とんだ。天てん井じように設せつ置ちされたシャンデリアを一いつ蹴しゆう、相手の頭上に無数のガラスを撒まき散らす。頭上からの飛来物を警けい戒かいして幽幻種が見せたわずかな躊ちゆう躇ちよ。


　──キンッ！


　その刹せつ那なの空くう隙げきを、薄うす紫むらさき色いろに輝かがやく双そう剣けんが切り裂さいた。


　魔笛によって展てん開かいされた障しよう壁へきを突とつ破ぱ、その先にある幽幻種を核かく晶しようごと打ち砕くだく。


「……これでこの階は終わりか」


　甲かん高だかい破は砕さい音おんを残して消えていく幽幻種。それを見み届とどける間もなくつま先をひるがえし、直線数十メートル先にある避ひ難なん階かい段だんへと駆かける。


『シェルティス、走りながら聞いてください』


「うん？」


『今のところ非ひ常じように良いペースで塔とうを上っています。私が想定した速度を上回るほどと言って良い。だけど、それは単にあなたが無理をしているから。現げんに、少しずつですが呼こ吸きゆうが乱みだれ始めていると警告します』


　淡たん々たんと告げる機械水晶イリス。


『大だい聖せい堂どうに着くことだけが目的ではない。最も強力であろう統とう率そつ個こ体たいを倒たおすことがあなたの使命です。できるかぎり体力は温おん存ぞんしなければならない』


「……それで？」


『右肩と背中の傷、自分でも気づいているでしょう？』


　イリスに促うながされるまま、左手で右肩に触ふれてみる。瞬しゆん間かん、肩から背中にかけて鋭するどい痛いたみが駆け抜けた。──掌てのひらにべったりと付着した自分の血。


　下のフロアで幽ゆう幻げん種しゆの集しゆう団だんを相手どった時の傷きずだ。


『かつてはかすり傷で済すんだのでしょうが、沁しん力りよくに守られていないあなたでは単なる傷では済みません。肩と背中の傷、骨ほねに到とう達たつするまで幽幻種の爪に抉えぐられているはずです』


　それだけではない。ほお、腕うで、太もも。よく見れば数えきれないほどの裂れつ傷しようがみみず腫ばれとなり、シェルティスの全身に赤い線を刻きざみ込こんでいた。


『止し血けつ剤ざいは持っていますね。統率個体との衝しよう突とつ予よ測そくまであまり時間がありませんが、いまのうちに最さい低てい限げんの止血と消毒を行うことを提てい案あんします。ここで倒たおれては元も子もない』


「…………」


　応こたえぬまま、シェルティスは避難階段を駆け上がり続けた。


『シェルティス!?』


「ごめん。でも、その時間は別のことに使いたいんだ」


　このまま動き続ければ傷が開いて大出血をもたらすかもしれない。そうでなくても、このまま出血が続けば確かく実じつに動きに支し障しようが出る。そうと知ってなお、シェルティスは背中の激げき痛つうをこらえて階段を駆けた。


『しかし、それだけの傷を放ほうっておけば…………』


「ユミィに謝あやまりたいんだ。そんな時間が許ゆるされるなら」


　一言でいい。謝る時間がほしかった。


　ずっと一人にしてしまったこと。約束を守れなかったこと。不安にさせたこと。


『……ユミィはあなたのこと、怒おこってなんかないですよ？』


　知っている。


　そういう子じゃない。誰より自分がそのことを知っている。


「でもね、やっぱり大切だと思うんだ。やり直したいからこそ一度、全部綺き麗れいにしたい」


『ホント頑がん固こですね』


　機械水晶イリスのそれは、小さな小さな笑い声だった。


『わかりました。どうせ一度決めたらテコでも動かない性せい格かくと知っていますから』


「ごめん、せっかく気をきかせてくれたのに」


『慣なれっこです。そのかわり、傷が開いて大出血だなんて後から言わ────……』


　前ぶれなく機械水晶イリスが沈ちん黙もくした。不自然なタイミング。何かの回路が不具合を起こしたのかとも疑うたがったが、水晶部分は変わらず正せい常じように輝かがやいている。


『統率個体、天結宮ソフイアの上空五百メートルに確かく認にん。──来ます』


　イリスの言葉に、首から背せ筋すじにかけてぞくりと粟あわ立だった。


『急ぎましょう。幸い、これより上の階かい層そうに幽幻種の反はん応のうはありません。このまま２８１階の大だい聖せい堂どうまで上ってください』


　無人の避ひ難なん階段に乾かわいた音だけが響ひびきわたるのを感じながら、階段を跳ちよう躍やくするように何十段と駆け上がっていく。……息が苦しい。疲ひ労ろうとは違ちがう意味で呼吸が辛つらかった。


　統率個体との戦せん闘とうという重じゆう圧あつ。ここで自分が破やぶれれば天結宮ソフイアは落ちる。


『平気ですか』


「──いけるよ」


　微び笑しようをたたえてうなずいた。２８１階へと続く扉とびら、それがすぐ目の前にある。


　重圧はもちろんある。けれどそれもまた覚かく悟ごしていたことだ。


『そうですか……』


「イリス、どうしたの？」


　機械水晶イリスの口調は、まるで落ちこんだ時のユミィを思わせるものだった。


『ごめんなさいシェルティス。私、あなたに言えなかったことが一つだけあります。言わなくてはいけなかったのですが、とうとう言えずにここまで来てしまいました。……大聖堂に踏ふみ入れたことのないあなたが知らないことです』


「どういう意味？」


『いえ、とにかく目の前の扉を開いてください。あとは運に任せましょう』


　促うながされるまま避難通路の扉に手をかけた。


　あっさりと、驚おどろくほど素す直なおに扉が開いた。イリスが言いよどむくらいだ、施せ錠じようでもしてあるかと覚悟したのだが。


『ここからです。目の前の、大聖堂の聖せい扉ひです』


　思わず見上げるほど巨きよ大だいな扉がそこにはあった。


　荘そう重ちようかつ鮮あざやかなレリーフがほどこされた金きん属ぞく製せいの扉。その扉が、青く淡あわい輝かがやきに満ちている。


「沁しん力りよくで守られた扉？」


『……鍵かぎはかかっていません。扉を開けてみてください』


　言われるまま扉の取っ手に手をかざし。





　──ヂヂ……ヂッ！……──





「っ……なっ……！」


　突とつ如じよ、雷らい光こうを思わせる青白い火花が迸ほとばしった。その衝しよう撃げきに吹ふき飛びそうになるのをかろうじて堪こらえる。いま、たしかに扉とびらに手が弾はじかれた。


「…………まさか、エルベルト共鳴……!?……こんな時に……！」


　白く火傷やけどした手の傷きずも忘わすれ、シェルティスは眼がん前ぜんの扉を睨にらみつけた。


　エルベルト共鳴。


　真ま逆ぎやくの属ぞく性せいを持つ人の沁力と幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てき──その中でも、特に強力な沁力と魔笛同士が接せつ触しよくした時に生じる現げん象しようだ。二つの力が磁じ石しやくの同極のように互たがいを拒きよ絶ぜつし、物理法則をもねじ曲げて強力な火花が放出される。


『やはり……最悪の結果です』


「イリス、どういうこと」


『大聖堂の扉は氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの力を受けるよう設せつ計けいされています。つまりこの閉とざされた扉そのものが、強力な沁力結界として機き能のうします』


「扉が光ってるの見ればそれくらいわかるよ！　だけど僕ぼくが聞きたいのは──」


『弾かれた理由は……シェルティス、あなたの身体に宿る魔笛が強すぎるからです』


　巫み女この沁力に拮きつ抗こうするほどの、エルベルト共鳴が起きるほどの強力な魔笛。


『結界とは網あみのようなものです。たとえば小型の幽幻種であれば魔笛も弱く、網の隙すき間まを抜ぬけられることがある。抜けたところで巫女や千せん年ねん獅しの脅きよう威いではありませんから。けれどあなたは……いえ、あなたの魔笛は巫女の脅威と見なされてしまった』


　大聖堂の防ぼう衛えい機能が通つう過かを許ゆるさない。その判はん断だん基き準じゆんは、巫女の脅威となる魔笛を有しているかいないか。それがたとえ、巫女を守ろうと駆かけつけた者であったとしても。


　……あの時と同じだ。


　天結宮ソフイアから追放された時。身体からだに宿る魔笛が巫女に害を与あたえる可か能のう性せいがある──自分とユミィがどれだけ懇こん願がんしても、その審しん判ぱんは覆くつがえらなかった。


　全すべてが二年前と同じ。


　扉一枚まい隔へだてた場所にユミィがいるのに、すぐそこに統とう率そつ個こ体たいが迫せまってきてるのに……


「……そんなの、誰が認みとめるかっ！」


　二年前とは違ちがう。あの時の後こう悔かいがあるからここまで上ってきたんだ。それを、こんなところで諦あきらめるわけにはいかないんだ。


「僕は──っ！」


　両手に掲かかげた剣けんを扉に向かって振ふり下ろす。


　じゅっ……何かが灼やける音。剣先が扉にふれる瞬しゆん間かん、扉を覆おおう沁力の障しよう壁へきが剣を弾き、エルベルト共鳴によって生じた火花が両りよう腕うでを肩かた先さきまで灼やき焦こがした。


『シェルティス!?』


「……まだだ、まだ」


　火傷やけど痕あとの残る両手で双そう剣けんを握にぎりしめ、幾いく度ども叩たたきつける。が──幽幻種の障壁をこともなく切り裂さいた剣もその扉には届とどかない。届く直前、光の障壁に弾かれてしまうのだ。


　……こんな皮肉があっていいのか。


　巫女ユミイを守ろうとしてここまで駆かけつけたのに、彼女を害する存そん在ざいとして見なされて天結宮ソフイアから拒絶されるなんて。





　そして、天結宮ソフイアが震ふるえた。





　ゴッ、という地鳴りと破は砕さい音おん。震しん動どうはすぐ真正面、大聖堂の内部から。まるで大たい砲ほうが天結宮ソフイアの外壁で着ちやく弾だんしたような激げき震しんだった。


「まさか……」


　頭上を仰あおぐ。先の震動で天てん井じようの壁かべがパラパラと剝はがれ、落下していた。


『統とう率そつ個こ体たいです。外壁を食い破やぶって大聖堂の内部に侵しん入にゆうした模も様よう──』


　間に合わなかった。


　脳のうで理り解かいするより先、背せ筋すじから全身へと寒気がぞっと伝っていく。


「──ユミィっ！」


　喉のどを嗄からして叫さけぶも、固かたく閉とざされた扉を前にしては届かない。そう、届かない。剣も声も、自分の想おもいも何もかも。全てがこの扉の前に打ち砕くだかれて泡あぶくのように消えていく。


「……イリス！」


　懇こん願がんするような気持ちで機械水晶イリスに向かって叫んだ。


「イリス、何か方法は!?　何でもいいんだ、何とか扉を開ける方法は!?」


　数秒の沈ちん黙もく。


『あるとすれば、あなたの身体を蝕むしばむ魔笛が消え去るか、あるいは──』


　そして、その機械水晶イリスは苦々しい口調で呟つぶやいた。


『あるいは逆ぎやくに、この扉を守る沁しん力りよくと同等の、つまり氷結鏡界と同等の魔笛をもってすれば…………でも、そんなものあるはずが──』


　……氷ひよう結けつ鏡きよう界かいと同等の魔笛。


　独ひとり言にも似にたイリスの助言に、シェルティスは顔をあげた。


　……そういえば。あれは、いつ聞いたんだっけ。


　ユミィから聞いた覚えがある。氷結鏡界を支ささえる皇おう姫ひと巫み女こには、結界を維い持じする祈いのりの歌があるのだと。はるか天上へと続くことから天結宮ソフイアと呼よばれるこの塔とう。その最上階で奏かなでられる旋律コードだからこそ、その歌は『第七天音律ソフイア・コード』と名付けられているのだと。


　究極の沁力結界である氷結結界と、それを作動させる歌。


　それと同等のものがあるとするならば、それはきっと穢歌の庭エデンそのものの────


　穢歌の庭エデンの…………旋律コード……？


「……ある」


　無む意い識しきのうちに、シェルティスは顔を上げていた。


『シェルティス、いま何と？』


　……あるじゃないか。穢歌の庭エデンの最さい奥おうまで落下した時のこと。





　あの日、


　世界の終わりの場所で──


　たしかに僕は、穢歌の庭エデンに流れる歌声を聴きいていた。





「ある。……あるよ、イリス」


　構かまえていた剣を下ろし、シェルティスは目の前の扉とびらを見つめた。


『シェルティスどういうことですか、まさか』


「────見つけたんだ、この扉を開ける方法」


　そう、答えはあの時。


　落下した穢歌の庭エデンの底に答えはあった。
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　乾かわいた音を立て、天結宮ソフイアの外がい壁へきであった瓦が礫れきが床ゆかに転がっていく。


「…………」


　足あし下もとに外壁の破は片へんが散さん乱らんするのも構わず、ユミィは大だい聖せい堂どうの壁を破は壊かいして現あらわれた相手を睨にらみつけた。


　一いつ対ついの翼つばさと巨きよ大だいな四し肢し、それに濃こ紫むらさき色いろの霧きりから突つき出た蜥蜴とかげの頭部。


　それは浮遊大陸の外を飛行する竜りゆう種しゆに酷こく似じした姿すがたの幽ゆう幻げん種しゆだった。自分などその四肢一本分の大きさでしかないだろう。踏ふみつけられるだけで潰つぶされかねない巨体だ。


「……違ちがう」


　首の裏うら側がわを、ぞっとするほど冷たい汗あせがしたたり落ちていく。今までの幽幻種も強力だったが、それが有象無象の類たぐいにしか見えないくらい、この怪かい物ぶつは威い圧あつ感が違う。


　……ううん、怯おびえちゃだめ。天結宮ソフイアを守る巫み女こになったんだから。


　恐きよう怖ふにふるえる手をぎゅっと握にぎり、ユミィは眼がん前ぜんの幽幻種に向かって踏ふみだした。


　巫女わたしだって戦える。


　魔ま笛てきを浄じよう化かする洗せん礼れい系けいの沁しん力りよくならば、幽幻種に直ちよく撃げきをあてることで倒たおすことも可か能のう。そして洗礼系の術じゆつ式しきは自分の得手だ。どんな幽幻種にだって通用する自信がある。


　──が、怪物はそれより速く動いていた。







　Oe/ Dia =■■、…… U hiz■、■ gazzinis■■、■ sis wei sighn……■……. Quo zess■■■、 wiz xes kyele■■■、■、■……■







「魔笛!?」


　ジジッ……放電にも音をざわつかせ、幽幻種の口こう蓋がいから洩もれる呪じゆ詛その音色。淡あわく輝かがやく紫むらさき色いろの閃せん光こうがあふれ、線のように細い光の糸がよりあって光の波を構こう成せいしていく。


　それが、波は紋もんのごとく一気に拡かく張ちようして大聖堂を包み込こんだ。


　床が、壁かべが、天てん井じようが。魔笛の光が触ふれた部分がどす黒く変色し、腐くさっていく。回かい避ひする間もない。瞬まばたきにも満たない一いつ瞬しゆんで魔笛が自分の足から頭の先までを駆かけ抜ぬけて──


　ぞくりっ。


　一瞬にして、全身を凍こおらせる悪お寒かんと頭ず痛つうに襲おそわれた。


「……っ……ぁ……！」


　猛もう毒どくの輝かがやきが駆け抜けた大聖堂で、ユミィはその場で膝ひざをついた。腐ふ敗はいの魔笛。これが常じよう人じんの沁力ならば全身の体組そ織しきが壊え死ししていただろう。


「……だけ……どっ……！」


　よろめきながらもユミィは立ちあがった。大だい丈じよう夫ぶ、まだ耐たえられる。何度も浴びれば無事では済すまないだろうが、その前にこっちも──


　……とさっ。


　自分のすぐ隣となり、何かが倒れる微かすかな響ひびき。


「春蕾シユンレイ!?」


　目を閉とじたまま横向きに倒れ、唇くちびるを真っ青にしてふるえる少女。ありえない。いくら強力な魔笛だからって、彼女が一いち撃げきで倒れるほどの威い力りよくでは────


　倒れた彼女の足あし下もとにじわりと広がる黒い染しみ。


「──もう一体っ!?」


　簡かん易いな洗礼術式を即そく座ざに編あみ上げ、春蕾の倒れる床を浄化する。輝く光の奔ほん流りゆうに流され、床に潜ひそんでいた幽幻種が断だん末まつ魔まを上げて消えていく。


　……もう一体、潜んでたんだ。


　足もとから襲った幽ゆう幻げん種しゆに不意をつかれ、春蕾の展てん開かいする沁力障しよう壁へきが一瞬揺ゆらいでいた。そこを統とう率そつ個こ体たいの強力な魔笛に襲われた。


「…………へい……き」


　両手を床につき、それでも春蕾が身を起こす。──うそだ、平気なはずがない。表ひよう情じようは蒼そう白はくそのもの、額ひたいからは大おお粒つぶの汗あせが滝たきのようにしたたり落ちている。


　ォオォォォッッォ……ォォォオオッッオオォォオ……


　聞くだけで吐はき気をもよおす咆ほう吼こうを上げる幽幻種。その途と端たん、虫の羽音を何百倍にも増ぞう幅ふくさせたような奇き怪かいな音がどこからともなく聞こえてきた。音は徐じよ々じよに近づき、大聖堂の壁かべ穴あなに集まるように強くなっていく。


　そう、統率個体が食い破やぶって開けた巨大な壁穴だ。


　ひゅぅとうなる風音。穴の外にはどこまでも続く広大な雲海、そして蒼そう穹きゆうの天上。


　その壁穴を介かいし、大聖堂によじ登ってきたのは霧きり状じようの獣けものの群むれだった。


「空そ中とに待機してた仲間を……呼よび集めた？」


　一体、二体、三体……統率個体の周囲に次々と降おり立つ小型の幽幻種。何もかも呑のみこむ有毒の霧に身体からだを隠かくし、その赤い眼めがじっと自分たちを凝ぎよう視しする。──敵てき意いの瞳ひとみ。


　統率個体を中心に十体以上。


　その口から、全く同時に呪じゆ詛その音色が聞こえてきた。


「くっ！」


　魔笛を洗い流す浄化の術式を編あみ上げる。


　……ざっ。


　それは、黒くろ髪かみの巫み女こが自分の肩かた先さきに倒たおれこんできた音だった。昏こん倒とうしたわけじゃない。けれどその少女にとっては自分の意い識しきを繫つなぎとめるだけで精せい一いつ杯ぱいで──


　……やっぱり、春蕾シユンレイは術式に集中できるコンディションじゃない。


　一方でユミィが用意していたものは、効こう果かこそ高いが範はん囲いが極きわめて狭せまい洗礼術式だ。自分に降ふりそそぐ魔笛だけなら浄化できるが、それでは彼女が。


「春蕾！」


　そこまで理り解かいした瞬しゆん間かん、ユミィは彼女を力いっぱい抱だきしめた。幽幻種に背せを向け、全身で彼女をかばう姿し勢せいに──洗礼術式の加か護ご対象を春蕾へ。


「ユミィ？」


「大丈夫だから、いいから摑つかまってて！」


「…………だめ…………やめて…………ユミィ、死んじゃう」


　手足をばたつかせ振ふりはらおうとする彼女を、なおさら強く抱きしめる。


「いいから、春蕾はじっとして！」


　巫女としてじゃない。友だちとして春蕾を失いたくなかった。


　……だって、ようやくできた友だちだもん。


　……もう離はなればなれになるのは絶ぜつ対たいいやだ。二年前にシェルティスが天結宮ソフイアを去ってしまった時のような、あんな空っぽの気持ちはもう絶対いやだから。


「…………だめ…………だめだよ…………ユミィ……やめて」


「────」


　唇を嚙かみしめ、それでもユミィは春蕾を抱きしめる手をゆるめなかった。


　その背はい後ごでは無数の幽幻種、そして魔ま笛てきの禍まが々まがしい輝き。


　…………希望はないの？


　…………ここで全部終わっちゃうの？


　自分たちが倒れれば、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを維い持じできる巫女は天結宮ソフイアにいなくなる。それは結界が消えることにつながり、浮遊大陸オービエ・クレアは幽幻種の侵しん攻こうによって滅めつ亡ぼうする。


　…………誰だれか、お願い。


　…………みんなの大切な浮遊大陸ばしよを守ってくれる人よ……どうか。


　…………お願い────っ！


　脳のう裏りにうかんだ顔。自分でもふしぎだった。巫女でも皇おう姫ひでも千せん年ねん獅しでもない、最後の最後に思いうかべた顔は、ただの……幼おさななじみの少年のものだったから。


　目を灼やくほど眩まぶしい魔笛の輝き。


　宝ほう石せきのようにきらめく猛もう毒どくの光が、目の前の全すべての幽幻種から放たれた。


　──その刹せつ那な。


　輝きの満ちる大だい聖せい堂どうに、その旋律はやってきた。





　魔笛メロデイ──『第七真音律エデン・コード』







　Oe/ Dix ole =夢、E, pile noa myizis egic理想の空隙へ沈み





　Oe/ Dix shel =願、E, cross Kyel solit現世の xes Miqis I孤独へ帰る







　その瞬しゆん間かん。


　全ての幽幻種の動きが、止まった。







　clar dackt,歌潰え、 mihas /x-madel,絆は断たれ、 elmei valen lihit祈りの一切 ti-o-yulis空虚を望み





　Sera,そしてまた X ele slin わたしも彼方のkyel cielis cley地へと旅立とう





　xeos loar sis flan-s-keen,夜の風は冷たく鋭く、 Nel sis hiz tinnyそれは約束と xes riris tes Zalah福音の物語







　全ての人の全ての悲しさと切なさだけを集めたような、聞くだけで胸むねの痛いたくなる旋律コード。でも、どこか懐なつかしく心の空白を満たすこの歌は──


　……まさか、これも魔笛だというの。







　kamis wire 罪色の雨は/x-gorn zay記憶の筐を nazalis rei錆びつかせ





　Nid hiz loar nec もはや帰ることのない風はcross-Oz-yulis遥かなる彼方へ noa missis ciel消えていく







　今まで聞いた、どんな幽ゆう幻げん種しゆの呪じゆ詛そとも違ちがう。


　これとよく似にたものを、ユミィは知っていた。そう、これはまるでわたしたち巫み女こが歌う『第七天音律ソフイア・コード』そのものではないか。


　優やさしさと慈じ愛あいにあふれた『第七天音律ソフイア・コード』、それと対ついになる音色。


　一対の翼つばさ。二つで一つの音色のような。







　Oe/ hypne Xe yahe,眠れよ我が身 ria ole /全て千々にen-dackt stery潰えた夢のため





　Oe/ iden Xe virse,沈めよ我が時 ria elmei valen全て一切の祈りのために





　Oe/ kills Xe haul,凍れよ我が灯 ria mihas /全て永劫にx-madel zayxus断たれし絆のために







　……でも、うそでしょう。


　旋律でも詞しでもない。それ以上に、ユミィはその歌の『声』に耳を澄すませていた。


　決して幽幻種のものじゃない。


「……うそ、だって…………」


　すぐには信じられなかった。なぜならその声は、自分のよく知るあの少年のもので──







　=E mille-Ye-hypn pheno =さあE Mil kiss hiz qelno,生まれ眠る子よ belit elmei 見届けなさい、Eden cia iden楽園の全てが沈んでも





　ris-ia sophia,それでもなお、 X ele dia kyel誓いの丘へと ririsis Uls私は歩く







　重々しい音と共に、大聖堂の扉とびらが開いていく。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいに限かぎりなく近い結界を張はり巡めぐらせた扉。幽幻種では絶ぜつ対たいに開けられないはずの聖せいなる扉が、自ら封ふう印いんを解といていく。


　さながら扉の封印そのものが、この音色の響ひびく時を待ち焦こがれていたかのように。







　Oe/ sia Eden, 全てのOle ele,Selah pheno 夢見るsia-s Orbie Cley世界のために







　開放された扉のその先に、たった一人の少年が立っていた。


　鳶とび色いろの髪かみに、あどけなさと凛り々りしさと、そしてほんの少しはにかんだような表ひよう情じよう。その両手には、鮮あざやかな紫むらさき色いろに輝かがやく双そう剣けん。


「…………」


　ゆっくりと、その少年がこちらに振ふり向いた。


　言葉が出なかった。


　だって、だって……目の前にいる彼は、あの時天結宮ソフイアを去っていったはずの──





「ごめんユミィ。ずっと……待たせて」





　そして少年は微笑ほほえんだ。


　肩かた口ぐちを真っ赤に染そめるほどの傷きずを抱かかえ、ほおや腕うで、両足、全身にも無数の裂れつ傷しよう。呼こ吸きゆうだって苦しそうに、肩を大きく揺ゆらしての絶たえ絶えの息。決して恰かつ好こう良い姿すがたじゃない、誰よりボロボロで苦しいはずなのに──


　それでも彼は笑っていた、何一つ曇くもりのない澄すみきった笑え顔がおで。


「…………あ……ぁっ……」


　まぶたから何かがこぼれ、視し界かいがぼやけていく。


　涙なみだが止まらない……ずっと、ずっと我が慢まんしてたのに。胸の中、張りつめていた何かがぷつんと途と切ぎれたのが分かる。まだ何も終わってないのに……彼がそこにいるだけで、とても大事な何かを守れた気がした。


　双剣の少年。自分を守る千せん年ねん獅しになると言ってくれた彼。


　……来てくれたんだ。





　シェルティス・マグナ・イールが、立っていた。





　そして、凍こおりついていた時が動きだす。


　幽ゆう幻げん種しゆの魔ま笛てきが再ふたたび流れ、禍まが々まがしく輝かがやく光の奔ほん流りゆうが大だい聖せい堂どうを照らしだす。だが双剣の少年は、それより早く大聖堂を駆かけていた。


　二条じようの剣けん閃せん。


　右の剣で放たれる魔笛と障しよう壁へきを破は砕さいし、左の剣で幽幻種の核かく晶しようを打ち砕くだく。魔笛による障壁を完全に無む効こう化されたことに、残る幽幻種からは動どう揺ようのざわめき。その虚きよをついてさらに左右の二体、さらに背はい後ごの一体の核晶を破は壊かいする。


　一秒たりと同じ場所には留とどまらない少年の疾しつ走そう。あまりに早い剣けん戟げきに、遠目に見ていてもその姿すがたが霞かすんで見える。


「…………すごい」


　少年の剣捌さばきと体たい術じゆつに、隣となりに立つ春蕾シユンレイが呆ほうけたような声を上げる。


　──キンッ！


　全方位から飛びかかってくる幽幻種の爪つめと牙きばをかわし、シェルティスが宙ちゆうへと身を躍おどらせる。横よこ壁かべの燭しよく台だいから天てん井じように跳とび、そこから身体からだをひねって幽幻種たちの背後に着地。


　双剣がひときわ強い輝きを放ち──


　一いつ瞬しゆんの間に、小型の幽幻種たちがことごとく核晶を破砕されて消えていく。


　残るは統とう率そつ個こ体たい。


　だが少年が振り返った時、いるはずの巨きよ大だい幽幻種の姿は忽こつ然ぜんと消えていた。


「…………消えた？」


　春蕾が辺りを不安そうに見つめる姿。音もなく消えた統率個体、どこに逃にげた？　離はなれて見ていたユミィにもわからなかった。


　ばさっ。大聖堂に開いた壁かべ穴あなの先、巨大な羽ばたき音が聞こえたのはその時だった。


『大聖堂の外です。この場は諦あきらめ──最上階の皇おう姫ひを狙ねらってます！』


　少年の胸むな元もとで機械水晶イリスが激はげしく点てん滅めつ。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいに集中した皇姫は完全な無む防ぼう備び。……サラ様が襲おそわれる。誰より浮遊大陸オービエ・クレアを憂うれい、自らの全すべてを犠ぎ牲せいに氷結鏡界を支えてきた人が……


「──シェルティスッ！」


　そう悟さとった瞬間、ユミィは目の前の少年に向けて叫さけんでいた。


　一度は天結宮ソフイアを追放された少年。そんな彼にこんなことを願うこと自体、どれだけ自分勝手なことかは分かってる。なんて都合の良い願い事なのかも分かってる。


　……それでも、頼たよらずにはいられなかった。


　この場でそれができるただ一人の人間だから？　ううん、違ちがう。……たとえこの場にレオンがいても爛ランがいても、わたしは……目の前の彼に頼たよりたかった。





　巫み女こは自分の全てを、ただ一人の千年獅パートナーに託たくすものだから。





　──その意味が、ようやく分かった。


「シェルティス……お願い！」


　だからユミィは叫んだ。


　ずっと探さがしてた、自分の全てを託せる少年に向けて。


「サラ様を……ううん、みんなの浮遊大陸を…………守って！」


　壁に開いた穴から吹ふきこむ突とつ風ぷうに、その声はほとんどがかき消されてしまった。


　かすれ声。伝わったかどうかも分からない。けれど確たしかにその少年は、自分に向かって振ふり返った。目と目、視し線せんと視線が重なって──


　……シェルティス、笑ってた？


　一瞬の余よ韻いんを残し、少年は壁の大穴から天結宮ソフイアの外へと身を躍らせた。


　高度二千メートルの空くう域いき、天結宮ソフイアの最上階へと飛行する幽幻種を追いかけて。
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　風の音しか聞こえない。


　浮遊大陸で風のやむ日はない。吹きこむ風は上へ行くほど強さを増まし、天結宮ソフイアの最上部では大人でも紙切れのように飛ばされる風力となる。


　シェルティスは天結宮ソフイアの外──高度二千メートルの上空に身を投げ出した。遮さえぎるもののない直ちよく射しや日光にまぶたを灼やかれ、風に身体が流される。


　それでも上へ、上へ、はるか頭上へ。一度きりの跳ちよう躍やくで空を飛ぶ。


　──見つけた。


　自分よりかなり高い空域に、最上階を目指して羽ばたく統率個体。


　しかしその姿すがたを確かく認にんしたのとほぼ同時、上空を進む勢いきおいが止まった。当然だ、大聖堂から飛び出した時の跳躍しか推すい進しん力りよくはないのだから。


　少しずつ少しずつ、地上の引力に導みちびかれるまま身体が落下していく。


　はるか真下に真ま綿わたのような雲海、そのフィルターを通したさらに先に、点のようにしか見えない地上の建けん造ぞう物ぶつがかすかに見えた。


『シェルティス、早く！』


　イリスの合図に合わせ、シェルティスは左手の剣けんを天結宮ソフイアの外がい壁へきに突つき刺さした。突き刺した剣を軸じくに、懸けん垂すいの要よう領りようで身体を持ちあげる。


『跳とべるのは一度きりです。ご武ぶ運うんを』


　そしてシェルティスは、剣の柄つかを踏ふみ台に天上へと再ふたたび跳躍した。


　最後の跳躍。それは天結宮ソフイアの上空へと吹き上がる気流に乗ってどこまでも高く、高く、空を翔かける幽ゆう幻げん種しゆの頭上まで少年を導いた。


　すれ違ちがいざまに右手の剣を一いつ閃せん。敵てきの片かた翼よくの付け根めがけて振り下ろす。


　──ギンッ！


　鈍にぶい音と共に、今まで幽幻種を一いち撃げきで倒たおしてきた剣が弾はじかれた。


　黄土色に輝かがやく怪かい物ぶつの翼つばさ。その黄土色の正体は、翼を覆おおう無数の逆げき鱗りん。それも鋼こう鉄てつの何倍という強度であろう強固な鎧よろい。生なま半はん可かな物理攻こう撃げきではダメージにもならない。


　敵てきの腕うでがひるがえる。視し力りよくでなく、怪物の表情からシェルティスはそう察知した。
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　右手の剣に左手を添そえ、振り上げられた一撃にそなえる。醜みにくい爪つめの伸のびた腕を剣先で受けとめて──腕から肩かたのどこかで、ぎちっという奇き怪かいな音が痛いたみと共に弾はじけ飛ぶ。肩の骨ほねか筋きん線せん維いか、あるいはその両方が音を立てて潰つぶれた音だ。


　威い力りよくを受けとめきれず、空中で塔とうの外壁まで叩たたきつけられた──そう理り解かいした瞬しゆん間かん、背せ中なかから腹ふく部ぶまでを伝わる衝しよう撃げきに呼こ吸きゆうが停止した。


「……っ……か……ぁ……！」


『シェルティス！』


　イリスの声に応こたえる余よ裕ゆうすらない。


　下のフロアでやられた傷きずが開き、肩と背中に鋭するどい痛み。


「……だい……じょうぶだからっ！」


　衣服の肩口を真っ赤に染そめあげ、それでも少年は剣を放さない。叩きつけられた壁へき面めん、その凹おう凸とつに足先をかけて跳躍。再び統とう率そつ個こ体たいの頭上へ。


　──負けられない……そのために……ここまで上ってきたんだ！


　煌きらめく剣閃。


　幽幻種の翼の付け根、それも先の一撃と数ミリ違たがわぬ箇か所しよ。一度目の剣けん戟げきで防ぼう御ぎよ鱗りんを破は壊かいされた翼を、今度こそ少年の剣が切せつ断だんした。


『──────ッッッッ』


　怒いかり狂くるう獣けものの咆ほう吼こう、そしてその身体からあふれる魔ま笛てきの輝き。


　空中で回かい避ひもままならない少年を、腐ふ敗はいと猛もう毒どくの輝きが何重にも包みこむ。──魔笛、幽幻種の持つ特とく異いの力にして最大攻撃。


　しかしその輝きの中、統率個体は確たしかに見た。禍まが々まがしく輝く紫むらさき色いろの光の中でなお強く、少年の手にする剣がきらめいていたことを。


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの沁しん力りよくを帯びた蒼そう氷ひようと、魔笛の光。


　決して相あい容いれないはずの二つの輝きを宿した剣。


「声、ちゃんと聞こえてたよユミィ」


　そしてシェルティスは、右手に掲かかげる剣を振ふり下ろした。


　統率個体の核かく晶しようが砕くだける音。鈴すずの音にも似にた響ひびき、どこまでも涼すずやかに広がっていく。それと共に、幽幻種の巨体も徐じよ々じよに完全な霧きりとなり、消しよう滅めつした。





　　　　４





　あらためて眺める大だい聖せい堂どうの内部は、決して平へい穏おんな状じよう況きようとはかけ離れたものだった。


　足あし下もとの絨じゆう毯たんは腐ふ食しよくして剝はがれ、天てん井じようの照明器は濁にごった黒色に爛ただれている。壁かべの燭しよく台だいも、魔笛の侵しん食しよくを受けてなかばで折れている。


　──でも、間に合わなかったわけじゃない。


　部屋の中央で、ユミィは着き物もの姿すがたの巫み女こと共に立っていた。直ちよく接せつ的な外がい傷しようはもちろん、魔笛を浴びた苦く痛つうからも今は回かい復ふくしたようだった。


　そう、守れた。自分の一番大切な彼女を。


　けれどなぜだろう。全すべて終わったはずなのに、胸むねを締しめつける緊きん張ちようがおさまらない。いやむしろ、こうして彼女を前にしている方がはるかに──


「あ、あのさ……」


　痛いほどに強まる胸の鼓こ動どうを抑おさえ、シェルティスは必死に声を絞しぼりだした。


　うつむいたまま物言わぬユミィを前に、何を言えばいいのかわからなかった。必死に言葉を紡つむごうとしても、それはあまりに細い言葉の糸。すぐにほつれて途と切ぎれてしまう。


「……無事で……よかったよ、本当に」


　違ちがう、違うんだ。言いたかったのはそんな言葉じゃない。そうわかっていても、口にできたのはそんな平へい凡ぼんなものだけで。けれどその半面、そんな拙つたない言葉だけでも伝えられたことが嬉うれしくて。


「…………」


　少女は、下を向いたまま答えない。


「そう……だよね。ユミィは巫女だものね。きっと、こうして言葉をかけられるだけでも……一いつ般ぱん人じんの僕ぼくには出来すぎたことだよね」


　未み曾ぞ有うの災さい厄やくから天結宮ソフイアを守ることもできた。ユミィも無事だし、彼女が氷結鏡界を支ささえれば浮遊大陸オービエ・クレアは助かる。天結宮ソフイアから追放された自分にとっては出来すぎた成果だ。


　……本当は、もう一度全部やり直したいって伝えたかったけど。


　この場では伝えられない。事じ態たいが完全に終息して、天結宮ソフイアの機き能のうが落ちついてからだ。


　だから今は戻もどろう。外部の人間である自分が大聖堂に長なが居いはできない。


「ユミィ……ごめん、僕が天結宮ソフイアにいたらまずいんだよね。すぐ……帰るから」


　大聖堂の扉とびらへ。巫女二人に背せを向ける。





「……行かないで」





　それがユミィからの言葉だと気づいたのは、ふるえる唇くちびるを必死に動かそうとする彼女の姿を見たからだった。


「ば、ばか……シェルティスのばかっ！　なんで……なんで……」


　睫まつ毛げの先に大おお粒つぶのしずくを浮うかべ、言葉のほとんどが嗚お咽えつにしかならなくて。それでも少女は、両の手を力いっぱい握にぎりしめ、精せい一いつ杯ぱい歯を食いしばって耐たえていた。


「ずるいよ……やっと……やっと来てくれたと思ったのに……何も、言わ……っないで……なんでまた、どこか行っちゃおうとするの!?　わたし……ずっと待ってた……のに」


　そして気づく。


　目の前の女の子が、巫女になってからもまるで変わっていないことに。


　目の前の女の子が、巫女になってもまだ自分のことを待っていてくれたことに。


「……ユミィ」


「おかえり……ようやく、来てくれたんだね」


　両手を広げた少女が、微び笑しようのまなざしでゆっくりと歩いてくる。


　静かな聖堂で、二人は互たがいに手を伸のばし。その指先がたしかに触ふれた──その刹せつ那な。


　少年と少女は、全く同時に二年前あのときの悲ひ劇げきを思いだした。





　──ヂヂ……ヂッ！……──





　二人をつなぐ手と手の間に、雷光さながらの青白い火花が迸った。
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「…………っ！」


　声も出ないほどの激げき痛つうに、苦く悶もんの声を上げたのは果たしてどちらだっただろう。


　固く結ばれていた手が反はん射しや的に離はなれ、指先だけがかろうじて絡からまりあうだけ。その二人の指先を、再ふたたび青白い火花が無む慈じ悲ひに灼やきつける。


　エルベルト共鳴。


　強すぎる沁しん力りよくと魔ま笛てきが重なった時、それは物理現げん象しようをもねじ曲げて大気中に放電現象として現あらわれ、接せつ触しよくした者たちを炎ほのおで裁さばく。


　──ヂヂ……ヂッ！……──


　重なる指と指を、雷光さながらの火花が容よう赦しやなく灼き焦こがす。


「ぁ……っ！」


　悲鳴にもならない声を上げ、少女がその衝しよう撃げきで吹ふき飛ばされた。


「ユミィっ！」


「…………あ……ははっ…………」


　返事は、乾かわいて錆さびついた笑い声だった。





　ぽちゃんっ。





　何か、真っ赤なしずくが少女の指先からしたたり落ちた。細く細くしたたり落ちる赤い筋すじ。足あし下もとに落ちて、そこに赤い水たまりを作りだす。


「……二年前と……これも、同じだね…………？」


　沈ちん黙もくしたままだったユミィが、初めて顔をあげた。と同時、床ゆかに落ちた水すい滴てきの正体を、シェルティスはようやく理り解かいした。


　血。


　それは、魔笛と沁力の反発によって傷きずついたユミィの手から零こぼれた血だった。


「……おかしい、よね…………わたしたち、何も悪いこと、してないよね？…………なのに…………なんで…………」


　ぽちゃんと音を立て、再ふたたび顔にしずくが落ちた。


　二度目のしずくはきらきら光る透とう明めいな水滴。


「ユミィ？」


　床ゆかに膝ひざをついたままの少女の両の瞳ひとみから、何かがきらきらと零れてはしたたり落ちていく。とめどなく、輝かがやく泉いずみにあふれる水のように。


「……わたしたち…………なんで……こうやって手を握ることも…………許ゆるされない……の……かな…………は、あは……は…………」


　微笑と涙でくしゃくしゃになった顔を隠かくそうともせず、少女が死に物もの狂ぐるいで想おもいを言葉に変える。


　結界を支ささえる、世界の中心にいる少女。魔笛きんだんの力を宿し、世界から弾はじかれた少年。


　触れあうことを許されない二人には、それしか残されていなかったから。


「……絶対、変だよね？　わたし、こんなにキミのこと────っ！」


　言葉の終わりは、彼女の嗚咽に紛まぎれて聞こえなかった。


　少女がふたたび立ちあがる。


　けれど、その視し線せんは自分ではなく、同どう僚りようの巫み女こである黒くろ髪かみの少女へと。


「…………ユミィ」


「わかってる。もう、時間なんだよね」


　皇おう姫ひが氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支えていられる、そのタイムリミット。その後を継つぐのが目の前の巫女二人。つまりユミィは、もう塔とうの最上階へ行かねばならないのだ。


　背せを向け、ゆっくり、ゆっくり、彼女が昇降機エレベータへと歩きだす。


　火傷やけど痕あとのできた指先を、シェルティスは喩たとえようもないもどかしさと共に握りしめた。


　……こんな。……こんな別れ方でいいの？


　違ちがう、絶ぜつ対たい違う。ユミィだってそんなの望んでるはずがない。


「シェルティス、ごめ──」


「ユミィ！」


　背中を向けたままの少女に、シェルティスは最後の声を振ふり絞しぼった。残されていない時間。想いの全すべては伝えられない、だからたった一言。


「僕……絶ぜつ対たい、こんな魔ま笛てきなんかに負けやしないからっ！」


　魔笛に蝕むしばまれた自分の身体からだ。その状じよう況きようだけに圧あつ倒とうされ、絶望に打ちひしがれた二年前。


　あの時の全てをやり直したい。魔笛に冒おかされた身体でもいい。今の自分にだって、……ううん、違う。今の自分だからこそできるものがあるはずだから。


「今は……こんな身体だけど、絶対、こんな呪のろいなんかで挫くじけないから！　だから……待っててほしいんだ。絶対、もう一度君のところまでたどり着くから！」


　今度こそたどり着く。


　互たがいの指先の触ふれあうところまで。


「…………」


　昇降機エレベータへと向かう彼女は振ふり返らない。


　けれどその声は、たしかにその背せ中なかに届とどいたはずだった。




　断章　『主天』







　──冷たい雨だった。


　ひとたび濡ぬれれば骨ほねの髄ずいまで痛いたみを感じる凍いてついた雨。まるで、氷の結けつ晶しようがしずくの形そのままに降ふってきた……そんな雨だ。


　建物の屋上を抉えぐるような勢いきおいで打ちつける天の涙なみだ。周囲にこだまする水の爆ばく音おんは、雨音の範はん疇ちゆうを超こえ、もはや滝たきと呼よんだ方がふさわしいかもしれない。


　どれだけ、降り続いていただろう。


　はるか天上からの雨量はかつてない記録を弾はじきだし、その勢いきおいは今もなお、衰おとろえる気配を見せていなかった。





　ぴちゃ……





　冷たく輝かがやく夜の天上で、一いつ滴てきのしずくが跳はねる音。


「世界から拒きよ絶ぜつされた少年と、世界の中心にいる少女。別け隔へだてられた二人が、二年の時を経へて再ふたたび巡めぐり会う──か」


　遥はるかな頭上の星明かりの下、妖よう艶えんな仕草で黒くろ髪かみをかき上げる女じよ性せいの幻影シルエツト。


　天結宮ソフイア２９１階、最さい頂ちよう部ぶ。


　大人でも吹ふき飛ばされる轟ごう風ふうの渦うずの中心で。針はりほどの直径しかない塔とうの先せん端たん部ぶ、そこに片かた足あしのつまさきだけを支ささえに乗せ──その女性は天結宮ソフイアの最頂部に立っていた。


「この豪ごう雨うもまた、二年前のあの時と同じ。これは果たして偶ぐう然ぜんなのかな」


　艶あでやかな朱しゆ唇しんを微び笑しようのかたちにつり上げ、漆しつ黒こくの天球から降りそそぐ雨を見上げる。


　──神しん秘ぴ的な光景。


　凍てつく雨が、女性の身体に触れる寸前できらきらと輝きながら弾かれていた。


　まるで透とう明めいな光の壁かべが、彼女と雨とをへだてて存在しているように。


「お前は覚えているか？　あの豪雨の下、わたしと出会った始まりの夜を」


　その眼がん下かでは、居きよ住じゆう区くの明かりが無数の点として煌きらびやかに瞬またたいている景観。


　塔の先端には、そこへ続く階かい段だんも何もない。どうやって下りるのか。いやそもそも、どうやってそこまで上ったのか。そんな疑ぎ問もんをまるで無む視しするかのごとく、彼女はその場に平然と佇ちよ立りつしていた。


「ふふ……まったく。監かん視しという名のお前のお守もりを二年間もさせられて、わたしの方が身体からだが鈍なまるのではないかと思ったぞ。なあシェルティス？」


　楽しくて仕方がないとでも言うように。


　蠱こ惑わく的に法ほう衣いを押おし上げる胸むねの双そう丘きゆう、その下でかるく腕うでを組む。


「だがまあ、それなりに楽しかったし、退たい屈くつもしなかったから良しとしよう。何より──この浮遊大陸そのものが、お前の帰き還かんを待っていたのも事実だ」


　視界はさらなる天上へ。


　長身の身体を風に委ゆだねるように、翼つばさのごとく両手を広げる。


「この雨、この夜。全すべてがあの時と同じ。だからこそシェルティス、浮遊大陸オービエ・クレアの全てを代表し、今一度お前を歓かん迎げいしよう」


　そして、ツァリは天を仰あおいだ。





「ようこそ。穢歌の庭エデンに堕おち、そしてその魔笛エデン・コードを宿した者よ。千年、皇おう姫ひと巫み女この守り続けたこの世界が、お前の帰りを待っていた」




　エピローグ　『そして少年は塔とうを目指す』







　カフェテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』。


　第二居きよ住じゆう区くの大通り面にした喫きつ茶さ店てんで、早朝から多くの常じよう連れん客きやくによって混こみあう店だ。


「料理長ー、あのねあのね、三番テーブルに紅茶セットだって！」


「ありがとうねユトちゃん、助かるわ」


　混こん雑ざつする野外席と対照的に、その店内で働いている人員はわずかに三人。厨ちゆう房ぼうで忙せわしなく動く料理長とエリエ、あとは臨りん時じでお手伝いウエイトレスに入ったユトだけだ。


「ユトちゃんは本当に働き屋さんね。もう少しで休きゆう憩けいだから頑がん張ばって」


「えへへー」


　頭を撫なでられ、ユトが嬉うれしそうに走っていく。


「しかしそれに比くらべて……エリエ、シェルティスは今日も有休？」


　腰こしに手をあてた料理長が、珍めずらしく呆あきれたように溜ため息いき。


「あと一日だってー、まだ疲つかれが抜ぬけきってないんだとか」


「シェルティスが寝ねこむなんて珍めずらしいわね。元気が取り柄えかと思ってたのに」


「ま、さすがに今回はしょうがないんじゃない？」


　朝食セットのサラダを盛もりつける手を休め、エリエはふっと苦く笑しようをもらした。


　……きっと誰だれも信じやしないんだろうなあ。


　こんな普ふ通つうのカフェテラスで働く少年が、天結宮ソフイアの巫み女こたちを救っただなんて。


「で、も、それはそれ！　これはこれよ！」


　トレイを抱かかえたまま拳こぶしを握にぎりしめ、そして。


「シェルティスのアホー！　あたしに働かせておいて一人寝ね坊ぼうなんてずるいんだから！」


　従じゆう業ぎよう員いん用通路に向けて、エリエは思いっきり声を張はり上げた。





『シェルティス、今日もサボりですか』


「……有給休きゆう暇かだよ」


　従業員用の住み込こみ用の一室で。


　鳶とび色いろの髪かみの少年が、自分のベッドに仰あお向むけに寝転がっていた。横になってはいるが目は開けたまま。その視し線せんは自分の胸むな元もと、ペンダントに取りつけられた機械水晶イリスへ。


『しかしまあ、今回は本当に行き当たりばったりでしたね』


「…………」


『片かたっ端ぱしから幽ゆう幻げん種しゆを倒たおそうとして全身ボロボロ。天結宮ソフイア内の経けい路ろだって、わたしが道案内してなかったらそもそも統とう率そつ個こ体たいの到とう着ちやくまでに間に合っていたかどうか』


「……いや、なんと言いますか。あれは」


『そしていま、日ひ頃ごろの運動不足がたたって全身カチコチに筋きん肉にく痛つう。三日間こうしてベッドに寝てるだけ』


「…………[image: ]……そ、そんなことは……」


『レオンは次の日から、何事もなかったかのようにトレーニングしてるそうですよ？』


「……」


『いいとこないですね、シェルティス』


「うるさいやい」


　うつぶせにひっくり返り、枕まくらに顔を押しつけて──





『でも、ユミィを守ったのは紛まぎれもなくあなたです。それは胸むねを張はっていいですよ？』





　どこか楽しげに、笑いかけるように機械水晶イリスは言ってきた。


『巫み女この祈いのりの三日間が過すぎました。今日からまた皇おう姫ひが氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを支ささえますので、ユミィに会いに行くことは可か能のうです』


　そう。氷結鏡界の崩ほう壊かいと幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうは、もう三日も前の出来事だった。


　思いだせば昨日のことのように感じられる災さい厄やく。街が汚お染せんされ破は壊かいされ──けれど、それでも人は生きていく。汚染された舗ほ装そう路ろを浄じよう化かし、壊こわされた施し設せつも既すでに復ふつ旧きゆうが始まっている。


「そうなんだけど、ちょっと……ほら、恥はずかしいというか」


　天結宮ソフイアでユミィを見送る場面。互たがいに言葉をかわせないまま別れてしまったことで、会いに行くのがどことなく気まずい感じがしたのだ。


『この甲か斐い性しようなし』


「行くよ、行くってば！……だけどもう少し決意の時間が」


　と、にわかに店内の方向から歓かん声せい。


「あれ、何かあった？」


　ベッドから起き上がり、シェルティスは店内の方へと耳を傾かたむけた。なんだろう、誰かが騒さわいでいるらしき歓声が聞こえてくる。


「おーいシェルティス」


　ぱたぱたと騒がしい足音に続き、ノックも遠えん慮りよもなしに部屋の扉とびらが開いた。ひょっこりと顔を出したのは、普ふ段だんのツナギ姿すがたに厨ちゆう房ぼう用エプロンを羽は織おった少女。


「どしたのエリエ」


「お客さんだよー。はい、それじゃあたしは引っこむからごゆっくり」


　僕ぼく宛あてにお客さん？　特に今日は約束を誰かとした覚えはないのだけれど──そんな疑ぎ問もんを思いうかべている間に、部屋に一人の少女がゆっくりと歩いてきた。


　鍔つばの大きな日ひ除よけ帽ぼうに白のワンピース。顔は帽子の陰かげに隠かくれて見えないものの、伸のばした髪かみが照明の光を浴びて黄金色に輝かがやいているのが見てとれた。


「ええと、どなたさま」


「…………」


　少女は答えない。そして無言のまま突とつ然ぜん、椅い子すの上に置いていたクッションを手に取って──それを、思いっきり力をこめて投げつけてきた。


「ちょっ、う、うわっ！　な、なに？」


「ばか、天こ結つ宮ちに来ると思ってたのに……いつまで待っても来ないんだから！」


　怒おこったように肩かたで息する少女。その帽子の下には、自分の見知った少女の顔が。


「……ユミィ？」


　目の前に彼女が立っていること、すぐには信じられなかった。


　確かに自分の居い場ば所しよなんて調べようと思えばすぐ調べられるかもしれない。けどユミィは天結宮ソフイアの巫女であって、居住区なんか滅めつ多たに来れるはずもない。


「ついてきて」


「え？」


「いいから、早くこっちついてきて！」


　有う無むを言わさず歩きだすユミィの後をあわてて追いかけた。


　店員用の裏うら口ぐちから薄うす暗ぐらい小道に入り、北へ北へと進んでいく彼女。物言わぬその背せ中なかは、なんだか、彼女の無言の怒いかりを代だい弁べんしているような気がした。


「……ユミィ、もしかして怒ってる？」


　その瞬しゆん間かん、先を行くユミィの足がぴたりと止まった。


「氷結鏡界を三日間祈り続けて、終わった今日の朝一番に来てくれるだろうって思って待ってたのに、誰かさんはいつまで待ってもこないんだもん」


　横顔を向けたままの少女。そのまぶたは、疲ひ労ろうのせいでわずかに腫はれていた。


　……それなのに待っててくれたんだ。


　氷結鏡界を支えている三日間、巫女は食事も睡すい眠みんもなしで祈り続ける。誰よりユミィが疲つかれてるはずなのに。それを押してまで自分から来てくれた。


「……ごめん」


「いいよ。わたしだってホント言うと怒ってないの」


　被かぶっていた帽子をそっと外し、ユミィが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。


「居住区ここ歩くの久ひさしぶりなの。ずっと天結宮ソフイアに籠こもりっぱなしで、だからこうして歩くのすごく楽しい」


　その言葉のとおり、少女の口調は嬉うれしそうに弾はずんでいた。


「……あのさ、一つ聞いていい？」


　彼女に関かかわることで、この三日間ずっと気になっていたことがあった。


「氷結鏡界は平気だったの？　今度もまた破やぶられるなんてことは──」


「結界に使う沁しん力りよくの波長を変えたから、この前と同じ方法で破られるなんてことはないはずよ。負ふ担たんは少し重くなるけど結界の術じゆつ式しきにも一つ循じゆん環かん儀ぎ礼れいを増ふやしたし」


　詩を吟ぎんじるようにすらすらとユミィが口ずさむ。


「あいにく僕には何言ってるかさっぱりなんですけど？」


「ふふ、ちょっとは巫女っぽくなった？」


　くるりと振ふり返るその仕草に、彼女の着ているワンピースがふわりとなびいた。


　法ほう衣いとガラリと違ちがう雰ふん囲い気きだから変装おしのび用の衣い装しようなのかもしれないが、さっき店で上がった歓かん声せいはおそらく、一いつ般ぱん人じんに見つかってしまった時のものだったのだろう。


「……そういえば、僕たちどこに向かってるの」


「秘密ないしよ。でも悪いとこじゃないよ」


　人ひと気けのない細い小道を進み、北へ北へと歩いていく。薄うす暗ぐらい路地を通り、薄うす汚よごれた道を進んでいく。決して綺き麗れいとは言えない道だけれど、それでも足取りは軽かった。


　──誰にも見つからない、誰の邪じや魔まもされない二人だけの時間。


　二人きりで歩くのなんて本当に何年ぶりだろう。ユミィがこんな道を選ぶのも、もしかしたら自分と同じ心しん境きようなのかもしれない。そう思った。


　歩き、歩き、歩き。


　いつしか目の前には、天上へと果てなく伸のびる一本の塔とうがそびえ立っていた。


「さ、ついたよ」


　白く輝かがやく塔を前にして、ユミィが空を仰あおぐように両手を広げた。


「天結宮ソフイア？」


「そそ。さ、ついてきて」


　巨きよ大だいな防ぼう護ご壁へきで覆おおわれた敷しき地ち、その入口である巨大な正門へと彼女が歩いていく。すでに言付けがなされているのだろう。入口の門番も誰一人こちらを疑うたがう者はいなかった。


「おまたせ、連れてきたよ！」


　新緑色の芝しば生ふが覆う広大な敷地。


　扉とびらを抜ぬけてすぐの地点で、ユミィが目の前の四人に向かって大きく手を振ふった。


「思ったより早かったな」


　腕うで組ぐみの姿し勢せいで立っていた銀ぎん髪ぱつの青年が、まず小さく手を上げる。


「レオン？」


「春蕾シユンレイがな、助けてもらった礼を言いたいんだそうだ」


　苦く笑しようする彼のすぐ後ろ、黒くろ髪かみの少女がレオンの背せ中なかに隠かくれるようにして佇たたずんでいた。見覚えがある。大だい聖せい堂どうでユミィと一いつ緒しよにいた巫み女こだ。


「…………あ、あの……あり……が、……と」


　ぺこりと小さくおじぎし、またそそくさとレオンの背はい後ごに隠れる少女。


「よー、また会ったな。シェルティスだっけか？」


　その隣となりで、千せん年ねん獅し用のジャケットを羽は織おった少女が気楽な様子で手を上げた。


「あれ。もしかして第三居きよ住じゆう区くで会った子？」


「おう、オレは爛ランな。あの時は部下が世話になったぜ。おかげで奇き蹟せきの死者ゼロ！　半分くらい入院中だけど、ま、あいつらなら一週間あれば治るだろ」


　底そこ抜ぬけに明るい雰ふん囲い気きで笑う少女の隣となり、それとは対照的に落ちついたドレス姿すがたの女じよ性せいがしずしずと近づいてくる。


「そうねー。いきなり現あらわれた時はびっくりしたけど、助かったわー」


　のほほんとした口調で女性が小さく会え釈しやく。


「巫女のメイメルよー。よろしくね、ユミィと幼おさななじみだったんでしょ？　なんでも昔は一緒にお風ふ呂ろまで入った仲だとかー」


「……なっ！　メイメル、こんな時に何をっ!?」


「あらあらー本当のことなんでしょ。ユミィってばそんな怒おこらないで」


　怒いかりの剣けん幕まくで手を振り上げるユミィをなだめる長身の巫女。


「ふざけるのはここまでにして、と──本当にありがとう。巫女を代表して礼を言うわ。あなたがどれだけの働きをしたかはユミィから聞いてるわ。サラ様も礼を言いたいと言っていたし、天結宮ソフイアで過すごすうちにご本人と会う機会もあるでしょう」


　……天結宮ソフイアで過ごすうち？　それってどういうことだろう。僕は居住区の人間であって、皇おう姫ひに出会うことなんて二度とないはずなのに。


「ユミィ、どういうこと？」


「キミが塔を上ってきた時、それを見ていたのはわたし一人じゃないんだよ」


　指先にひっかけた帽ぼう子しをくるくると回しながら、ユミィが意味深に片かた目めをつむる。


「メイメルも言ってたでしょ。キミがわたしや春蕾シユンレイを助けてくれたこと、幽ゆう幻げん種しゆの統とう率そつ個こ体たいを倒たおしたこと。全部わたしと春蕾が、メイメルと爛ランに念話で送ってた。だから、ここにいるみんなが証しよう人にん──ほら、レオン」


「そうだ、渡わたし忘わすれたな」


　レオンが何かを空高く放ほうり投げる。


　光を浴びて輝かがやく銀色の員章、弧こを描えがいて飛んできたそれを宙ちゆうで摑つかんだ。


　──その員章には、見覚えのある名が刻きざんであった。


「これ……僕の員章？」


　二年前に没ぼつ収しゆうされたはずの員章。とっくの昔に破は棄きされたかと思っていたのに。


「手間どったぞ。俺おれとユミィに春蕾、それにそっちのメイメルと爛。天結宮ソフイアの最上位級の署しよ名めいを五つ──お前の過か去この記録は抹まつ消しよう済ずみだったから手が出せないが、とりあえず一席。天結宮ソフイアの隊員候こう補ほ生せいとして一人分の空きだけはねじこめた。一番下からの再さいスタートだ」


　その言葉に、シェルティスは再ふたたび自分の員章を見つめた。


　自分の名前の下にある階級は白紙だけれど、その入にゆう宮きゆう日びとなる日付は──今日。そしてその下に、皇おう姫ひの名が刻まれた朱しゆ筆ひつまで。それはつまり。


「……うそ、だって僕は…………本当に、いいの？」


　緊きん張ちようと驚おどろきに、喉のどが震ふるえてうまくしゃべれない。


　永えい久きゆう除じよ籍せきだったはずの自分が、もう一度天結宮ソフイアの護ご士しに…………


「さっさとここまで上がってこい。お前がいないと俺の訓練も張はり合いがない」


　レオンが再び何かを放り投げる。今度は二つ、先の員章よりも大きい何か。


　見覚えのある双そう剣けんの、その柄つか。


「お前が三年前まで使ってた剣だ。俺が預あずかってても仕方ないしな」


　右手に一つ左手に一つ。空中を舞まう剣をその手で握にぎりしめる。懐かしいその感かん触しよくには、かつて手にしていた確たしかな重みがあった。


『もちろん刀身はわたしが構こう築ちくします。また長い付き合いになるかと思いますが、今度は何年も放置とかしないでくださいね』


「……うん」


　胸むな元もとの機械水晶イリスを指先でちょこんとつついてやる。


「あのねシェルティス」


　ユミィが塔とうの最上階をじっと指さした。


「わたし、ちゃんと巫み女こになれたんだよ。だから──」


　その視し線せんをなぞるように。


　天結宮ソフイアの真下からシェルティスもまた、天へと伸のびる塔の頂ちよう上じようを仰あおいだ。


「わたしも一番上で待ってるから。キミも今度こそ早く来ること！　わかった？」


　それはきっと、単に塔の最上階という意味ではないのだろう。


　オービエ・クレアを守る巫女、そしてその護衛パートナーを担になう天結宮ソフイアの最上位──千せん年ねん獅し。





　──今度こそ、キミがわたしの千年獅パートナーになってくれるのを待ってるから。





　少しだけ照れくさそうに、けれど嬉うれしそうにユミィが空を指さした。


「……そうだね」


　そんな彼女に、シェルティスは力強くうなずいた。そう、こんな望まぬ魔笛ちからを宿した僕にだって、自分にしかできないことがきっとある。だからやり直そう。


　たとえ一番下の階級からの再スタートだって構かまわない。時間がかかってもいい。


　いつか、必ず──




「必ず行くよ。今度こそ、塔の一番高いところまで」






　あとがき







　高度一万メートルの上空で、オービエ・クレアと名づけられた浮遊大陸に生きる人々。高度な文明を築きながらも、けれど人は、浮遊大陸の真下に広がる『穢歌の庭エデン』と呼ばれる氷結世界からの侵攻に怯えていた。


　そんな世界のとある時代、浮遊大陸を穢歌の庭エデンから守る結界を支える少女と、穢歌の庭から帰還した双剣使いの少年が巡り会い──





　と、そんなところから始まる物語『氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン』、いかがでしたでしょうか。


　初めまして、細さざ音ね啓けいと申します。前作からお付き合いくださっている方は、お久しぶりです。


　肝かん心じんの本作ですが、受賞作以外書いたことのない自分にとって初めての『新作』になりまして、今これを書いていてもドキドキしてます。書いてる時はまだまだ先のつもりでも、いつのまにやらもう刊行日。うあ、緊きん張ちようで胸が痛くなってきた!?


　と、今までにないそんな緊張がありつつも──やっぱり新しい物語を始めるということはすごく楽しかったです。本作もせっかく『空に浮かぶ大陸』という舞台なわけですし、物語の雰ふん囲い気きと世界観も、どこか不思議な、どこか神秘的な雰囲気を出せるようにというのを今回の目標に頑張っていきたいなあと。


　そんな『エデン』ですが、この長編一巻とは別に、同日売のドラゴンマガジン11月号から数回にわたって短編を掲載させていただく予定です。ドラゴンマガジンを読まれる方、ぜひ短編もご一読くださいませ。（そして読者アンケートハガキにて『エデン』に投票してくださると、もれなく細音と編集Ｋさん、カスカベアキラさんが喜びます（笑））


　この巻を出発点として、一巻一巻、精しよう進じんしてまいりますので、引き続き応援して頂ければ幸いです。





　さて、遅ればせながら、この本の製作にあたってのお礼を。


　受賞作から引き続きご担当くださっている編集Ｋさん、今回は『エデン』の立ち上がりから多大なお力を頂き、本当にありがとうございます。


　イラストを引き受けてくださったカスカベアキラさん。ものすごい過か密みつスケジュールな中で、シェルティスの迫力あるイラスト、ユミィの可愛らしいイラスト、本当に嬉しかったです。これからもどうか宜しくお願いいたします！





　◆次巻予告




『凍れる時の檻おり』……さあシェルティス。


いまも眠りし穢歌の庭エデンの夢は、お前にどんな真実せかいを見せる？







　天結宮ソフイアの護ご士し候補生として再入宮したシェルティス。


　レオンとの任務の途中、事故に見舞われて浮遊大陸オービエ・クレアから離れた浮ラ遊グ諸ー島ンに不時着する。


　そんな中、その島でシェルティスが見たものは──





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　本作で初めてお会いした方も、前作からお付き合いくださっている方も、『エデン』を手にとってくださって本当にありがとうございます。それではまた、なるべく近いうちに、『氷結鏡界のエデン２』にてお会いできますように。





　二○○九年　七月下旬




細音　啓





氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン


楽らく園えん幻げん想そう





細さざ音ね　啓けい
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